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シリコーン力スケットカーテンウオール

透明建築の可能性を広げる

耐火間仕切壁の

新しし功タ禿
GPX WALL- 1hは圏内では初めて、全面に透明な耐火

ガラスを用いた全く新しいタイプの耐火間仕切壁です。

ｚｾＮｔＮｋＮ Ａｉ＠
株式会社三高製作所

〒661 尼崎市神崎町45-23 TEL(06)499・8151俄) FAX(06)499- 0412 

責 特 長 *

・シリコーンガスケット力一テンウオールは、

外装のイメ ージチェンジに簡単に対応できま

す。

外部の無目、万立のシリコーンガスケットは取

替え作業が容易なためビルのイメー ジを変えた

い場合は設計者の意図に柔軟 に応えます。

・多彩な力ラ ーで意匠性もアップ

従来のつ口口ブレン系力、スケットでは実現出来

なかった着色自在な力ラーバリ工ーションを可

能にしました。

・水密性についても独自の排水機能を設けた樋構

造を採用し、万一侵入した雨水はすみやかに外

部へ排水します。

・断熱性にすぐれている

外部にアルミ型材が露出しないため、断熱性に

すぐれています。

熱 伝 導 率 ア ルミ二コウム 180Kcal /m.  h.  .C  

シリコーンゴム 0.21 Kcal /m.  h.. C  

・工期の短縮

ガラス廻りのシールが不要です。

以上のよう芯特徴を持った力一テンウオー ルを 、震

災後の神戸で施工しました。無目 方立はコバルト

フルーのシリコ ーンゴムを採用し、方立には少し丸

昧を需びた表情をもたせ、金属ではとても出せない

柔らかさが表現され、神戸の121にふさわしい雰囲気

がかもし出され拐評を得ました。

シリコ ーンガスケッ トカーテンウオールは、これか

らの豊かな環境づくりに寄与すると思われます。

シースルー耐火間仕切壁

三高 GP X WALL- 1h 

降陛|

営業品目

- スチ- ) レサッシ・ドアー

・アルミニウムサッシ・ドアー

・各F重カーテンウオール

- ステンレスサッシ・ドアー

・スチ- ) レシャッ ター

・同面サ ッシMT T-フラッ ト

・ガラス製耐火間仕切壁



日本建築協会

創立80周年記念事業

実施

日本建築協会

& 血

冨 固

- 社団法人日本建築協会創立80周年

記念式典

と き 平 成 9 年 3 月28日幽

午後 2 時30分から

ところ 太閤園 (大阪市都島区網島町引0)

o式典、表彰式 (14: 30- 15:50)

於 2 階ゴールデンホール

( 1) 来賓として招待した小川忠男建設

省住宅局長、キ黄山ノ ック大阪府知事、

磯村隆文大阪市長および尾島俊雄日本

建築学会会長のそれぞれの代E里出席者 ・

浅野建設省住宅局建築指導課長、誇大

阪府建築部建築振興課長、坂大阪市都

市整備局建設部長および辻日本建築学

会理事から祝辞が代読された。

(2) その他関係方面か ら来賓4 4名、一

般参加者243名、計287名が出席した。

(3) 表彰式では、①第 4 回日本建築協

会賞の表彰およひ匂冶l立80周年記念協

会表彰が行われた。

受賞者は次のとおり 。

創立80周年記念式 典

- 第 4 回日本建築協会賞

「織物文化への貢献J

株式会社川島織物

代 表 取 締 役 社 長 南

「免震建物と免震効果の実証J

荘郎

24名、特別功労 15名、特別功労 (支

部関係) 28名、永年勤続 (事務局)

8名

計146名 (別記)

く〉記念講演会開催 (16: 05- 17: 10)  

株式会社松村組 於 2階コールデンホール

代 表 制 帝 役 会 長 松 村 雄 吾 建築家・清家清先生により「建築は

「工高教育における C A Dの有効利用と 文化か文明かJ という演題で記念講演

その普及に関する研究j が行われた。

秋田県立大曲工業高等学校 会場には、清家先生の講演を聴こうと

教 諭 黒 沢 一 元 いう 370人の人々がつめかけた。

「膜構造建築物の技術開発とその実用 講演内容は、会誌「建築と社会J 6 月

化ならびに普友j 号に掲載予定。

太陽工業株式会社 。祝賀会開催 (17: 15- 18: 55)

代 表 取 締 役 副 会 長 能 村 博 正 於 3階ダイヤモンドホール

・第 4 回日本建 築 協 会 賞 特 別 賞 来賓をはじめ関係者335名が参加し 、

「実験集合住宅NEXT21J 祝儀舞で幕を開けた祝賀会は 、終始賑

大阪ガス株式会社 やかな交歓の中で進められ、会員にと

取締役社長領木新一郎 って有意義な創立80周年記念行事を締

. 80周年記念協会表彰 めくく った。

多年役員 9名、多年評議員 15名、 ・その他事業の報告

多年委員 47名、永年会員 (9 J 年以上) ( 1) 創立80周年記念事業に対し、団体

正会員を中心として多額 ( 119件 、

841万円) の賛助金が寄せられた。

(2) 記念出版 『先輩からのメ ッセージ

「建築を志す人びとへJJ (出版委員会

委員が執筆、A5半IJ192頁) が、祝賀会

当日の引き出物として配付された。

(3) 会誌「建築と社会J 記念特集号は

4 月号として発行される。

(4) 大阪市事業「戦前長屋等建替モデ

ル提案募集j を協賛するとともに、そ

の一部を協会の受託事業として受託し

実施した。

記念式典であいさつをする市川宏会長 祝賀会で乾杯の音頭をとる佐野正一名誉会長

(5) 協会80年史編纂事業は、本年 4 月

に編纂委員会を発足させ、平成 9 年度

事業として動きだしている。

80周年記念協会表彰者 川 村 長 次 木 場 公 典 小 浦 久 子 富 松 助 六 中 村 隆 慶 林 野 全 孝 小滝 ー失 神 野 武 司 水 野 善 雄

( 敬林略郎i不! 日iJ) 小山 将 史 酒 井 重 治 島 隆男 広瀬 勇 南 出 信 雄 宮 田 稽 彰 森 島 照 雄 安 井 洋 太 郎 山口 日月

下 村 健 治 鈴 木 克 彦 田 中 康
キ? JにK  定 夫 山 田 一 義 米 国 良 男 (中国支部)

. 多年役員 田畑 重 明 田 村 美 喜 男 高 田 光 雄 - 特別功労者表彰 古 林 敏 郎 佐 藤 重 夫 柴 田 修 身

板 井 亨 介 今 村 祐 三 郎 大 岡 昇 竹 田 三 夫 龍 野 豪 利 谷 川 康 信 0 事業功労者 宮 本 健 司

大 林 芳 郎 小 島 雄 城 口 庸 平 塚 口 日 月 洋 鶴田 昭 一 出 雄 隆 勝 一 弘 北 村 恭 一 杉 本 真 一 (東海支部)

中西 孝 藤 木 銭 三 山 田 義 行 轟 泰 輔 中 川 徹 中 西 稔 中 村 昌 生 今 津 清 直 岩 田 昌 広 小 宮 三 辰

- 多年評議員 西川 純 一 伯 者 紳 松 隈
ヨ再白三ユ

0 青年技術者選考委員 後 日 華 利 秋 林 金 之 福 田 泰 造

荒 巻 恭 士 井 手 正己 稲葉 叉玉三' " 松本 章 三 宅 育 男 宮 内 宏 荒井 i青 溝 神 宏 至 朗 桝 林 宏 二 松 本 壮 一 郎

岩 橋 貞 雄 内 村 俊 一 大 塚 日 出 夫 安田 孝 保 田 幸 昭 山下 修司 0 工高生デザインコンクール審査委員 (和歌山支部)

加 藤 忠 三 郎 川 瀬 甲 子 雄 清 田 剛 一 吉 村 英 祐 米 弁 寛 和 田 克 朗 奥 俊 { 言 狩 野 忠 正 北 浦 か ほ る 上 野 嘉 一 岡 隆 貴 志 満 二

白 石 静 二 田 崎 至 成 野 村 茂 則 和 国 康 由 渡 辺 1専 西 村 征 一 郎 本 多 友 常 三 谷 幸 司 黒 田 征 四 郎 辻 本 豊 野 島 育 夫

原 因 孝 太 郎 福 永 敏 男 三 木 敏 男 - 永年会員 (会員歴50年以上) 安 田 丑 作 東 野 信 義

- 多年委員
井上 賞 井 運 善 責 主 井 原 巌 0 建築工事実務講習会講師 - 永年事務局職員 (在職10年以上)

伊 東 史 郎 伊 藤 郁 郎 伊 藤 武 夫 石倉 干 満 犬 伏 武 芳 大 内 茂 藤 井 孝 曇 吉 田 豊 (本部) 青 野 明 子 大 島 正 樹

猪 野 達 雄 池 訪 問 俊 男 樋 松 清 志 岡 本 俊 輔 沖田 誠 一 亀 岡 二 郎 0 支部関係 森 ノ 利 恵 信 森 本 勉

内{ 中 毅 遠 藤 進 大 川 和 彦 工 藤 雅 三 小 山 武 坂 本 忠 義 (京都支部) (支部) 河 島 勝 三 田 中 鈴 子

岡山 { 言待部 孫 梶 井 宏 修 竹 内 さ く 谷 口 尚 武 玉 木 一 次 大原 正 岡 野 武 司 神 谷 iムロ 松 本 幸 二 山 内 清 幹

趨篤と社会 ・1997. 5 1  
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茶室見学会(第8回)

大徳寺玉林院の

蓑庵と霞床席

近代建築見学会

(第5回)

大阪倶楽部

中央電気倶楽部

の建築

日 時 1鈎 7年 5 月17日仕)

14:00-ー16: 00

講 師中村昌生/ 京都工繊大名誉教綬

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 部 自

京都市北区大徳寺町

参加資 会 員 3，000円、一般 5，000円

申 込 5 月 9 日ωまでに、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下 さい。

① 催し名 ・茶室見学会

②氏名

③ 個人団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月12日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21儲 〒530

FAX.348・0634 TEL. 348-0633 

Ｗ ｾ 英が当院に 祖先 の牌 堂 を造営した 。

それが南明庵であ り、茶室蓑庵と霞床

席は 、その付属施設である。

この茶室を組み入れた牌堂は、 旦那衆

の数寄者であ った了瑛の情想に基づい

たものであったと推察される。 しかし、

ここに造られた茶室には、数寄者の余

技の域を越えた専門家の創意工夫が溢

れている。了瑛の背後には表千家 7 代

の如心斎がし、たのである。

そしてこの一連の施設の建築に当た っ

ては、南明庵を堂宮大工が、茶室は数

寄屋大工がそれぞれ手がけているが、

その仕上がりには違和感が全くなく 、

仏堂と数寄屋の意匠が、巧みに融合さ

は援が大きくて 、差石に直後壁がつく

足元の手法なので 、大へん( 宅びた姿を

形づく っている。内部は三畳中板の間

取りである。点前座には中柱を立て 、

炉を 中板の所へ台 目切に切っている。

天井は 、床前の平天井に対して 、点前

座を菰の落天井とし 、にじり口側を化

粧屋根裏にしている。

霞床席は四畳半の広さである 。ここは

大徳寺玉林院南明庵と茶室 れていることを高く評価しな ければな 蓑庵に対する書院としてつくられてい

大徳寺塔頭玉林院は 、名医家として知 らなし、。 る。間口一間の床を構え、組朋を備え、

られた曲直瀬正淋が月琴和尚を関山 と 蓑庵は西函し て建つ。柿葺切妻造 りの 天井 は格天井、援は張付壁であ り、明

して、慶長 3年に倉l建さ れた寺である。 前面に庇を付け下ろし、 袖壁を隔てて らかに容院風な備成をそなえてしゅ。

8世大龍和尚のとき、大阪の富豪鴻池 右方に水屋の棟カサ妥している 。外観で (中村昌生著 『茶室大観j より )

大阪倶楽部

新緑深まる季節に在阪屈指の歴史と格

式をもっ二つの倶楽部建築を訪ね、建

築と ともに、社交倶楽部の近代と現在

の在り方を見学し たいと思います。

大正13年の大阪倶楽部の建築は、安井

武雄の名作として著名なもので、特異

な様式性と装飾を備えるこの作品によ

って設計者の意匠カを十分に察知でき

るものです。

次の中央電気倶楽部は大正 3 年創立の

歴史を有し 、現在の建築は大江ビルの

中央電気倶楽部

設計者として著名な葛野壮一郎によ っ

て、昭和 5 年に建築されたものです。

堂島浜にあり 、その存在は広くは知ら

れないもののようですが、保存状態も

よく活用され、大ホールや和室なと個

性的な意匠をもっ建築です。

また時聞が許せば、この荷建築の聞を

少し遠回りして、周辺の近代建築にも

目を向けたいと計画しています。土曜

の午後、衝の探訪にご参加 ください。

(山形政昭)

日 時 1997年 5 月31 日出

14: 0ひー17: 00

講 師 山形政昭/ 大阪芸術大学助教授

見学先 ①大阪倶楽部

② 中央電気倶楽部

集 合 大 阪 倶 楽 部 玄 関 前

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

* 含、消費税

申 込 5 月23日ωまでに 、ハガキ 、

F似 、電話でお申込み下 さし、。

①催し名: 近代建築見学会

②氏名

③個人 ・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

。 車絡先電話番号

をお知 らせ願いま す。

* 参加証を 5 月26日(月)に発

送しま す。

申込 先 制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3ぞ100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX.348-0634 TEL. 348-0633 



建築家に何ができるか

阪神大震災・被災地の現場から考える

第4 回

森崎輝行

森崎建築設計事務所主宰

支援まちづくり専門家の役割

被災地のまちづくりでは、いま主II 築家の

役割が問われています。

復興にかかわる峨々な分野のJ i をお迎えし、

震災の教訓を踏まえた也築家の II'i，1的な

役割に終点を当てながら、 ill 築と 柿 'II の

将来を 考 える対話恨のセミブーを IlHf!l i し

ます。

お気軽にご参加 F さい。

30's EYE- 21世紀へのエスキス

第24回

松井紫朗

現代彫刻家

京都市立芸術大学講師

空間への回路

r30's EYE- 21  世紀へのエスキス」をテー

マに、 30代を 中心に峨 々な分肝でご活釧

の方々をゲスト議 ｦｾｬ ｩ に迎え、従ＭＪの 説 ￬ｩｩｩ

会j彰式とは述う rJ . ' ¥り合い、 Vt 報交挽 を

行う地J をつくりたいと考えています.

気経にご参加l下 さい。

まちづくり専門家の資質は、どんなま

ちがいいかを考え、提案し住民に伝え、

そのまちづくりを誘導的整備手法によ

って、 L 、かに実E重させうるかによ って

いると思える。建築及び都市計画系の

人がそれに携わるが、一般的には都市

計画系の コンサルタントがその役を担

っている。

都市計画家の職能は、都市 ・地区レベ

ルではその機能性を発慢するが、街区

レベルでの対応はいま一つ困難なこと

が予期される。これは、く まちの人々 >

にと っては個有の家々の集積体力ずくま

ち> であるのに対し 、現代日本の都市

計画家は全体力、らの分割という手法に

終始しているからであり 、都市全体の

中での個としての理解も乏しく 、住民

との間に違和感も生じている。

一方、建築家の職能は 、第一義に個人

利 益、次に社会、個人と社会の矛盾の

相魁、次代への継承、とい ったもので

あると考えられるが、個人利益最優先

の為に都市全体の中での家づくりとい

う概念に乏しい建築家が多い。

都 市 計 画 家 も 建

築 家 も 互 い の 職

域 に 足 を 踏 み 入

れねばならない。

すなわち 、最低、

街 区 レ ベ ル ま で

を 考 慮 に 入 れ た

日 時 1997年 6 月27日後)

18:30-ー20:30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 松 井 紫 朗

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 学生は500円ヲ|

* 含、飲物 ・消費税

* 団体会員扱いは 1社 1名

申 込 6 月20 日在的までに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さい。

①催し名 (30's EYE)  

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 6 月23 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FA X，348- 0634 T EL. 348-0633 

主 催 附 日本建築協会

若い会員の集し、小委員会

主 担 樋 上 新 治/ 和敬
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森 崎 輝 行 ( もりさきてるゆき)

1972 神戸大学 E学部主II 築学科卒業

双星tt竹腰 ill 築事務所、安雌忠雄ill 築

研究所を経て

1976 森崎叫!築投J r'IUj5iW設立

現 代 、 明 石 ｾｾ｜ Ｇￎ Ｍ Ｂ Ｂ ｩ ｩ ｩ ｾ ｖ ｊｩ 岬師 、 神 戸 市 対飢アド

バイザ一、 神戸いき い き推進協議会迎符委日

長、新長El I 再開発久二啄 6 地区ヨンサルタン

ト及び担 当立s築家。

援災前からの関係地区を中心とした支復活動 、

白地地区野町北部における地区川阿の従来 ・

合意形成への協)J などで活脳中.

個人利益と社会利益の同時誘導の手法

による新しい職能の確立である。 これ

によ って、次に挙げる役割を 、専門家

個人として、あるいは専門家組織とし

て受け持たなければならない。

① まちづくり協議会のネ ッ トワーク化

@ 也元事業者の参画体制の確立

③ まちづくりの支援

(森 崎 輝 行)

Voi ce-Sc ope/copper/180 (h)  X 500X 3000c m/1994 

私は '93年 、奨学金を得て 、 ドイツで

1年間制作三昧の日々を送りました。

その後もあちらで作品を見せる機会を得、

現在もドイツと日本を行ったり来たり

しています。

私の作品の内容というのは 、様荷に次

元の異なる空間を 、私の作品を媒体と

して結び付けるというものです。そん

な私にと って幸運だ ったのは 、あちら

では現代美術の展示空間が歴史的な背

景を持っていたり 、はっきりとした方

向性や性格を持っていることでした。

それは 、私の作品内容からして 、私 が

その展示空間をどのように把握するか

という事から始めなければならない事

を意味しています。 この経験は、私自

身の視点の位置をは っきりさせること

に役立ったと思います。そしてそれは

単に作品の展示空間に止まらず、日常

の中で意識されないで在る空間の発見

へと繋がっていく 可能性があると思い

ます。

今回それが、例えば建築に携わる方々

日 時 1997年 5 月30日倒

18・3ひー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 森 崎 輝 行

定 員 30人* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一 般 1，500円

* 学生は500円引

* 含、飲物・消費税

* 団体会員扱いは 1社 1名

申 込 5 月23 日ωまでに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さし、。

① 催し名 (建築家に何ができ

るか)

②氏名

③個人・団体会員 、一般の別

④職 場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願いまオ。

* 参加証を 5 月26 日(月)に 発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区4毎回1-1 -3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX_348- 0634 T E L. 348- 0633 

主 催 (初日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主 担 米 井 寛/ 東畑建築事務所

松 井 紫 朗 ( まついしろう)

1960 奈良県生まれ

1984 京栴rl i立芸術大宇主術学部美術科彫刻l

専攻卒業

1986 京都市立芸術大学大学院美術研究科彫

刻専攻修 f

1986- 87 京都市立主芸術大' 下美術学部非常勤

i  A講諸白li

iω98鉛6-9ω2 "成ι 安1; ; 子短l則q則l大学デザイン科1訓非|ド2プ'i

t樹鋤日出J五j講障前[附u抑H  

1988- 95 京 都 料情大学美術学 部 ｊ ｉ ｾＧ ｩｩ ｾ 勤 講師

1995- 京締市立芸術大学美術学部品師

1983- 97 キリンプラザ大阪、東京1，lij l，郎、マ

受賞

イドーム大阪、京 ｲＮ ｾ ｉ ｦＮ ｦ 立文 化 主主師 ｩ

会館、兵庫県立近代美術館、ザー

ルプリュ y ケン di立J ; ; 術館( ドイ

ツ) 等、国内外で倒日曜 グループ

脱多数作品 出展.

1983 京都美 術 展 奨 励 賞

1989 次 代 をm う 作 家 燥 大n

1992  !:Il 3回 E 同記念文化'J't 美術新人'rt

Ｑ ＹＹＳ 第 Ｔ 巨 ｬ タカシマヤ文 化Ｉ， ｾ金 新 鋭作家

奨励賞

にと ってどういう意味を持つのか、意

見の交換ができればと思っています。

(松 井 紫 朗)

3  



講演と見学の会

琵琶湖博物館

と口ータス館

会
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研究会では、 l  年以 1ニに及ぶフィールド

訓 伐をお こなって いる則「先丹を 中心に、

アジ 7. 住吉、 ili 築に l剣心を寄せる方が

たにご参加いただき、その研究成* を発表、

情報交換 し、またその情 報をひろく発信

しアピーんすることを H指しています。

アジ Ｗ の ｴ 織な ｦ ｬ まい、生活 Ｑｃｴ ｾＱ 、伝統

を学び与えることによって 、l主まいを多

Jl J作J にとらえる契機になれば、と 研究会

を公1mしています。

お気軽にご参加 くださ1 ¥.

4  

口一世ス館

滋賀県 ・琵琶湖の南湖東岸のほぼ中央

部に湖面に突き出た烏丸半島があります。

今、この半島が大きな注 目を集めてい

ます。草津市立水生植物公園みす、の森

( 口ータ ス館) の完成に続いて、昨年

秋に新たに滋賀県立琵琶湖博物館がオ

ープンしているためです。

今回の「講演と見学の会」は 、琵琶湖

博物館と口ータス館を自分の眼で実際

に確かめようとする企函です。そして

琵琶湖博物館及びロータス館の企画、

建設、展示段階の機々な興昧あるお話

をしていただける予定です。

5月は琵琶湖のもっとも美しい季噺です。

多数の方のご参加をお待ちしています。

琵琶湖博物館は12年間 という長い準備

期間を経て 、昨年の 10月20日に開館

しました。この準備期間の学芸員の議

論で、どのような博物館を作るのかが

日 時 1997年 5 月17日出

17: 00- -20:00 

会 場 学 芸 ホ ル

* 学芸出版社 3F

発 表 者 加 藤 剛

定 員 30人 (申込み先着順)

参 加 費 切0円* 資料 ・飲物代

申 込 5 月15 日嗣 までに 、F AX、

E-mai l でお申込み下さい。

①催し名: 第12回アジア建築

文化誌研究会

②氏名

③聡場 ・学校名

@漣絡先 :i 折 、電話・FAA番号

をお知らせ願います。

申込先学芸出版社編集部

(担当: 藤谷)

京都市下京区木津屋橋通西洞

院東入 干600

FAX.075-342-2605 

TEL. 075・342・2600

琵琶湖博物館

決められていきました。その基本の考

えは、本当に大切なのは地域の人のく

らしや、そのくらしを取りまく自然で

あり 、その自然ゃくらしに改めて 目を

向けるき っかけを作る場力汁専物館だろ

うということでした。

そのような場になるためには 、展示は

はっきりと分か っていることを知らせ

るというような内容ではなく 、展示作

りの過程や方法も展示し 、展示と対話

する中で 、ごく普通と思 っていたもの

の中に発見があるような展示を心がけ

てきました。そしてそのような展示を

活かし、また博物館全体の雰囲気を盛

り上げて博物館の効果を上げることが

できるような建物をf乍ってきました。

展示と建築、そして博物館利用者のネ

ッ トワー クと学芸員、これらの要素が

どのように配置されているかをご覧に

なり 、こ.意見を聞かせていただければ

ありがたく存じます。 ( 布谷知夫)

私はもともと社会心理学の出身ですが、

その後、社会学、人類学、歴史学的ア

プローチにも関心を広げるようにな っ

たチャンポン人間です。いずれにして

も、明示的には 、 「建築学j にも「建

築」にも 、縁もゆかりもない研究生活

をおく ってきました 。 しかしこの 10

年ほど 、スマ卜ラとマレ一半島におい

て継続的村落調査に従事し 、百年ほど

の村の社会史を考えるうちに、衣・食・

住の変化にも興味を持つようになり 、

ぼちぼちと「建築J のことも考えるよ

うになりました。というのも 、今世紀

前半に貨幣経済が浸透しますと 、村レ

ベルにおいでさえ 、 「建築j にファ ッ

ション性があらわれ、村の家屋形態が

大きく変化したことに気がついたから

です。当然のことながら 、こうした変

化は生活械式一般の変容とも運動して

E-mai l : gakugei  @  m凶 x.kyoto いました。

-lnet. or.JP 

主 催 ア ジ ア 建 築 文 化 誌 研 究 会

事務局: 学芸出版社

協 賛 AL AP(Archi - Li nk Asia-Paci fic， 

アジア太平洋建築情報ネy トワーヲ)

後 援 (他日本建築協会

研究会では 、私の個人的研究史を振り

返りながら 、私と「建築」との出会い

がどのように展開したのか (あるいは、

展開しなか ったのか) を考えてみたい

と思います。 (加藤剛J )

日 時 1997年 5 月27日ω

10: 3ひー17・。。

講師布谷知夫/ 琵琶湖博物館総括

学芸員・事業部長

橋 和夫/ 創造社・中部事業所長

定 員 50人* 申込者多数の場合は抽選

集 合 草 津 市 立 水 生 植 物 公 園 ( ロー

タス館) 入口付近

* 滋賀県草津市下物町1091

*J R草津駅よりバス「烏丸半

島J 行< 約25分>

* 大津港より「草津烏丸半島

港」行< 約50分>

参加費 無料* ただし 、入館料目資料代等と

して1，5∞円が必要です。

申 込 5 月13 日凶 までに、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 琵琶湖博物館と口

ータス館

②氏名

③個人・団体会員、一般の日IJ

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月14 日休jに発

送します。

申込先 (u) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX.348-0634 TEL. 348-0633 

村の家屋 3 態。真ん中の家が一番古い形の もの。

右が一番モず ン。

オートパイの後ろ に ドリア ンを 積 んで村をあ

とにする某研究者

加 藤 岡IJ ( かとうつよし)

京郷大学Jl( 1f.jア ジア 研究 センター教授

汗 Ｉ ｾＱ

[11制 nの旅、: 1 ! llnのJi!<J めこん、 ゆヨ6年



日本建築協会創立80周年

受託事業

「戦前長屋等建替

モデル提案募集J

表彰作品決まる

大阪市内の老朽化した民間住宅の建替 I 部入選作品
敬柄、Il/I

を一層促進するため、 「戦前長屋等建

替モデル提案募集J が実施され、審査

委員会 (委員長 : 巽和夫京都大学名誉

教授) にて厳選審査の結果、入選作品

として最優秀作品、優秀作品、佳作が

2 部門あわせて 9点と 、入選作品以外に 、

優れた作品として準佳作 2 点 、学生の

作品の中から奨励作品として 3 点、計

14点が「選ばれた。

最 優 秀 作 品

1点

優 秀 作 品

2点

f圭 作

2点

応 募 者 名

還田悠紀夫、小 林 純、植田道則、橋岡{ 圭令、吉田卓史、

西村英夫

中西義和、平林威久子、津田健司 、中本有香

大阪ガス株式会社

関西ビジネスインフォメーション株式会社

大阪スタヂアム興業株式会社

一級建築士事務所株式会社高原建築研究所

植 康 則、須永和久、林 一 則、野坂英史、鶴田善久

この提案募集は、市内に数多くある戦 E 部入選作品

前長屋や木造共同住宅など老朽化した

民間住宅の建替について 、共同建替や

協調建替の手法を用いて、より良い居

住環境のなかで引き続き住み続けるこ

とができるような計画提案を広く専門

家などから求めたものである。

作品の応募は、平成 8 年10月30白か

最 優 秀 作 品

1点

優 秀 作 品

1点

{圭 作

2点

三井建設株式会社大阪支底

松浦義和建築研究室

積水ハウス株式会社

株式会社鴻池組大阪本庖

株式会社長谷エコーポレーション

西村紀夫

ら平成 9 年 1 月31日までの期間で 2 部 その他の表彰作品 ( l 、ずれもI 部作品)

門に分けて行ったところ 、関西圏を中

心に、 I 部 (建築設計、都市計画など

の実務や研究にたずさわる方[ 学生を

含む] を対象) 67点、 IHls (建設に関

わる企業を対象) 11点、合計78点の

多数に及んだ。

・戦前長屋建替モデル提案募集講評

老朽住宅密集市街地の整備は 、震災対

策や人口回復、活気あるまちの再生な

どの酉できわめて重要な課題とな って

いる。

今回の提案募集は、民間のエネルギー

を活力、して大阪市内における戦前長屋

地区の再生を図ることをめざして行わ

れた。多面的な検討を要する難しいテ

ーマであるにもかかわらず、関西圏や

東京固などから I 部67点、日部11点、

合計78点という多数の応募があ ったこ

とは高〈評価されることであり 、非常

に意義深い。

提案された内容は、現状分析にもとづ

いた地区にふさわしい整備方針、戸建

て建替 ・協調建替・共同建替など選択

性のある建替モデル、建替ルールや事

主催/ 大阪市

協賛/ 柑日本建築協会

後援/ 附大阪府建築士会

柑 日本建築家協会近畿支部

(紛大阪建築士事務所協会

(紛日本建築学会近畿支部

都市住宅学会関西支部

住宅金融公庫大阪支庖

住宅 ・都市整備公団関西支社

大阪市住宅供給公社

準 f圭 作
佐藤敏和、三和盛彦、木戸貴博

2点

株式会社坂倉建築研究所大阪事務所

奨 励 作 品
北岡伸一、沼田典久、布野研究室メンバー

3点

宇高雄志、吉村茂久、山口 真、水谷威信

脇田祥尚、土江敦子

謝 臨 手 法、魅力ある共用空間の計画、

制度・車滋畿の新設や改善など多方面に

わたるものであ った。

きわめて意欲的な作品が数多くあり 、

特に I 部では多様な提案が得られた。

今後の戦前長屋地区等の環境整備や建

替について、建築計画、事業手法の両

面において多くの示峻を与えるもので

ある。一方、 E 部は、構・工法面に力

を注いだ提案が寄せられたが、応募作

品数が少なかったこともあって、E降雪、

事業推進酉とあわせて総合的にまとま

った作品が少なか ったことは残念であ

る。

選考にあた っては、戦前長屋地区等の

密集地域の特性を的確にとらえている

かどうか 、地権者や住民に理解が得ら

れやすく民間主体で進められるかどう

か、また、事業実施面での実現性が高

いかどうか、とい った観点のもとに審

査を行った。

審査の結果、入選作品以外に、 I 部に

おいて優れた作品 2点を準佳作に挙げ

るとともに、将来への; 召還を耳目待して、

学生の作品 3点に奨励作品質を与える

こととした。 また E 部の優秀作品は 、

審査の結果、 1点にとどめることとし

た。

今後、応募された貴重な提案を生かし

て、老朽住宅地の地権者や住民の方々

へ広く P Rを進めるとともに 、老朽住

宅密集市街地に対する施策がより一層

発展し 、戦前長屋地区の再生が図られ

ることを強く期待したい。

※ 上記表彰作品については、作品集の作成や展示会の開催が予定されている。

. 問い合わせ先

大阪市都市整備局計画開発部住宅政策課

干530 大阪市北区中之島 1丁目 3番20号

大阪市役所 6 階 T Eし06- 208・9217

5  
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設計課題 記 怠 展 示 館

課題の趣旨

近 年 、 全 国 各 地 に 個 人 や 企 業 か

残 レ た 業 績tJ. と を テ ー マ に レ た 記

念 展 示 館 が1)、えてきてい否。

記 念 展 示 館 と は ， 展 示 館 ・ 資 料

館 の 中 て 特 に 記 念 性 の 高 い 施 設 て

あ 否 。 そ の シ ャ ン j レ は . 郷 土 を 代

表 す る 人 物 や 会 社 ・ 自 治 体 に 関 す る も の に と ど ま5 す，

歴史・文学・芸術など多岐に渡ってい否。レたがって‘

立 地 に つ い て は . そ の 記 念 性 を よ り よ く 表 現 す る 意

設 計 条 件

昧 か5 ， 展 示 に 縁 が 深 い 地 て あ ミ5

こ と が 多 い 。 ま た ‘ そ の 土 地 に ゆ

かりわ、なくても‘ 展示内容の背景

や 風 土 を 来 館 者 自 身 が ， イ メ ー ジ

てき否ように企画することもある。

入選賞牌 本 課 題 は ‘ 資 料 の 収 集 ・ 展 示 の

み な5 す，多くの人々わ、自分たちの住むまちを見直レ‘

新Tこ 芯 発 展 を 促 す よ う tJ. ，ア イ デ ア あ ぶ れ 否 ス ペ ー

ス の 提 案 を 期 待 レ て い る。

1  敷 地 敷地の大きさ、形状ともに自由。現実にある敷地を惣定 4. そ の 他 用紙や図面には、学校名 ・学年 ・氏名など応募者がわか

しでもよい。 るような表示は行わないこと。

2 規 模 延べ面積は自由とする( ただし、上限は500m
2

) Ｎ ｾ ｩ荷造 ・ 階 Ｊ以 上 Ｑ ｾＴ の条件に選反した応募作品は、失格とする

数は自由とする。

3 所 要 室 たとえば、展示室 ・収蔵庫・事務室 ・便所など、必要と

恩われる室を適宜設ける。

4  そ の 他 f OO記念展示館 J 、f OOの記念館J などのようなサブタイ

トルを付ける。

所 要 図 面

1 . 配 置 図 縮尺自由( 敷地・建築物・植栽などの外構および、道路

や周辺の状況を示す)

2 . 各 階 平 面 図 縮尺 1: 1  0  0  

3 . 立 面 図 縮尺 1: 1 0 0 ( 2 面以上)

4 断 面 図 縮 尺 1 : 1 0 0 ( l 面以上)

5 . 透 視 図 殻音| 意図を表すところ( アイソメも可) 。模型写真一に替え

てもよい。

6  設 計 説 明 設計趣旨( 展示内容と立地についての説明も含む) およ

び建築概要( 敷地面粉、建築物の構造 階数および床面

積など) を示す。

7 そ の 他 平面図 ・断面図には室名 ・所要寸法を記入する。その他

必要と思われる図面を摘いてもよい。

応 募 条 件

1 . 用 紙 白 色 製 図 用 紙A 1 半1) ( 5 9  4  mm x  8  4  1  mm)  1枚を使

用し、その中にすべての要求図面を描くこと。

2 . 仕 上 げ 透視図のほかはすべて黒色鉛怨仕上げとし、ワープロ ・スク

リーントーンなどによる仕上げは禁止する。透視図は彩色

用紙に摘き、製図用紙にのりづけしてもよい。透視図や模

ことカt ある.

応 募 方 法

1 .  JJ IJ紙用紙 に、学校名 ・所在地 ・学年 ・氏名を記入し、封筒に入

れ密封し、図面の衷に貼りつけること( 記入用紙が足りない場

合は複写して下さい) 。

2 共同制作で応募する者は、 l の記入用紙に連名のうえ、代表者

に丸印を つけること。

3 応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日

平成 9 年 9 月 3 0 日( 火 )付の消印をもって締め切る。

送 付 先

干530 大阪市北区悔回1丁目 1香3 -2100 大阪駅前第 3 ピJ LJ21階

社団法人 日 本 建 築 協 会 第4 3回工高生デザインコンクーJLJ 係

TEL . 06 - 3 4 8 - 0633  

入選作品の数および賞

1  入選作品を 1 0 点とする

2  入選作品のうちから最優秀臼 l 点、優秀112 点以内を選び、賞状 ・

賞牌および記念品を贈る。

3 他 の入選作品には、11状およびn牌を贈る。

4 応募者全員に参加賞を贈る。

* 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する。

型写真ー以外の貼りつけ、図面のパネル化は行わない。 入 選 者 発 表

3 応 募 資 格 平成 9 年 4 月現在、高等学校在籍の生徒で、個人または 審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌「建

共同で制作したものとする。 築と社会 J 1  2 月号に発表し、入選作品は翌 1 月号に掲載する。

審 査 員 ( 5 0 音順 ・敬称略) 委員長 菅家 克 子/ 菅家設計室主宰

委 員 石 川 康 介/ 近畿大学理工学部建築学科助教授

大森 智子/ 武庫川女子大学生活環境学部講師

柿本 正和/ 側銭高組設計統給部大阪設計部次長

北村 潤/ f鈎東畑建築事務所設計部設計課長

設楽 貞樹/ ( 附安井建築設計事務所設計昔I1専門部長

谷口美樹子/ あるくネットワーキング谷口建築設計室主宰

新田 正樹/ 新田正樹建築空間アトリエ代表

橋本 修 英/ アーキテック代表取締役

+曹垣 晴夫/ 附昭和設計企画 ・設計部室長

本多 友常/ 附竹中工務庖大阪本底設計部副部長

本間 利准/ ( 附大林組本庖建築設計第二部部長

宗本 順三/ 京都大学大学院工学研究科建築学専攻教授

輿謝野 久/ ( 側臼建設計大阪本杜副代表 ・取締役

吉 村 英 裕/ 大阪大学工学部建築工学科助教授



今 月 の 表 紙

中之 島中央 公 会 堂 (大阪)

燭彫 松 村 芳 治

表紙デザイン 安里俊久

建築と社会長
1917年創刊 第78集/ 通巻902号

区

特集・ 木造建築物の伝統技術とその将来

. 特 集 予 告

6 月号/ 住む空間の復興

住宅・都市型車備公団関西

支 社15周 年

7 月号/ 繁材の不思憾

8 月号/ 新エネルギー

環境との共生
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[職人紹介]

[ 終論]

[コラム]
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建 築 の 眼

木の文化ルネッサンスの提起. 東伯ロ鰻

，Ij:社立J f 築の技術と今後の記長組・大森健二

数者ｬＧｬ ｯｦｬｾ 築 ・ 占江勝郎日向進

京 IIIT* の 流 転・望月秀祐

J J d l M; における建物の復元・細見啓三

伝 統的造 l量J.bHJij の伝承と今後の課題・山田昌次

伝統立J f 築技術を守る人キ

ＵｕｾＧ こ Ｇｴ きる ＱＱ 町家 ・ 大谷孝彦

伝 統的木造住宅における延焼防止の試み・+ 倉殿

伝統的木造住築をめぐる話題

日 本 雄 策 協 会 創 立80周 年 記 念 車 業 実 施

茶 室 見 学 会 ( 8 ) 大 徳 寺 玉 林 院 の 蓑 庵 と 置 床 席 .

近 代 雄 策 見 学 会 ( 5 ) 大 阪 倶 楽 部 、 中 央 電 気 倶 楽 部 の 建 築 .

姐l築家に何ができるカ (4) 森 崎 輝 行 30・s EY E (24) 松 井 紫 朗 「 空 間 へ の 回 路J

紛 演 と 見 学 の 会ー 琵琶湖↑ 噂物館とロータス館アジア雄策文化総研究会 ( 12)

「 戦 前 長 屋 等 強 替 モ デ ル 提 案 募 集J 袋 彰 作 品 決 ま る

第 43回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ヲ - ) レ ( ! 宣言十媒題: 記念展示館}

遣築の問題、まちの問題・三裕康一 痴者の敬・上野卓男

気になる音. 糟 伸 夫 豪 観・田中英一
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作品作風

gal l ery 

Sket ch Book 

w  

4荷造の頁

設備の頁

施工材料の頁

基礎講座A

基礎講座B

R E P OR T  

R E P ORT  

G B R Cニ ュ ー ス

ブ y ク ス テ ー シ ョ ン

協会だより

第 4 回日本建築協会賞

と ち ぎ 健 康 の 森

|叫山学 l剖k 子大学・岡田学|剖女 f 大 学 短191大 学 部 ド ミ ト リ ー け や き

兵 庫 県 フ ラ ワ ー セ ン タ 一 花 と 緑 の レ ス ト ハ ウ ス

ふうりんぼう - H OU S E K X 2- (北 村 潤) ・中村文紀

h止近峻ょした新建築作品8J;';¥

座 談 会一 建築を画像化 する女性たち ・東宮年一郎

京都駅ビルの柿造設計 2- ・西 伸 介

大阪市立大学学術情報総合センターのA G Vシステム ・東 恒 雄

日本瓦ー アスカ工法ロック式・石野欣秀

kf きな小説家の名文を写す( その 1 ) ・山田修

設計似|の理解 - 1 - ・河津隆之

S UP E R  A R C HI T E c r UR E  ー近代末 期 の立ｊｦｾお復活ー ・ 米井寛

W附|経一 I1当地 地 域復興の現状J ・増田昌彦

平成 9年度の事業日|画
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占名刺介 8 点

平成 Ｘ 年度ｾ築科優秀卒業生表彰

織 物 文化へのよね紋・南 荘 郎 (川島織物)

免震建物と免震効梨の実証・松村雄吾 (松村組)
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由甲

設 計 監 理.

久 米 設 計

施 工・

三 井・渡辺 ・中 村 共 同 企業 体

とちぎ健康の森

栃 木 県における 似成づくり、生きがいづくりの拠点胞設として宇都

防 di 内 に竣 仁した。J R下町11向駅から 内へ 中で約2 0分、大作fJ i泊の北

約 ＳＰＰ ｭ の助所に位 ￎ ｵｾ する立 ｊｦ 設 地 Ｈ Ｑ 日 宇都 Ｑ ｌＡ［Ｑｩ 埼院跡地Ｉの敷地而績

は約21ha。リ波地には些かな 「森」 が残されていた。

こうした 白然を 以大限に伐しながら、 広1J 党と ，淵羽 l したmおの創出を

11 f.ヨ し、 f lLI然との共生J を、土地 利 川 か ら佳築形態までの- 1'1:し

たテーマとして11.¥11た。

{悠lぷづくりセンターは、泡!if! }J フロア、 r.¥AIf<. プールミ平の巡励施設で椛

ｊ 反され、 ｾｈｾ の健康 ｭ 進に寄与する 。 ノ ｴ きがいづくりセンターは教

宅や講堂等で 村 ｴ 成 され、 ＱＱ Ｎ Ｔ 的行 に 学 科 Ｓ や ＨｩＩ ｦｦｬ ｾ の機会を 拠 ｦｈ する 。 そ

の他 に展示宅や大 ・小 会議室、 各 館111体のオフィスミ守が1111わ って、

他wや福祉 に|北lわる多械な機能を一 体 化 した。

激地内に 2 Jgl工' fCとして、総合リハビリテー ショ ンセンター 養護

学校の建設が予定さ れている 。 これ らについては、 巾央の川形広場

を ｾｴ ｦｊｬ ｬｬ か ら 凶 むような配白川両 ｩ を 検 ふ ｴＧｬＧ であり、近い将米、全 体 は

統ーのとれた施 設l伴として完結する 。

(柑11 ｾｉ 犬 Ｏ 久米設 計 Ｉ

配 置 図 1 :  8000 

東 側 外 観

所 在 地 一一一 栃 木 県 宇 都 宮 市 駒 生3337・1他

敷 地 面 積 一一一208，7 7 0 m

建 築 面 積 一一一 9 ，7 1 3 m 

延 床面 積 一一一 2 3，2 0 3 m

4荷造規模 一一一R C、S R C、S 、4 F、B1 F

工 期 一一一 1994年 10月- 1996年 10月

最 寄 駅 一一一 J R線・宇都宮駅

f量 影 一一一新 建 築 写 真 部

9  



インフォメーションゲ ト

南 立 箇 図

南 西 立 函 図

酋 立 面 図
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湿 勘 7 口 ?
鴎 堂

④ 

2 階 平 面 図 1: 2000 

lJ 



バルコニー外置E
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u l  

設 計 監 理・

大 林 組

施 工園

大 林 組

園田 学 園 女 子 大 学 園田 学 園 女 子 大 学 短 期 大 学 部

ドミトリーけやき

阪 神 大 ＱＲ 災から 丸 二 年 、半滅した ｼ 卓 ｬ 回 学 Ｑ ｾｾ ＹＺ 子大学 的 町 ｭ が 新 しく

「ドミ トリーけやき 」と して息をふき返した。 プラ イパシーとコミュ

ニケーションの共存をテー? と した女子学生寮である 。

策室はプライパシーを重視 し、全室、 UB、キ y チンを 備 えた 個室

とな っている 。建 物 は片廊下タ イプの 2 棟 椛成とし、採光、 通 風 を

f，J111呆しながら、その狭間の 11猪に コ ミュニケーションスペースとし

て談話室を設けた。 プラ イベー トゾーン( 寮2創作) をタイル鳴りの

マス、パブ リック通路 を柱と梁の格子とし、テーマを形態表現する

とともに、 2 事u桝 成 を明 快に 示す ため、 2 棟 をつなぐブリ ッジの 存

在感を ii'i i- ょう 配版、した。 また 、外壁のタイルは校合の基 本色 を使

mして、キャンノ Tス全体 の調和を 図りながら、ホワイ トベージュの

絡子と 対上じ させて い る。

;}xJ 也周辺 は 紋12か な地区 で あ り、ヲ実名称 もキャンパス 内のけやきア

ベニューに 因んでぞ，( -1け られ た。生 活する学生にと って、 思いn-l ，の

，ｦ ｾとなるような＿｜Ｇて、 め って Ｈま し い と 足 Ｑ う 。

(小 林wwt. . 茶 凹美代 子 / 大林組)

所 在 地 一一一 兵 庫 県 尼 崎 市 南 縁 日 町7・29-1

敷 地 面積 一一一2，127.34 ni

建 築面積 一一- 658.90ni  

延 床 面積 一一一2，343.12ni

4荷造 規 模 一一一 R C、一部S 、7F 、P 1 F

工 期 一一一 1996年 3 月- 1997年 3 月

最 寄 駅 一一一 阪 急 電 鉄神 戸 線塚 口駅

j量 影 一一一川 元 斉

⑦ 

仁 コ プライベー トゾーン

にコ パ ブ リ y ヲ通路

基 準 階 平 函 図 1:  500 

南 面見 よ げ

渡 り 廊 下

アプローチ

13 



全 景

フ ? サ ド
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由甲

設 計 監理 ・

兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工・

塩 谷 運 輸 建 設

兵庫県フラワ- センタ一

花と緑のレストハウス

兵庫県フラワー セ ンターでは、 開悶20周年記念事業として、より高

度なサービスを提供 するため、レス トハウスの改築を行うことにな

った。

施設の設計にあた っては、以下の点、に主 に配慮、した。

・景観 との調和

設計にあたり、周辺の美 しい景観との調和 がまず求められた。

そこで、断而を斜面 に沿った階段状とし、また、 側面iや屋上に盛土

をして、建物 が半ば斜面に埋も れたかのように設計した。

さらに、 外壁 は インド砂岩白目 地 とし、客席前面のガラス張りと合

わせて、消々しい印象の作まいとなるよう配慮、した。

・食事のための空間構 成

花境、 I噴水、 池 、緑の織りなす美 しい景観を満喫しながら、くつろ

L 、だ雰囲気で食事ができるように考え、建築はそのための装置と位

置づけて設計を進めた。

特に、 2 階客席は、屡線を JJ 英桝 造として 、開放! さを重視した設計と

なっている 。 ( 栄 真 樹/ 兵庫県都市住宅部営繕諜)

〉:::ii r::
テラス

所 在 地 一一一 兵 庫 県 加 西 市 豊倉 町 飯 森 1282-1

敷 地 面 積 一一- 462，0 43.2 3 m

建 築面 積 一一一 964.2 5 m 

延 床面 積 一一一 991 .2 5 m 

情 造 規 模 R C、2 F

工 期 一一一 1996年 6 月- 1997年 2 月

1 階 平 面 図 1  :  8∞ 

@  

最 寄 駅 一一ー 北条鉄道北条町駅又は 中国縦貫 自動車道加西イ ンター

織 影 一一一新 極 求

エン トランス

1 階 客 席

2 階 団 体 席

15  



一一ー まち- 建築 - ひと

16  建築と 社 会 ・1997. 5

ふうりんぼう

設計

北村潤

一ーかつて 、私が住んでいた家の近く

にそこだけが 、ぽっかりと家を建てる

ことが忘れられた様な、原っぱがあ っ

た。そこは、子供たちのか っこうの遊

び場で、彼らはその原 つばを「ふうり

んぼう」と呼んでいた。

「原っぱJ は住智也の中の自然である。

陽だまりの場所であり 、風が吹き抜け

る場所である。

私たちは、まちの中に「広場」と名付

けられる場所を見ることはできるが、

「原 っぱJ には仲々お 目にかかること

ができない。

「原 っぱ」は、そこが何もない場所で

あり、隠れることができない場所であ

るが故に私たちの樹象力をかきたてる。

ご多分にもれず 、20年ぶりに見た私

の「原っI;l:"J は、駐車場にな っていた。

一一ー家を建てるとはどういうことだろ

う。賃貸住宅であれば、家族の成長に

合わせて、住み替えることができる。

例え l; f オフィスビルなら 、ある時代の

そのビルに働く人々の年齢構成はそう

大きくは違わない。

家を廷でるということは、そこに住む

家族の時間を引き受けることだ。

住宅か1也のジャンルの建物と決定的に

異なるのはこの点にあると言ってL川、

そうであるならば、住宅は時間に耐え

ねばなるまい。

その意味で住宅は普通性が求められる

だろう 。

何故なら 、人の好みが変わることを私

は知 っているからである。

一一一奇をてらわず、ぶっきらぼうであ

るが、少しばかり倦まない程度の酒脱

さを持ち合わせ、いつも言葉静かに作

すんでいる。そんな官Eとなら、時聞を

共に旅することができるだろう 。

いつまでも遊ぶことができる「原っぱJ

の様に。

そうして 、私はこの家を秘かに「ふう

りんぼう」と H乎んでいるのである。

北 村 潤

1951  大阪市生まれ

1977 京都大学大学院修士課程修了

東畑建築事務所入社

設計部設計課長

爆 影 ー 島 修一、徳田 裕英*

企画編集ー中村 文紀 (作品作刷、委員会)
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2594 

2595 

2594 大 阪 府 立 漕 鎚 セ ン タ ー

設 計 : 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

施 工 : 大森工務庖

a 高石市高砂 1 丁目

( 泉北臨海緑地内)

b .  2，602. 26m'  

c  1，029.  01m'  

d.  l ，491. 93m'  

e  R C、一 部 S 、3 F

f. 平成 7 年 4 月~平成 8 年 5 月

平 成 9 年 な み は や 国 体 の 漕 艇 会 場 と し

て の 整 備 と 競 技 の 強 化 ・振 興 ・ 普 及 を

目 的 に 、 旧 棟 に 隣 接 し て 建 設 さ れ た 本

施 設 は 、 工 業 専 用 地 域 の 緩 衝 緑 地 と し

て 設 け ら れ た 公 園 内 に あ り 、 護 岸 整 備

さ れ た コ ー ス の 水 路 を 挟 ん で 浜 寺 公 園

に 面 し て い る。 要 求 さ れ る 艇 庫 や 観 覧

室 な ど の 機 能 に 加 え て 、 以 前 の 海 岸 が

果たしていたような憩いの場をつくる、

“ 水辺空間の再生の核' をコンセプト

に 計 画 を 進 め た。

傾 斜 し 突 出 し た ポ ー ト 形 の 屋 根 庇 に ス

リッ トやライン状のト ップライ トを入

れ る こ と で 、 リ ズ ム と ス ピ ー ド 感 あ る

幾 艇 も の ポ ー ト が 競 争 し て い る イ メ ー

ジを表王見し、広がる屋外アプ ローチ階

段 や 8 ・傾 い た ガ ラ ス は 、 水 辺 へ の 方 向

性 を 強 鯛 し て 、 施 設 利 用 者 だ け で な く

見 る 人 に 水 辺 を 意 識 さ せ る ラ ン ド 7 ー

ク を 意 図 し た。 内 部 は 中 柱 か ら 外 側 を

片 持 ち の 床 ・屋根とガラスで構成し、

水 辺 へ の 眺 望 を 生 か し た 設 計 と し た。

2595 島 本町 ふ れ あ い セ ン タ

設 計 昭 和 設 計

施 工 ' 青 木 建 設

a 大 阪 府三 島 郡 島 本 町 桜 井3-4- 1

b.  13，203.30m'  

c  3，496. 36m'  

d .  9，970 .40m'  

e  R C、 S 、5F

f . 平成 6 年10月~平成 8 年 5 月

生 涯 学 習 ・健 康 保 健 サ ー ビ ス ・ 社 会 福

祉 ・ 図 書 館 と い った 4 つ の 機 能 を 階 別

に 配 し た こ の 施 設 は 、 島 本 町 の 住 民 サ

ー ビ ス の 拠 点 と し て 計 画 さ れ た。

地階から屋上に貫いたアトリウムは、

各 機 能 を 有 機 的 に つ な ぎ 、 老 若 男 女 を

問わず、同じ田Tの 住 民 と し て 、 互 い に

息吹きを感じあえる. ， ＮＮｾ、 れあいＢのた

め の 装 置 と し て 据 え ら れ て い る 。

ま た 、 ア ト リ ウ ムT頁部のガラスのシリ

ンダーは、昼光を施設内に取り入れ、

夜 間 は 施 設 内 の 照 明 に よ り 光 を 発 信 す

る、いわば内とタ十を結ぶインターフェ

ー ス と し て も 機 能 す る 。

こ の シ リ ン ダ ー か ら 洩 れ る 光 が 、 通 行

者 に と っ て " し ま も と 。 を 示 す 道 機 と

な り 、 住 民 に と っ て “ ふ る さ と " を 示

す光となり、曲Tの 発 展 を 示 唆 す る 光 と

な っ て い つ ま で も 輝 い て ほ し い。

緑 に 浮 ぷ “ 灯 台 " の よ う に



2596  2597 

2598 

2599 

2600 2601  

2596 山 形 県 文 朔 館 ( 山 形 県 旧県 庁 舎 )

設計. 文化財建造物保存協会

施 工 . 千歳建設

a 山形市旅篭町3- 4- 51

b.  19 ，400 口l'

c  1  ， 864 .60m'  

d  .  5，471 .  20m'  

e 組桜造三階建

f . 平成 2 年 6 月 ~平成 7 年 6 月

2597 K T I セ ミ コ ン ダ ク タ ー 欄

西 脇 工 場 僧 設工 事

設 計 : 鹿島 ・大成共同企業体

施 工 : 鹿 島 ・大成共同企業体

a 西脇市平野町302- 2

b.  78，315. 99m'  

c  8，519. 5 m'  

d.  23 ，342. 14m'  

e  R C、 S 、4 F

f . 平成 7 年 4 月~平成 8 年 5 月

2598 福 山 市北 部 市民 セ ン タ ー

設 計 ・ 新 広 島 設 計

施 工・前田建設工業 ・三島産業

( 仮称) 福山市北部市民セシター

建設工事共同企業体

a 広島県福山市駅家町大字倉光37- 1

b.  9，479 .17ηf  

c  3，889. 13m'  

d .  6，666 .11ぱ

e  R C、一部 S 、3 F

f . 平成 6 年 9 月~平成 8 年 6 月

2599 ジ ャ ン ボ オ ーナ ーズ 淡 路 島

言宣 言十 。昭和言宣言十

施 工 ' 鴻i也組

a 兵庫県津名郡東浦町大磯9- 3

b .  5，125 .86 m'  

c  1，992 .86m'  

d .  7， 718.  38m'  

e  S R C、9 F

f . 平成 7 年 4 月~平成 8 年 6 月

26∞ 富 山 市 芸 術 文化 ホ ー ル

と や ま 高 度 情 報 セ ン タ ー

( オーパ ド ・ホ ー ル)

設 計 。久米設計

施 工 佐藤工業・熊谷組・ 日本海建興

石坂建設・奥田建設

建設共同企業体

a 富山市牛島町 9 番28号

b .  8，628. 2 m'  

c  7，644 .  62m'  

d . 24 ，255. 57m'  

e  S R C、 S 、 B 2 F 、5 F

f. 平成 6 年 4 月~平成 8 年 6 月

2601 橿 原 神 宮 神 楽 殿 ( 御 飯 殿 )

設 計 奥 村 組一級建築士事務所

施 工 。 奥 村 組

a 奈良県橿原市久米町934

b.  一一一m'

c .  397m'  

d .  397m'  

e 木造平屋、桧皮至宝

f . 平成 6 年 7 月~平成 8 年 7 月

凡例

....----ーーーーー ・ー ー・・・・・・・・ 4・ー

a 所在地

...・----ーーー・------ -- --- ---

b. 敷地面積

c 建築面積

d. 延床面積

e 精進規様

f . 工期

ーーーーーーーーーーー・・・・・・・-_- - - -

ー.--------ーー・・・ 4・---_-_---

-・・ーーーーーーーー・・・・・・・ーー-_---

-_.------ーーー・・・・---- ・ーー-.
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A R C HI T E C T's  E Y E  

建築の問題、まち の問題 ¥ 痴者の歌

三 輪 康 一

被災地の住宅丙止l ! とまちづくりを考えるなかで、これまでさ

まざまな川題が浮かび上がってきた。 そこから、 任E築の川;必」

と 「まちの問題J が互いに空白Ht に結びついているということに

気づかされる 。 たとえばイJ:宅を佳て主主える期合、個別の敷地内

だけでは解決できないし、仮にできたとしても、将来とも i i: J J; J

ｊＺ ［ｾがよくなるかどうか ｉ ，Ｇ ｜ｊ［ 固 な街区が数多くみら れ る 。 そこで 惚

数の敷地の 共同住替や協調え.I! 伴 、 さらに街|孟全体で取り去11む街

区再ｾの員 ｼ 下 ｬ 可 が必要となる 。 これは、個 別 の住まいの 問 題がま

ちの問題につなが っていく 例 であり、 同時に個 々の生活がコミ

ュニティにつなが ってい くことも訟1J;j としている 。 そうした川 } J

で振り返ると、 建物の[耐火 - 耐II ;JIU 性 能を臼め るだけでなく、ま

ち全体 が' 9: . ' 全な構 造にな っていなければならない。 また、ハン

ディキャ ップをもった人々が、 |二l常生活を他常者と 同 じように

送るためには、 住 宅の ｼ 人 ｪ 部だけでなく、災 ［ｾ ｩ 子 時 を含めて、まち

全体 がバリアフ リーにな っていかねばならな L 、。歴 史的住築物

についても、 個 々の建物の保存にとどまらず、 一体的なJJ;J J:党と

しての保全に広が っていくことに怠昧 がある 。 I建築の1，"，J;JI1J

と 「まちの問題 j はどちらかー JJ だけで‘ は祈れな L 、。 この、あ

たりまえのことが、実はうまくい っていないのである 。

神戸大学工学部建設学科助教綬

気にな る日

塘 伸夫

最 近 、 ｈ ｪ ＧｬＧ で、とみに気になる音がある 。 急 速 に流行した Ｑ ｽ ｾ ［

，iIJ 電話の円山 し背である 。街路、車 中、ロビー、 H寺には会議 '1'

まで 、ｬｉ ｾ ￭ と場所を、わきまえずに 鳴 り特く ｾￎ Ｎ 、 一 度 耳 に人ると

その後の 会 話苛まで気になるから始末が ｾ ｵ ［ ｮ 、 。 今 日 、都 市 生活

の周辺には、自動車騒7T、広告子号、案|人l行、その他 行の出る 尚

品や装i白が数多く 開発され! 騒TTに泌れている 。制j ; Z的なものな

らE附合選択の余地 もあるが、 lnaj; 't 的なものは、そうもいかない。

西臥と 11本の佳築の成立ちを比較する際に、白然とのかかわ

りの述いが、あげられる 。 1&19 ; の建築が壁で、内外を明 (，'(l iにl三分

けしたのに対 し、日 本では、 開放 的な造りとし 、自然を 1)刊 1Iに

取 り入 れ てきた 。 当然、九 ー についても 述 、 ｾ ｩ Ｎ せず、室 内 に 日 なが

ら小 鳥や虫の苫を楽しみ、 風鈴や水の肖で、泌をとり、音の文化

を育 くんできた。11尚のしくみの川究によれば、 1] 本人は、人が

l喋る言集と 虫や風等の臼然の尚を 同時に在JI 尚でILlI きとれるが、

西臥; 人は、 自然音を，ti Jl品iで・IIHきとる為、 人の 言集を 仁1'1析 しない

と|苛iきとれないという 。 。LTから 日本人 が、いかに自然とかかわ

りを持ち、 IJ f. J欣 的であ ったかという託でもある 。 この織な臼然

を楽しもうとする生活の '1' に、 - -1] で、迷必; な} 苛をwさないと

い う気i泣いがあ ったのは、 言うまでもな L 、。今 円の苛の氾il 託に

よる関暁劣化 を問題にする|祭、かつて 卜|本人が持っていた行へ

の感性を、今一 度、 思い起こす必要があるのではーー ・・。

東畑建築事務所設計部長
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上 野 卓 男

Il! の '1' にできない相談ということがある 。できない相談を持

ちかける 心持は 「痴」の一字で尽さ れているほどはかないもの

に述いな L 、。 ただできない相談を持ちかけずに済む心とこ れ を

持 ちかけずにいられぬ心との間には担むべからざる 人絡の校|逃

がある 。 (阿部次郎 「三太郎の 日記j “痴省の歌" 抜粋) 1i' 111打の

広 ｊ ｊＺ ｪｾ づくりに 抑 わる有にと っ て 、 この 一 節 は 心 の支えにな っ て

くオ1 る。

Ii'I lrl i とは、無関係なものが空間的 にも 時間的にも J ド述統に存

在する抜合体 である 。人間の生活は社会の発展と 共に変化 して

いて、空間 との止すM5において “はたん" はれ復するものである。

私 共はこう した“ はたん" を前 に した川、計 画) J を発押 しii lJ I値

ある 対処を求めら れ る。計画すると 古 うことは 「出沌 に対 して

本初 予 を ワ ーえる ｊ ことである 。 その ｉＮ ，ｽ にはも っ と 広 ｊ ｊ ＾ｾ に 働 きかけ

“ はたん Ｇ の 因Ｊ を ｗ ，付 ｾｲ しあるべき を 祭を ｊ Ｒ 示すること、 古 川 、を ま

えれば桝在的ニーズを凶街化 し、認; 思決定者A のl共!心 'JIーとして仕

立てあげ、仮説のもとにシュミレートしてみせることが大切で

あろう 。 Ii' II市 はナイーブなもので諸条件の熟度さも 低 く、冷やや

かな鉄の壁が控えていて141うように調抱できる システムはイf 在

しな L 、。 それで、も私共はこの冷ややかな欽の壁に向 って、でき

ない相談を持 ちかけるしか道 をIJfl く予立てはな L 、。 I抑」の一

ｾ ｊ｟Ｚ で・は ｬ ミ ｌ さ オ Ｑ な ｌ 、ｪ， ｺ ↑ 百ｩｊ ｬ ，、る 。 大阪府撞築部営緒室長

景 観

田 中 英 一

l川| イ本王のJ京:立{ 閥 をI峻災しているもの lにこごコ"

この IIIJ にf口』よと 石4反がなかつたらどんな) ! f!加正止¥l :l凶ifれ(こなるカか、と包空グ悠4{ し

てみる。 まことに爽やかであり H本らしい111] 必みとなる。災 しい。

大 都di の 中心街て、はγ凶J:の埋設化 が進んでいるが、焼けイ弓に水

である 。作 rl i 各村て北観条例 が施行され、国立公極11ノサでは色彩

別 制 なども行われているというのに いっこうに LI 本の川ーが美 し

くなる気配がない。IHJ 、l佐みを作る 炭素がみなちぐはぐで好 きJl 秀

子をしている 。 縦 ｾ ｉｦ リ り行 政 もいけな ｌ 、 。

最 近 特 に腹立たしいのは有名寺院の境 内 である 。 Ｑ Ａ 民 主ｬｉ ｾ 作に立

てら れ た屯柱 、'1.長ら れ たγ白線、|五i宝 や 屯史文 化財 の 説明 板、

wcへの道案 内、 火の川心や立ち入りう: きJ 仁の看板など一番よ く

目立つところに;白かれて以色を台なしにしている 。 自然公園の

'1' もまた同 じで白然公悶というのに余 りにも 人工のものがあり

過 ぎる 。]杉や色 、設;凸)' J; lji fi ーを考えてもう少し 目立たなくする工

犬をしてもら いたいものだ。僕は絵や' 写点が好 きでよく，' i'院 や

公|卓lに，'L'，かけるが、 絵 は U附りなものを1i'i せるからよいものの

写｟ＡＮｾはそうはゆかな ｌ 、 。 い っ たい竹 町布 はどんな セ ンスをして

いるのか、凝わざるを仰 ない。 i込近 この腹立たしさがますます

心の '1 'でJ 曽l隔 してきた。行政似11に、似，れたランドスケープデザ

イナーの育成をぜむ。 大成建設大阪支庖位計部長

建築の限



木造建築物の伝統技術とその将来

[総論]

木の文化1レネッサンスの品也

東樋口 護

[各論]

寺社建築の技術と今後の課題

大森健二

数寄屋建築

告 江 勝 郎 + 日 向 進

京町家の流転

望月秀祐

追跡、における建物の復元

細見啓三

伝統的造園技術の伝承と今後の諜題

山田昌次

• 
伝統建築技術を守る人々

• 
現代に生きる IUT家

大谷孝彦

伝 統的木造住宅における延焼防止の試み

十 倉 毅

• 
伝統的木造建築をめぐる話題
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[総論]

木の文化ルネッサンスの提起

- 現代における木造伝統技術継承の意味一

東樋口 護

京都大学工学研究科環境地球工学専攻助教授

はじめに

今、木造建築はさまざまな注目を集めている。伝統的な木の建築

は、世界造産や海外に建設される数寄屋 ・IIIJ 家として 日本の木の文

化を発信 している 。木材が、こだわりの素材としてまた地球環境時

代の再生可能資原として見直され、その品質の安定化やエンジ、ニア

ードワ ッドなどの素材改良も進んでいる。木素材ーを活か したドー

ム・トラス ・大断面枠誌など新しい木質大空聞を実現する構法開発 ・

意匠創造も盛んだ。ツーノ f イフ ォーや輸入住宅など木造建築の国際

化も進みそうである。また一方で、先の震災は脆弱な老朽住宅の安

全性向上の課題を提起 したところで もある。 こうして、木造の世界

は、豊かで安全な居住空間模索の直中にあるわけであるが、この文

脈において、伝統技術 ・システムがどういう意味を持っているのか、

その分司E性について考えてみたし、。伝統技術をどう捉えるか? ここ

では、文化財的な建築物やそれを作る仕組みに限って伝統技術の継

承を考える立場主? とらない。特別なものとして「伝統技術J を取り

上げ、礼讃する単線の議論lましたくな い。現代の住宅 ・都市におけ

る木造建築の伝統技術の状況と将来性を木の文化再生の観点から論

じてみたい。 この意味で、木造建築伝統技術は広義のそれである。

伝統技術が自己変革て》るか? これをテーマにしたい。

木造住宅の現在一戦後のテクノロジー優先

- 地球家族の「高成長様式」 一商品化された在剰融

大変街撃を受けた「地球家族J と題する写よ喋叫がある。国 i祭家族

年1994年に向けて、世界30カ国の家族主? 搬ったものである。持ち物

を全て並べた家主ナ背景にしたそれぞれの家族のスナップである 。居

住環境の差異、富の格差の前に建つ家族の姿を通して、家族の構造

を探り、その未来を語ろうとする試みて府ある 。様々な解読が可能だ。

普通の暮らしとされる 日本の住宅は、者11心から 11時間半の郊外住

宅であり、住戸規J英は130m'で、クワェー卜の450m' 、イラクの200m'

を除けば、決して小さくない。家財道具や衣服 ・刑法は種類、量と

もに圧倒的に多い。外壁 ・屋根は新建材、窓はアノレミ サ ッシ、カや

一ジもアノルレミのセツ卜てて、ある。アメリカのそれと 比ぺても、工業製

品であふれ、大変人工的である 。わが国の住宅の画ーと住宅地の混

沌が指摘されて久しい。 こうして目の前に突き つけられると、何と

もやりきれない気持ちになるのは、相、だけだろうか。

これが日本 のＪ，ｬｾ斉成長の結果であり、 モダ ンリ ピンク 。の追求と住

宅生産の近代化の結果であることは紛れもない。 そして今や、わが

*  1  ピ- 1 ー ・メンチェル「地球家族J T OT O 出版1994
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国の住宅が、 モデルであ ったはずの齢同様式と は似ても似つかな

い新い、様式、地球上今も昔も存在しなカ3 った新しいスタイノレいわ

ば「高成長様式J i : でも 言 うべきものに到達したことをまことに鮮

やかに示しているのである。

. 住宅の戦後を支えた産業化・工業化

良くも悪しくも、戦後50年の住宅生産のlrdl 跡は、産業化の過程で

あった。戦後の住宅建設は、 420万戸といわれる膨大な住宅不足をい

かに補うかという差しー迫ったわかりやすい目標を持って出発した。

伽貫徹尾、欠乏の充足が追求された。 そして、この半断己に建てら

れた住宅は、およそ 5千万戸、毎年百万戸づっ建ててきた計算にな

る。 こうしたたゆみない歩みを支えたのは、国民一人一人の住宅を

求めるエオ、ノレギーと住宅 Ｑｾｾ 念の産業化である 。

ヨーロツノ f i: は異なり、わが国が辿ったのは、住宅金融に基づい

た自己調達の道、徹底した持家政策の r刻包である。国民の住改善の

エえ、ノレギーは、住宅産業い、う新い、産業部門に品脳哉されていった。

離島も含めて国の隈々にまで新建材 ・部品 ・プレハブ住宅い、う形

て二鉄 ・アノレミ ・プラスチックを送り込む一大産業を作り上げ、巨

大な耐久消費財市場を創出したのである。

わが国の住宅生産の桝造は明らかに特異である 。年間数万戸を供

給する巨大住宅メ ーカーを頂点とする住宅企業群とその背後の建

材 ・部品メ ーカ一群、ディベロッパーなどの関連指重からなる巨大

なシステムを創り出している 。戦後の住宅生産にとって決定的で、あ

ったのは、住宅生産の工業化であり、その明るい技術に対する期待

が、産業化の過程を通して「現実化j したこと、そして産業化の過

程を通してしか現実化しなかったことである。

・伝統システムの解体・再編

産業化の過程は言 うまでもなく、在来システムの角何本と再編成の

プロセスて、あった。 そのひとつは、プレハブ、住宅などの工業化住宅

似合の末端施工への雌制ヒである。下請施工 ・代理施工f酬として、

広範な系列化をすすめ、在来五回哉の建築技能に依存しながら、工業

化住宅の生産性向上 ・コストダワンの要請からその無技能工化を進

めたのである 。 また、より広範には、動材メ ーカー ・部品メーカー

さらには工作機械メ ーカーのマーケットとして、木造住宅自体が「工

業化 l され、地域の大工工務庖システムを解体してい った。そ こで

は、長い時聞をかけて j制球されてきた木造住宅の伝統は、五五斉|生・

能率といったli 没後の佃値の前に敢えなく敗退し、人並みと小さな差

異を求める消費者ニーズに閉塞されてしまった。今や多くの木造住

宅は新樹オと部品を展示する木骨住宅でしかない。先の地球家族の



写真もどうやら こうした木造住宅である らしい0

. 木造亡国論ーもう一つの近代化

者11市不燃化と防火 ・耐火建築の実現は、廃嘘を経! 殺した国民にと

って切実な議題であり、 こうした状況下で田辺平学の「木造亡国論J

や 「防火耐風71'<害のための木造祭止 慌 到 な ど が共感を持って受け

入れられ、また、都市不燃化と耐火建築の推進が都市計画行政、建

築行政の揺るがない一貫 した方針てあり続けることとな った。 こう

して木造校舎などの公共建築をはじめ寺院な E の大規摸木造も鉄筋

コンクリ ー卜 造に替わ っていったのである 。

不燃住宅 ・工業化住宅の行政的推進の一方で‘ 、戦後の木造住宅供

給は、後に一部、イ共給の合理化策などが講じられるものの、基本的

に大工工務庖の業界に委ねられてきた。大学教育の場における 「建

築学の体系J か らは排除され、木造建築の教育は消え去って しま っ

た。技争附扇重と技能殺しは、 lj 蛸ゐ童業イ凶士会の構造的問題である 0

. 欠乏から浪費への転回

しかも、多くの人が信じてきたこの産業化の成果すら、生産性 t

いう効率の一点だけで見ても、その高価格、非効率は覆うべくもな

いことが、近年ますます明らかになりつつある 。産業化は、規制 ・

商慣習の硬直的な制度化を伴っているのである。 また、こうして造

られる住宅は、エオ、ノレギー多消費型のそれである 。戸建ての木造住

宅の建設には、さまざまな新樹: イ ・部品を多用し、組立にも樹戒力

を用いる 。そのエオ、ノレギー総量は、平方メ ー トノレあたり 90万キロカ

ロリ ーに及ぶといわれるべ伝統的木造住宅の施工に坪当たり大工

5 人工、諸職 5人工とやや多めに見積もっても、現代住宅は伝統住

宅の 300倍も のエオ、ノレギーを使っていることになる。しかも、現恋の

住生活において冷蔵庫、暖房、照明、風呂て、消費するエオ、ノレギー量

は、 一 日平均およそ 2万 5千キロカロリ ーに達する 。人力に置き換

えると、 25人の 「百使い」にかしずかれた生活を していることにな

る。これを支えているのは、 言 うまでもなく、化右燃桝をふんだん

に使う現代技術文明である 。日本人は毎日一人当たりおよそ 11 リッ

卜ノレの石油を消費している t いう 。長い人生頁史のほんの 2、 3世; 紀

の問だけに許された化石燃別消費時代の住まいと生活であり、 つか

の聞の宿りにすぎない。 ここにも、地域資源を犬切に使ってきた伝

統技術が平明輔さるべき視点が存在する 。

木の文他のルネッサンスー伝統技術再生のフィールド

建設省が 「木造住宅供給合理化促進の方針に関する構想J を発表

するのが1972年になってからである。このころから、建設省、農林

省が木造住宅供給の綻び、オ寸ポ束通 ・林業問題に取り組み始めたと

見られる。そして、ょうやく近年、伝統建築の再喜刊而と再生、新構

法開発と意匠創造、木材の品質向上 と木質材料開発、輸入住宅な E

国際化の進展といった新しい動向が、さまざ、まに注目を集めるよう

にな ってきた。

こうした新しい木造建築の動向が、木造建築の衰弱と形勢不利 を

転換 しうるか。問題は構造的であり、我々の社会が遺択する文化 に

関わっている 。ひとり狭義の木造伝統技術の保存継承だけでなく、

伝統技術が広〈我々の住まいと町を生き生きとした豊かなものにし

*  2 石川;)<制 「大江戸えねるぎ _ 'J' WJ 隣版社1993

ていくためにどういう意味を持つのか、 産業化する現状に対して対

抗文化としてどう再生させていくのか、これこそが言問題である 。

木を育て、製材し、オ ｱｾ を流通させ、加工し、組み立て、住宅を

つくる、木製品をつくる、この過程が地域に根づき、豊かな生活と

すまいを形成する、そして関係者がいきいきと仕事を続けるこ t が

できる、自然環境と国土を保全する。こうした木の住まいとまちづ

くりにおける諸要素の連鎖の総体が木の文化である 。この社会シス

テムとしての木の文化は長くわが国の基層文化として根づいてきた

戦後の近代化とモダンの建築は木造を排除し続け、哀退と i周落の道

をたどってきたが、今、木造再許イifi i ・振興の動きを受けて、新し い

展開の芽ばえを生みつつある 。 それらが、木の文化のノレオ、ッサンス

として花聞くかどうか、解決すぺき課題は多い。

( 1伝統技術の保存継承と「適正技術」開発

木造在来構( 工) 法は、 言葉の意味からは、その時代、地域に拠続

してきた一散化した構法のことを言い、工業化に対する「在来」、新

特認ミに対する「在来J という対比て。用いられる 。 したがって、 ーづ般

的な住宅で用いられる 「柱梁の軸組で構成される附去j を指すこと

になるが、堂宮、数寄屋、民家 (IOT家 ・農家) で用いられる構法も

含まれ、構造方式としては実に多様なものを含むことになる 。

建築基輸去が最低基準として規定している材茸造を 「在来軸組構

法」とし、 堂宮、数寄屋、民家 ・10T家などの歴史的に形成されてき

たものを「伝統構法j として区別することが、それぞれの構造原理

t 方式を明確化するためにも必要てあると考えられる 。 それは、基

準法上の在来構法は水平力に対しては変位を押さえ壁て而す力を確保

する構造であり、歴史的な堂宮 ・民家などの伝統的な軸組方式とは

異なるものであるからである 。 このような区分をしても、その境界

がどこにあるのかは実はそんなにはっきりしない。 それに、塔、校

倉など車1"組とは異なる伝紡精造も存在する 。

いずれにしても、文化財木造建築、堂宮建築、茶室 ・数寄屋住宅、

伝統IIIT家 ・民家などの文化市場 、高級市場の伝統淵紙技術の保存継

承の必要については、多くの言を必要としない。 しかし、だからと

いってその保存継承が容易なわけではない。第ーに、限られた市場

てやは維持できない柿 ・桧皮革葺ーき、特殊塗装などの伝キ剤踊重の育成、

茅、壁土、 オ寸オなど の枯渇 しつつある自叙吋4の石制呆などの問題であ

る。この点についての状況は、保存意識の一定の高まり、 「全文連」

など文化財所有者の自助的共同取り組み、伝統的職人の養成の新た

な取り組みな ｅ 明る い中林 ｾ ｉ がい くつも見られるようになってきた 。

第二 に、適切な保存継承のためには、伝紡締法の構造特|全 ・耐力を

明確化するなどの技術化が求められる 。伝統構法は多様な存在であ

り、またさまざまな社会的技術的変化を受け入れながら変質してい

る。兵庫県南部地震で被害を受けた社寺や仏問、淡路の 「しころ造

り」住宅に見られるように、伝統的な構法が局部的な強調や変化仁

よって全 体 のシステムカ ｚ 壊れ、構法的な整合 ｬ ￭ ［ｬ［ ｾｍ 備できていない

ケースもある 。困難な課題であるが、保存継承のためには、この伝

統構法の構造原理 ・構造耐力の解明が寸生在来構法巨人仁に必要とさ

れる 。

機能と入手性の向上に特イヒした商品化住宅の反省と伝統住宅の見
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直しが始まってし、る 。 しかし、未だ、伝統技術は、数寄屋 ・茶室あ

るいは高級住宅の分野に退i応されるものとしての孤立イ凶犬況をJ l 見し

てはいない。伝統技能力すたとえ狭いマーケットであっても生き延び

る重要な分野であることは疑いない。伝締結を特殊高級市場に閉

じこめ差別化する事の方が供給者に t って都合がよい t 言 う事情が

倒j いているのかも知れない。 しかし、その長きにわたってj先練を重

ねてきた伝統の技が一散 に享受できないのは不幸なことである 。例

えば都心IUT家街区において、プリント合板やクロスな E の新建材ーの

安易な利用による4麟善や改修が質の高い111] 家ストックにフィッ卜す

るはずもなく、 IUT家住人もそれを望んではいない。さりとて、坪当

たり何百万円もするようなオ ーセ ンティックな伝統技術に対する需

要が広範に存在する訳て1まない。

高級化した高仰1な伝統制町、もなく、安易な新樹オ ・部品技術亡、

もないいわば伝統・現代両技術の 「中間技術」、両者の適切な組み合

わせによる「適正技術J が求められている 。 こうした分野の取り組

みは伝統技術 ・現f廿支術の双方から等閑にされてきた。l味わいある、

アメニティの高いこれからの住まいは、伝統技術と現代技術の調和

のなかに求められる。 もちろん入手性は高くないといけないし、 コ

ストイ副長も重要な目標になる 。古材の再利用、民家 ・1ST家再生は、

こうした適正技術開発の場としての意l沫をも持っている 。

(2)木造建築の木素材を活かした空間と表現の再創造

アウトプットとしての木造住宅 ・木造建築が、魅力ある豊かなも

のでなければならない。戦後、さまざまな木造排除の仕組みの中で

衰退. iJ r. J落の色を濃くしてきた大きな要因の一つに、 「木造らしさ j

一軸組の力強さ ・優しい素材感のあるf土上げ ・開放性と融通性など

の喪失い、った事態を数えることができる 。工業化育I1材 ・部品で隙

聞なく Z互い尽くされた木骨住宅は木造であることの存在理由をほと

んど喪失してしまっている 。

今、木造建築が注目を集めているのは、文化財 ・町並み保存な E

を通した伝統制訟の再剤耐と再生、大断面構法 ・立体卜ラス ・ログ

ノ、ワスなどの素材と構造の力感的表現の創造い、った、木造建築の

構造と怠匠の表現方法の復活である 。木の構造表現は、伝統的な白

オ£表現に限定することもない。民家の色村サ ・数寄屋の黒材l開 ・

広葉樹の活用など自在であるべきである 。非木造とのi毘締造、非木

造建物Jの内外装表現の追求も木造活性化の重要な分野である。

これらの木造空間と意匠表現の再創造のために、伝統構法に対し

てはモダンの伝紙淵怯 ・木造建築排除ではなく、その再生 ・転生を、

新将紙に対してはエンジ、ニアリングウ ッドな E の素材と新構造方

式 ・仕上げ将惜の開発を展開することが求められる 。言 うまでもな

く、伝紡織去は、堂宮 ・民家構造の力感的意匠も数寄屋の素材 ・自

然表現もともに積み重ねられた高度なj先練の宝庫であるのだから。

伝統建築と幸わド造の両者に見られるこのような木と構造表現 ・意匠

表現の生き生きとした→判生は、広範な一散住宅においてこそさま

ざまに試され創造されなければならない。

伝統的な木造建築の生産は、設計施工がーイ本的なシステムである

設計も胞工者であるマスターピノレダーにす旦われる。設計は、建築主

の要求をとりまとめた間取り図を、簡便な板図に変換する 「板図シ

本 3 版図作成町市i段階て・の1111取り空I l I Iの設，1
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ステム j である 。平面図 ・床伏せ図 ・小屋伏せ図の上で、水平昔Jl材

の組合せを決め、これらを垂直部材 ・柱てや繋ぎ、立体化するい、う、

柱 ・梁の軸組構造の特性を巧みにシステム化した伝統技術であり、

間取り図を番付 . x  y  z座標系の上で立f材蒋造に変換し、各軸組構

成部材の寸法と継手 ・仕口を決定するのである 。 これが実質的な設

計背為であるが、外部から見るしあたかも設計過程が存在しない

あるいは、簡単な間取り図作成だりが大工工務庖による設計である

かのように見える 。

しかし、この伝統的な設計システムは、紙に書かれた設計図に基

づいて行われる近代的な手続き、「莫約書の作成J や「建知i僻 む に

はそぐわず、これらの手続きのための 「設計j が別途必要になり、

「代願」のシステムが一一般化することになる 。 また、板図による設

計は、伝統的な寸法体系とオ寸オ ・畳 ・ふすまなどの部材を前提に成

り立つ一種のオ ートマテ ィックな設計法であり、間取り図作成ある

いはそれ以前のコンセプ卜作成に対しては何の効力も発揮しない。

このニーズ把握とコンセプ卜作成、空間? 婦十といった現代的な意味

てゆ設計の訓練を欠〈大工 ｾｦｦｴａ の、者間 Ｗ 化な ｅ 環境変化への対応、の

弱点の要因がここにある 。 したがって、オ寸オなどの素材表現 ・空間

創造には、大工職人に対する「板図前H婦 ド3の教育、建築家との協

働など設計システムの革新が求められている 。

(3)地域の生態系と固有性に根ざした「共歓の住まいづくりネットワーク」

数十年前までの地域の住まいづくりは、地域の協働の形として地

域に埋め込まれ、住まい手を中心に自省的守な小規挟主体がそれぞれ

の普請に応じて一回毎に組織されるい、う形がーー般的であ った。 そ

こには、古い形ではあるが、地域の生態系と資源に根ざした、生き

生きとした地域の住まいづくりがあった。なによりも、建てること

と住むことの実感が息づいていた。 こうした地域の生態系と固有性

に根ざした住まいづくりは、産業化の住まい ・商品化住宅の大;t抗力

として再評価されなければならない。表退したとは言 え、さまざま

に有在する地域の大工工務底システムは、施工出備のグランドシ

ステムてある 。対抗力としての伝統的地域システムに、現代技争防IJ

用のより多様な状況を拡散させつつ、住まい手と建築家 ・技術者 ・

職人の住まいづくりの実感と喜びを回復する事が米められる 。 それ

は、佃人的創造活動 t しての住まいづくりのなかに市場の商品、産

業の成果をさまざまなレベソレてや混合し埋め込むことができる 。消費

の満足を超える実感の住まいづくり、そこでは住まうことと「倉IJ るJ

こと、住まいづくりと町づくりの合ーがめざされねばならない。

地域の住まいづくりは、林産地の産直住宅、建築家が職人 ・林家

計臓するもの、消費者組織が住宅生産制搬するもの、大工工務

庖が林家と協力するものなど多様な形態てか試みられている判。 これ

らに共通するのは、林業者、製材所、キわド応、地域の工務庖、設計

事務所などカ鴇足のフォ ーメーションで連結し、 一貫した住宅生産を

図る協同のしくみだと 言 うことである 。統合の度合いは総じて緩や

かなえ、ットワーク品邸裁で、「地域ピノレダーH 住宅メーカー」な E の大

規般化の方向に対して、供給樹莫がせいぜい年間100戸程度とあま

り大きくない。新しい 「地域型住宅J の模索、まちづくりとの連携、

*  4  日本建築学会処築経前委員会 f地雄町住宅生産システムこの十年J 1994 
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木造合理化工法の開発、地域資源との連携 ・活力などその目標は革

新的である 。 これらは、まださまざまに矯らいでやいる 。多様な試み

の成功と失敗の積み重ねといった一種のカオスの中から地域の住ま

い手主体のえ、ッ卜ワーク再構築の方向が見えてくるのかもしれない。

少なくとも、そこには新しいチャレンジの緊張感だけでなく、住ま

いづくりの歓びと相互理解 ・依存のI矧系性釘編E しあう住まい手と

っくり手の創造的な交歓の過程、 「共歓のオ、ッ卜ワ ークj の) 回l台を見

ることが出来る 。

く住まい手のイニシャティブ〉

住まいの産業化 ・商品化の過程で、つくることと住まうことは分

化 し、住まいは消費されるものとなり、住まい手は産業化 ・商品化

住宅の市場の断片的消費者へ変貌してきた。地域の生態系と固有性

に根ざしたハウジングの再構築は、地域の住まい手が主人公であり、

住まいづくり ・まちづくりの主体的なイ ニシャティブを回復するこ

とが求められる 。住まい ・まちは、 地域の生活文化 ぞ表現するもの

であり、住まい手の意識と教義が反映される 。

< 地域資源と地場生産力の活用〉

そのためには、全国画一的な効率生産の進行に対して、地域の伝

統的な住まい ・集落形成の再言明聞を通した、 地域資源と 地場生産力

を活力、 ι た住まい ・まちづくりの再構築が求められるが、そうした

取り組みは、ここ十数年来のH O P E計画実施の過程などてや既に試

行が始まっている 。

く林住リンケ ージ>

地域木材 ・匡l産オ寸4の使用については、熱幣雨林の乱伐といった

環境問題を引き起こしているにも関わらず、国際市場によって形成

された外材の低価格によって容易に実現できない状況にある 。全国

ワイド ・国際ワイドて7形成されたオ寸'.H蛸企と利用のシステムを解休

再編する、流通直結などの林業と住矧ｾＺＡｊＺ合の リ ンケ ー ジの構築が重

要課題である 。

(4肢能労働・職人生産の再評価と技能者育成

現荘、さまざまな近代化 ・合理化の波に洗われている木造建築の

技能は、ひとり伝統技能のみならず、新たな分解再編の時矧にあり、

技能者養成についても、企業内の養成、 小規摸i J : ; fl謹などさまざま

な取り組みが始ま っている 。も ちろん、十分な見習い志願者があり

従来の見習い制度のもとてゆ養成が可能と見られる一部の高度技能

分野も存在するし、積極的な育成 ・意識的な育成方針をもった見習

い制度としての 「私塾J についても、 一定の成功を収めている。

しかし、現段階で、技能のあるいは技能者の将来について、明快

な見通しを持つことは難しく、こうしたさまざまな取り組みの中か

ら、未来像を一つ一つ切り聞き、築きあげていかなければならな し、。

現代は科学技術に額われ、その提供する利便の魅力に抗しがたい

世界である。技能は技術、狭義の技術の風下に置かれ、その影をま

すます薄くしていくかに見える 。 L かし、住宅 ・建築の世界は、さ

まざまな技術革新を遂げながらも、技能労働に広〈深〈支えられて

来たし、現在もそれ無しには成り立たない。技能と技術の協，{ID) }の広

い舞台が建築の世界である。 にもかかわらず、建築生産の近代化の

流れの中で、は、大工職人も大工工務臨も近代化すべき対象として扱

われ、伝統的技能は、文化財の保存や滅び行く工芸への哀惜い、っ

た文脈で扱われることがほとんどて、あ った。こうした視点が不用と

言 うつもりはない。今 も重要であることは異論はない。現に「技能」

が再び問題とされているのは、技能者 Ｎ 職人の高剖 ｾｬ

いう事態に直面し、 その養成が緊l喫の課題となっているからてやあり、

文イ問オの修復など木の文化の継承にも困難な状況が生まれているか

らである。

しかし、そうした観点以外にも、技能労働 ・職人生産を、現代労

働の細分性 ・専門性、 f也律的専門管理、効率性評イ同基準の働泣に対

置する技能労働の総合性、職人生産の自枠性、技の美自慌判前基準と

いった 「労働の人間化」 の諸点からの、あるいは 「仕事のよろこび」

といった人間活動の』町 ｅ に遡 った 視 Ａ ｾて。の再割引 肋 可能であって、

伝統的技能労働と職人生産に内在する人間活動の未来性の見直しは

今後ますます求められるに違いな L、。さきの共歓のオ、ットワ ークを

支えるのはこうした自符! t l句活動とその成果の共有である 。

技能者の育成と職人生産の再評価・ 活性化は、当面の緊急課題で

あると同H寺に、優れて未来的課題である 。木造の世界は、その未来

的課ザ遁のフロンティアである 。

おわりにー確実な明日へ

地現繍境問題を持ち出すまでもなく、これからの生活、住まい、

都市の在りょう 全てにわたって、新 しい模索の11制¥に入っている 。

木造伝統技術とその社会システムが、近代化の歪みに対する対抗

カサ:即L文化の意味を持つことは間違いない。木造伝統技術の再生二

木の文化ノレオ、ッサンスは、広範で地道な取り組みを必要とするわけ

で、その現実化はひとり専門家の判断によるのではなく、生活者一

人一人の価値観に依存する次代の生活 ・生産文化の選択の問題であ

る。

こうした意味の、豊かな生き生きとした生活 ・住まい ・まちを求

める住み手と建築家・職人等の専門家を合わせた、さまざまな住民・

市民の地域ボランティアの活動が活発化しつつあ る。例えば、筆者

の関係するものだけでも、廃棄されんとする伝統的な木造建築の提

供者と利用者のオ、ットワークを形成し、古材の資源価値・歴史イl而値・

文化価値のリサイクノレを行う「古材メンクの会」、伝統的な京大工の

技の伝承と新しい活用を担う大工職人の育成を目指す 「京都国際木

造建築カレッジ」、木造建築 ・者1I市とそこでの生活について広〈木の

文化の伝統性と現伏性を研究し、その研究会オ、ットワ ークを通じて

恥組みの輪を広げる「木の文化研究会J、京IUJ 家の修復と再生をとお

した歴史都市のまちづくりを進める「京111] 家再生研究会J などがあ

る。 こうした住まいづくり ・まちづくりの活動は、全国ワイドで考

えると驚くべき質と量のものが存在するに違いない。 それらは、ど

こかて"地域環境 ・資源や伝統文化 に依拠し近代化の歪みを乗り越え

る新しい価値観の創造を目指すという点て通底するところがある 。

そして これらの地道な取り組みが、新しい木の文化の創造にどこか

て¥繋がれば。 そう期待し、楽観している 。
( 1 : うひ「ち まもる)

参考 文献 来樋口 ;謎 「木造建築の動向U'*組ー木の文化ノレヰッサンスをめざして j 日

本建築学会近畿支部 『今、注目さ れる木造の 世界 J 1996年 H I 総官会テキスト
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[各論]

寺社建築の技術と今後の課題

大森 健 一

( 財) 建築研究協会常務理事

寺社建築といっても、それにかかわる瑞胞として、石工事 ・屋担

工事 ・左官工事等があり、又 R C造、鉄筋造についての問題もある

が、主として木工事についてふれる 。屋根についても少しふれる 。

戦前は寺ii : X I い、うと、寸主IIIJ 大工より絡が上てや、従って手間

賃も高〈、若い大工にとっては、魅力的な分野であったと聞く 。現

在は手聞の差もなくなったが、今でも何年か一回は、私共の方にま

て寺社大工になりたいので世話してくださいとのイ鯨買があり、又現

場をみても若い人たちが活々として仕事をしており、大工さんの立

の問題については需要げ共給のバランスはとれており、私はそんな

にi楽家11て、ないと，思う 。聞いてみると、長〈残り、人々にあおぎみら

れるような建物の建設に参加したいから、この道を選んだい、う 。

誹砲はわざにつきると思う 。寺社建築と寸i交IIIJ 家建築との大きい

差は、特妹な規正巨術のマスタ ーを必要とする III干反り屋担反りそ持っ

ていることや、複雑な斗秩組の構成を示していることでなく、 実は

使用する部材の寸法が、町家建築とは桁ちがいに大きいことと私は

考える 。例えば柱径45糎の本堂の根は、 IIIJ 家建築の柱寸法に近い 9

糎となり、長さも 3対G丘くなるから、 II汗といえども柱を打ちならべ

たものとなる 。 また建物の測れ、 ー まわりも こ まわりも大きくな

るから、 一般の木造建築とは根本的な差がある 。

その技法は、 一言でいえば架椛としては厳重に固めるものの、建

物全体の組手としては、若干のあそびをとっておくことと 言 える 。

三重塔の最上層の屋根を歩いた場合、搭は若干グラリとするし、又

大きい屋根を持つ門の場合も、屋根上を二三人て歩くと同様にグラ

リとする 。基本的にはそれでよいのであるが、このことはいくら注

意しでも判らない。すべてボルト等の金物で組み堅めてしまおうと

する 。

ポノレ卜や鉄板等てい堅める理由は実はある 。大主fl A 英な木構造の構造

計算をする場合、木造の継手や仕口の構造耐力に| 刻する寸生的なデ

ータ ー がなく、宮砂崩守主によらなければ計 ｘｾ 式が成立しないという

別の事情もあるが、ごく普通の建物でも金物を使いたがる 。実はそ

の方が手軽という面も見逃せないし、見た目にも、きっちり納まる

と言 う点もある 。

かつて、私の設計した建物で、それこそ使用材料はオ ーノレ尾州ひ

のき材という高価な建物であったが、現場そのぞくと、軒の極の諜

板を留める釘がl . 5から 2 糎ピッチで打たれていた。 これは極誕板

を釘て、、制っているに等しい。*III かく打った釘を抜かして、釘の間隔

を10糎以上空けるように指示したら、極と裏板がすくと云う 。隙間

26 建築と社会 ・1997. 5

カf いやなら、位ヒ端をしゃくって、纏と裏板の接着面を少なくすれ

ばよいと 言 うしその仕事は格統成で製作できないから困ると 言 う。

そういえば斗秩を組む場合、伝統的工法では、斗の上端のJj <t ドの乗

る面は、内部をしゃくるのカしー般であったが、そういう手仕事は今

はしない。斗の敷面と JJ わドのすくのを防〈、、のはボ、ノレ卜でしめつけ、

がんじ絡めてしばってしまおうとする 。 この場合、 11わドの木目の流

れをみて、どちらを上端にするかの考慮は全くない。折角の天然素

材は、全〈集成材としての扱いよりされていない。 そして最後には

この建物て、ステンレスの宝物を何トン使用したと誇らしげにいう 。

木工事部分をかっちり隙聞なしに組み堅めようとするのは、ピノレ建

築内の内装工事の考え方としか思われない。内装工事の考え方が主

流となると寺社建築については、困るのである 。

私たちは、いつも伝統工法い、うけれE も、それは決して古いも

のがよいとするのではない。今 日まで1000年近い木工事の歴史の内

で、歴代の大工たちが、前代の建物の工法を学び‘ 或いは改良を加え、

もっともよき工法をさぐりあて、後世に伝えたものが伝統工法であ

り、それこそ何万いづ大工の知恵の結品ともいうべきものを尊重

しようとするのである 。 もっとも、古い建物でも、感心する程うま

く手抜きした工法の建物があるが、それは今回はおくことにする 。

不思議なことには、こういった建胸は近世の例によくみられる 。建

築工法のよくない伝統は、このあたりから今日につながってきたの

かもしれない。今日寺社建築について、建築意匠 ・歴史 ・規 鮒 樽

に| 掬するもの、また各種仕口継手に関する著書は、多数刊行されて

おり、簡単に学ぶことが出来るが、先ほど述べたような、斗上端そ

すく手法とか、仕口に逃げ、をとる技弘等については全〈本から学ぶ

ことは出来ない。私の; 場合は幸いにして文化財建造物の修理にかか

わってきたおかげて克聞を拡げ‘ ることカ官l来たが、般の大工さん

にとっては、熟練した棟梁等の指導をうけて会得する以外に方法は

ないのが実情であろう 。

「名工にきく 」とい った表題の本をみると 、名工たちカf ぽつりぽ

つりと、仕口の納まり等についての秘伝をもら しているが、誰かが

これを集大成すれば、それこそ立派な教科書: になるのに とも思う 。

しかし、 一般の指i拝者といえども、その発想は内装建築の考え方

であり、次項の「ものJ でもふれるが、木材の縮みを考えてか、柱

への横物の仕口は、 1] 同者判士口をさけ、安易な大入れとし、足らな

い処は金物で引っ張り組み固めようとするのである。

今日、屋根瓦の耳誉えをする場合、瓦を一枚一枚孝11ぎおろし、 一再



用瓦、不再用瓦を選別。再用材については棚に保管し主F上げに備え

るより( 文化財建造物の修理の場合は、当然のことながら瓦そのも

のを文化財とみて、できるだけ蒋用しようとする。) 瓦を一括してお

ろして磁諜し、新しい瓦て茸〈方カrHii 奇的に有利となる。工事毛? い

かに省力化するかが、施工者の運営の方針ーとなる 。 したがって、木

事についても、可能な限り機械化を考える。縫等の l曲線部分も又

仕口についても樹成加工とし、純粋の手加工は特別の場合以外は行

わないようにし省力イヒをはヵ、る。

このような時代において、寺社建築と し、つでも伝統的工法にこだ

わるのは、一種の時代遅れと 言われるかもしれない。継手について

も、 J樹酎J日工することを前提とした仕口が考えられている 。

ただ伝統工法の知恵を、何故そのような工法にするかを考えては

い 、と思うのである。寺社建築い、うのは、建物の性絡上、大変な

努力と、費用を伴う。したがって、他の建物より数倍の寿命を持つ

ことを要求される 。十年単位て。なく百年単位で考えてほしいと思う

のである 。

「もの」についてふれよう 。木工事の材料としては、特に化諸島|オ

については、加工のし易さ、強度及び木肌の美しさからみて、ひの

きが最良と思われる。寺牲建築の場合、前に述べたように部材オ吋去

が大きく、大径材て且つ長尺の材料にたよらざるを得ない。 この場

合持殊な材料い、う ことで、削ilGも高くなり、又昔みたいに材木屋

さんの土場に良材が大iJI に保管されているものから選択するという

わけにはいかず、注文後、 山から伐り出すということになり、花! 操

した良材を求めるのは極めて困難な状況となってきた。 この場合、

施主のよ Lt t " の理解がないと、製材品を一皮むいて一年五L上手色燥と

いう ことは困難となる 。予算の関係から 内地産材をやめ、外地l韮を

使用する場合も事|背は変わらない。工期に迫られ、充分の乾燥材で

ないものを涙をのんで、使用することになる 。建物引渡の時は、ぴち

っと張られた床板が、何月か経つての完成式のH寺点て隙聞を生じて

いるのを見る H寺は、式場から帰りたくなる ことがある 。てやは E うす

るのか、集成材てやこれをカバー しようとする 。

普から大工の言葉に「百年一分」ぃ、うのがあった。つまり外気

にさらされたオqオは百年て約 3耗磨耗するい、うのである 。 このこ

とは塗装を施されていない建 ｾ ｊ 部材ではつまり証されており、 言 い

えて妙と思われる 。 この言葉を逆手にとれば、厚み 6糎ι U二の天然

材を外装に用いれば、計算上は2000年、 実際は 5 ・6百年は保持さ

れる ことになる 。 R C 造や鉄骨造の寺社建築の場合、この考えを活

用し数陳の建物制土ヒけ、たが、今後は構造材、イヒ* 尉オと仕分けた木

造の寺社建築を試みようと思っている 。

寺社建築というのは、一種のそニュメントであるから、効をあせ

ることなく、長年月をかけてじっくり f土上け、ると 言 う方法より手が

ないかも知れない。f d丘は、そのように施主の方に理解を求めてい

るが、逆に工事監理の期聞が長くなり、設計者としては、辛いこと

もある 。

内地産ひのきが高側だといっても、それは無節のきれいな材料を

求めるからて、あって、強度に支障がなければ節のある材料でよいと

すれば単価は驚くばかり安仰i 1: なる 。宮崎県で奈良正倉院を現寸大

て復原したが、柱径60粧、校木寸法30糎の材料すべて節ありとし

た。単価は安〈予算的にうまく納ま ったが、出来上がりは案じる程

の事もなく、ま11って節のあるこ t ヵヲ税制として喜判所をうけること

になった。実際古建築をみると、節のある材は、 E んどんイ変われて

おり、無地材にこだわるのは、材料のない今日、考えを改める l侍4明

にきているかもしれない。

以上、木工事にたいして述べさせてもら ったが、和丘古建築の現

場案内をすると桧皮葺の質問をよく聞くので、桧皮耳について若干

ふれておく 。桧皮葺は言葉どおり桧の皮て葺くわけであるが、桧皮

は立木のひのきの皮をそのままは使用できない。即ち - EI外側の粗

皮を恭IJぎ、その上で内から生長する新しい皮を最IJ いでイ変用材料とす

る。塾通新しい J支が生長するのに 7 ・8 年かかる 。桧皮の材料がな

いと説明すると、皆不思議そうな顔をする 。 日本中いたる処にひの

きがあるのに何故と思うからであろう 。桧皮は杉皮のようにどの木

からもとれない。 それように育てた木でなければならないからと 言

うと 一応納得してくれる 。

同じ植物性の屋根でも「こけら」葺は杉材があればそれを割るだ

けでなんとか需要にこたえられるが、桧皮の場合は限定された自然

料であるだけに困る。

普通寺社の新築工事の場合は、法第22粂の規定もあり、特別な場

合以外は桧皮葺とはしない。文化財建造物の場合は、前代のイ士厳を

踏襲しなければならず、もの及びひとについて種々苦労しておられ

ることと思う 。

桧皮葺工事の未来については、私 li 永枕| 生はあると思うものの、

楽観できないものを感じる 。

( おおむり けんじ)
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[各論]

数寄屋建築

吉 江 勝 郎 + 日 向 進

福井工業大学建設工学科 助教授 京都工芸繊維大学造形工学科教授

“草" の建築技術の数寄屋

日本建築に用いられる用材は、製材した角材の「角物J と自然の

丸太に代表される「丸ものJ 1 : に大別することができる 。技術にも

“真 ・行 ・幕" があり、堂宮の技術を“ 真" とすれば、茶室のよう

な 円しものJ て造る丸太普請は、まさに“ 草" の技市町、あるい、ぇ

る。

数寄屋とは丸太普請、すなわち丸太を使う建築のことである 。丸

太を使う技術が数寄屋普請の特色い、ってよい。 そのような技術を

デザ、インと結びつけて育て上け、たのが茶の湯の建築て¥数寄屋特請

の主流は茶の湯普請である 。数寄屋は造形の基調から、おのずと il 珪

快、話航凶なイ宇まいが形成されねばならない。書院とか広聞において

は、軽快でかつ開放的な構成が3要求される 。すなわち屋根の勾配緩

〈、 jl 汗は深〈、柱は籾lい。 そのため壁j享は薄〈、外に現われない昔部li 1  

分の構成に格別の工夫ををｾＨ凝疑らさね ｬば工ならないのカが主数寄屋の特特吋性ててで、 ρ 、あ

るム。 その特性 iは比まム、

術は高度なものとして成熟をみ、今日、木造建築技術の粋い、われ

るまでに発達を遂げてきたのである 。

数寄屋建築技術の特色

数寄屋普詰の特色は先述のように丸太造りにある 。 そして細い丸

太に部f い壁を付けなければならない。商皮柱の場合は上まてやつらが

あ っ て 限 り J もはっきりするが、メは柱であると壁が被ってくる 。

しかし散りが適当に保たれないと格好が悪い。 2寸 6分の柱で内外

に7分の散りを見れば7壁厚は 1寸 2分となる 。 このような薄い壁を

貫て支え、貫て草111部を完全に固めてしまうのが茶室の基本的構造で、

ある 。壁j享を薄くするために、笠貰は横貫に重ねることなく縦検に

組み、小舞は貰の聞に仕込む、切壁下地とする。 そして荒壁は賞の厚

さのなかで納まるように塗り上げる 。 こうした強固な貫仕舞や切控
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工法は、近代になって発達したと推測される高度な技手f . fである。工

匠たちは この貫にも狂いを生じないよう材料を l印床し、鋸で「おき」

を付け、面を取るな E して壁土が馴染みゃすくする 。

丸太で組み立てる仕事には、角材の普請 とはまた違った特有の技

巧がある 。丸太の場合は、角材のように表面を平滑に削り上げる苦

心は少ない代りに、皮肌の持l床を生かし、木地のもつ自然な l床わい

を引き立たせる木造り加工が生命である。角材に比べて丸式普請の

むずかしさは、不統ーなメしみをもっ丸太と丸太を組み合わせるとこ

ろにある。丸太同士を縄で結える原始的な方法はまだ丸太普請とし

ての技術以前のもので、角材と同様に、丸太1 : 1L太を合理的なイ士口

で緊結していくところに、 1ct 千jpi 宵持有の建築技術がある 。

丸太は人工的に製材された角材と奥なり、自然のもので、凶「面は

もと すえ

変形した円形をし、本( 組) より末( 先) の方が細くなって、大なり 小

なり曲りを帯びている 。 そういう不均 ｾ 性の材をもって、水平と垂

直の骨組を形成しなければならない。すなわち、柱に対 し落掛、鴨

居、廻縁、そして下げ束とい った部材は、角材て組み立てられると

きと 同様、相互の寸法をうまく取り合わせて いくのであるが、自然

の丸太であるところに、寸法だけで片付かない取り合わせの妙技が

必要となる 。 そして柱をめくやる構成材の取り付〈微妙なふかし加i成

そこに生ずる散りの凹凸加i威力f、座敷の意匠を浮き立たせるのであ

る。 また部材の取り付き方も、井l式と角、丸太と丸太がT 字形に 出

会う時、 ごく自然に交わるように取り 付けねばな らな い。 そのため

柱に水平材は刺り付けるのである 。丸太の場合、引付けが原則て¥

大入れにしたのでは両者の取り付きが死んでしまう 。あくまでも自

然な姿に見えるように、 二つの昔li材の質や太さ細さの力ni 威主? 見合わ

せて加工するのである 。

落掛や鴨居は丸太柱に胴付に納めるのを通例とする。柱の丸みと

太さに対し、適切な見込寸法でないと柱の程よい位置に取 り付ける

ことが出来ない。見込寸法が大きくて切商の木口が余り多〈見える

のも不自然なものであるし、柱へのかぶりが少ないのも不安定に見

える 。引l付けの技法とともに、昔日材相互の取り合わせ方には、相 当

の熟練と心入れが必要である 。

メじk普請の中てや一番基本の作業は、柱作りである 。本と末と太さ

の違う 曲りのある 1ct( 二、壁カt1; J き、 戸襖が建て付き、また権、落

掛、鴨居などが取り付き、畳を敷き込むのに、どうしても1 -1柱に平

面的なつらが必要となる 。必要に応じて適切なつらを施すことによ

って、一般的素材としての丸太が、建築を組み立てる柱に生まれ変

わるのである。また、つら付けは、柱の表情を生u ' 意匠的要素でも

ある 。

このような丸太の柱作りには、幾何学的な技術に加えて、彫塑的

な感党と造形力が必要である。



こうした丸太普請ならではの丸太加工のこまやかな技法を通じ、

茶の湯の心意気を建物の随所に注入するこ t になるのである。それ

だけに、工匠の洗練された腔性と技伺に倉IJ 定江夫を凝らすことが求

められる 。 そこに“ 草" の建築技術の極みがあるのである 。

数寄屋建築の隆盛と現代

数寄屋普請が円熟し、技術的にも最高潮に達したのは、明治から

大正、昭和] 前期にかけてて、あった。京都南禅寺一帯に営まれた近代

の山荘にも、そうした数寄屋の精華の止掛目を窺い知ることカfできる。

たとえば、市田株式会社の創立者市田弥一郎の営んだ日持包山荘」

( 明治39年、 ft ! 梁島田藤吉) 、塚本与三次の営んだ 「清流亭J ( 大正

初年頃、械設上坂 ｩ 芙 ｊ 欠 ｾ ｉ ＩＩ 、野村財閥軒位した実業家野梢辱七Ｈ得

庵) の営んだ野村事雲荘( 昭和 3年 、 棟 梁 制 機J欠郎) などが挙げ

られる。茶人であり、普請を好む数寄者であった当時の施主たちは、

茶の湯全般に高い見識をもち、茶の湯をたんなる趣味以上に生活の

支柱として l吸収している人たちて、あった。茶の湯だけでなく、彼ら

はまた建築や庭についてもなかなかに造詣を深めていた。 t くに普

請の経験の豊かな人 I. : i : 、材料の ことから大工仕事の ことまでよく知

っていた。毎日、槌の音を耳にしないでは淋しくていられないま買い

の人たちでもあった。

こうした山荘の主人に代表される当時の施主たちの溢れるような

趣味や教義、意匠心等によって職人たちの作風や技術はますます磨

かれ、極められていった。当時の施主は、茶匠にとっても、工匠に

とっても、手ごたえのある相手であった。 このような施主の存在が

あり、そこで請われた数寄屋普請の質の高きが、技術の水準を高め、

伝統を育てる上に力があったことを、知る必要があろう 。ほんとう

に数寄屋普請にかけての玄人らしい施主、そして優れた茶匠、工匠

が存在していたのである。

茶の湯に相当な見識をもっ施主の相談相手とならなければならな

い茶匠は、施主の抱〈構想、とか希望を、茶の湯の立場から取りまと

め、秩序を与え、筋の通った使い勝手や意匠を考案する 。茶匠が依

頼される内容は茶室や露地 に限らず、それを含むー画、さらに屋敷

全体に及ぶこともあった。茶匠の源泉は茶の湯そのものであって、

茶の湯の礼儀f' F i 法に即したイ史い方、茶の湯の心に合った構成意匠を

展開するもので、あった。実践では間取りや立面図の作成だけでなく、

建築的技術の領域にまで理解が及ばね lぎならなかった。そして、 一

分一厘の遠いを選択することを迫られる茶匠にとって、やはり実物

を通じて眼を鋭 o断廉することが、一番必要であったにちがいない。

こうした建築の基礎的な知識と感覚引制尋したうえで、創作の市断凍

に進んで、し、ったのである 。

茶匠の創意を支えたのが、工匠の校中 ｾ ｔ である 。 千 利 休や古田糊 日

らの|時代以来、茶匠が倉IJ作能力を培ううえにも工匠の協力が必要で、

あった。 とりわけ、構造上の問題には工匠の技初守協力が必要て、あっ

た。双方の技術と感覚は、茶の湯の世界て互いに交わらなければな

らない。そこに、数寄屋師 いづ工匠の分野を発生させたのである 。

数寄屋普請の専門ではないが、堂宮とかIDT家の仕事の傍ら、この方

もこなすいづ器用人が相当いた京大工の中にあって、昔の棟梁と

現代のアーキテク卜を複合したような立場の、少数の数寄屋師が数

寄屋普請の技術的水 準 制1摘し、高めてきた事実がある。

京都では、江戸時代末からその名を知られ、幾代か続いたオ吋4清

兵衛はよく知られている。数寄屋師は、茶匠の好みを受けとめ、そ

れを実際的な設計に具体化 し、建築的に優れた造形仁まとめ上げる

アーキテクト的立場の一方で¥材料の選定から、職人の仕事のすべ

ての工躍の監皆に当たり、| 時には自ら工具を手にして技術を工夫し

た。輩下の職人の多くは茶の稽古もして茶の湯の雰囲気になじませ、

普請に心入れの犬切なことを認識させた。作業場には、 他の職場と

は全〈異なる雰囲気が漂っていた。 そこには、驚くべき早熟な技術

の上昇を可能とした父祖代々の技術経験の蓄積が背景にあったので

ある 。工房には、数寄屋普請のあらゆる精搬な技術や手法が用意さ

れ、実行されていた。 そうした数寄屋師の造形l浪と技術は、茶匠と

の協同以外の仕事にも展開され、茶匠のft行も可能とした。南禅寺

一帯に営まれた近代の山荘をはじめ、幾多の数寄屋造の邸宅に数寄

屋の全盛をもたらしたのである。し: かし、茶匠、工匠の権威 t もど

も、戦中li 没後の社会では顧みられなくなり、最も充実した模範的な

彼の工房も、戦いの激化 とともに閉鎖消滅 したままとなっている 。

今では、ここに述べたような茶匠や工匠の姿は、もう見当たらな

い。茶道界も建築界も大きく変化し、茶匠や工匠のあり方も変貌せ

ざるを得なくなった。茶の湯の力 制ヒは茶匠にも新たな使命を課し、

かつての職能の対備を困難にし、施主の気質も変わった。数寄屋普

請を志す技手f < 渚はけっして少なくな し、が、高度な7陣制，: ( 備し得た

かつての数寄屋師はi診をひそめた。技術を啓発する茶匠は後退して

いるし、歯の立たないような施主もし、なくなって、技術者には実に

気楽で安易なl時代がめぐってきた。

高い伝統的な技術を紺持し、発展させていくためには、現在の建

築界はあまりにも困難な問題と障害をかかえている。経済|企の追求

は、工期短縮による経費削減をめざし、宝物の多用、 i安い柄穴にボ、

ンドの併用など、合理化、効率化 と称する技術の簡日創出 竜馬代の木

造建築技術の理念となっているかに見える。また明治 ・大正 ・昭和

l酬の高級普請カ曹長成してきた美材主義は、銘木を精選し、素材の

持昧と美しさを競い合う風潮のなかで、銘木の生産も上昇した。大

工技術もそういう銘木の生かし方に応じる方向へ向い、“ 草"の技術

の低迷をもたらし、今日に至っている。美材主義は用材のお制ヒの

もと、木質材料( イげ庄合板) の大量使用をもたらし、ムク材 t は異

なる美意識をもつくった。

古典の茶室に使われている丸太には銘木に相当する材は少ない。

質素な: tct カf使われ、それを生かすぺ〈創立工夫された技術によっ

て妙味のある茶室となっていることを見るし伝統的な本来の技法

の復活が工匠の世界に待ち望まれる 。中村昌生博士が指摘されるよ

うに、 「深い伝統の思索にもとづく茶匠の定l躍し父祖の磨き上げて

きた技術の高さに、改めて脆 くという謙虚さがなくてはならない。

そこから伝統を受け継〈守現代の技術の模索と創造の境地がひらけ

るJ ところに、数寄屋建築の未来カ咲月待できょう。

( よし λ かつろう)

( ひゅうがすすむ)
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[各論]

京町家の流転

望 月 秀祐

京町家再生研究会会長

地震のまち・京都

いまから約八百十年前、文治元年 (1185) 7 月に発生した地震( マ

グニチュー ド7. 4) は京都東山( 五条付近) を震源地とした京都にと

っては恐るべき巨大地震であった。平成 7 年 1 月17日の兵庫県南部

地震 (マグニチュー ド7. 2) の 2倍のエオ、ノレギーて、あった。東山を南

北に 走る花折断層の南端に発生した岩盤のＱ￮ｉＮｫ ｔｲｾＧによるも のと，忠われ

る。

その年の 3 月、壇ノ浦の合戦で平家の1 J J . が源氏の軍に出減させら

れた大異変の後だけに、京洛の人々はこの大地震を平家の怨霊 によ

る崇りではないかと恐れられた。

この大地震により洛東一帯の堂塔はことごとく if lJ 嬢したと伝えら

れる 。特に百年前の1084年に建立された法勝寺( 現在の左京区岡崎

の市立動物園の位置) の八角九重の大搭( 高さ 82メート ノレ) が中間

階の 4層から上部がくずれ議ち、正にこの世の終りのような惨状で

あったという 。

しかし、鴨川を隔てた西側の洛中のIIIJ 家がどのように擢災したか

記銭が定かでないが、ほとんどの町家が倒出したものと推定される。

板葺き屋根の京町家

中世までの平安京では、寺院や城の屋根は瓦茸き、千11I社や公家の

屋敷の屋根は桧皮葺きであったが、 IIIJ 家は板葺きの粗末なものであ

った。そのうえ応仁の乱 (1467- 77) で平安京が焦土と 化し、 公家

を中心とした上 U二京) の町と、商工業のIII J ;家が並んだ下( 下京)

の町に二分された。

ｬ 成田 ｬ 寺代の京都を描いた ｩ 各 Ｑ Ｚ ｉ ｾｩ 各外図界風のなかでも上杉木は最も

すく守れている。上杉本にみる l町並みは美しく、屋根は村反が整然と

貼りつめられ、そのうえ制割りの竹ぞ絡子状に ｫ ｊｬみ、ＩＡｾで飛ばぬよ

うに石を置いている 。戦国時代の地方の武将は 「京の町づくりをま

ねる」ことが権力をA樹寺する 'うえで必要であると考えられ、各地で

ｾ耳き屋根の 町並みが京者 Ｑｉ の石置き板耳き屋根に 似せた町並 みに改

造された。

しかし、永録 2 年 (1559) 、イエズス会の司祭カ。スノ f ーノレ・ヴイレ

ラは、都心に近い四条西洞院に一軒の家主? 借りたが、今にも倒れそ

うな椀っ立てノj 、屋て二壁は細いままでや囲っただけ、屋根11誌で耳いて

あったが、雨が降れば漏れる馬小屋同然のひどいものであった。、

時の貧しいPIJ 家は この程度のも のであったであろう。

現在の四条西 ￬ｾ Ｎ貯じ付近は商 業 地とし て大きく発展している 。 写真

1 はその付近に明治期に建てられた町家( 鉄問屋) をそのまま生か

して、数年前に京呉.]j 由吉に再生された建物である 。
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秀吉の三大都市改造

天正15年 (158η 、豊臣秀吉は上京の大内裏跡に壮麗な猿楽第( じ

よらくだい) を造営 し武威を誇示した。その 3年後の天正18年、天

下統ーなるや、直ちに三つの都市改造をはじめた。まず、方- IIIJ の

街区の多くを東西に二分してタテに道路を割り込ませIIIJ 家づくりを

容易に した。さら に洛中の大きな境内地をもっ寺を東の寺町、北の

寺之内に強制移転させ、 IIIJ 家づくりの発展を促がした。

最後に、天正19年 (1591) 、秀吉は鴨川の西側( 現河原町通の西側)

や右京の紙屋川の束。! l Jの京洛の周辺地に土堤を急ぎ、築造させた。世

にいう「お土居j である 。 この 「お土居J の築造は河川の氾 らんを

|坊くやことに役立ち、急速な市街化をもた らした。

この三大都市改造により、応仁の乱後、上の町と下のIIIJ でわずか

3万ぐらいの人口 の都市が、 30万の人口を擁する世界有数の大都市

へ発展していった。

慶長大地震

慶長元年( 1596) 9 月 5 日、 4 百年ぶりに京都に大地震が襲っ

た。震源地は東大阪( マグニチュー ド7. 5) であったので伏見に大き

な被害を与え、秀吉が築いた伏見城が大破した。花折 ・金剛断層線

が動いたとされて L、る。

この大地震による被害の甚大さから、以後屋根に瓦を葺くことを

禁ずる官布がされた。しかし、知也震は火事や水害と違って、その

発生間隔が長いため地震の ことが忘れ られて、寛永 (1624) のころ

には、防火を優先して町家に瓦が耳かれはじめた。本格的に屋根が

瓦耳きになるのは宝永の大火 (1708) 以降のことである。慶長大地

震 (1596) か ら4 百年経った現在、瓦葺きの京町家は一度も巨大地

震の洗礼を受けていない。

どんどん焼け

いまから約130年前、元治元年 (1864) 7 月19日午前 7 1時、術開を

厳重に警護する薩摩 ・会津の両務を主力とする[ 昼幕連合軍と、秘か

にl勝戦天竜寺の陣を発し突如御所前に姿を現わし御所へ突入しよう

とした長外|落兵との聞で、蛤御門前を中心に激しい! 被闘がはじまっ

た。世にいう「蛤御門の変J I禁門の変J である。双方が大砲を据え

て1砲撃したので Il!A:1i 包焼けj ともいわれた。

この市谷f戦のため、 兵火は北は御所付近から南は現在の J R京都

駅イ寸近まで、西は堀川|から* は河原町ま でが一面の火の海となった。

焼失家屋 3万 7千戸、焼失土蔵1500 というまれにみる大火となった

ので It' んE ん焼けJ ともいわれた。 したがって、現在の中京区 ・



写真| 四条西洞院の再生京町家
写真 2 下京区の文化財指定の京町家

下京区の町家はすべて焼失したので、洛中のこの区域内の町家で築

後 130年を超えるものはない。 しかし、東山区や上京区( 西陣) はそ

のときの戦火を受けていないので二築後130年を超える古い IOJ 家は

いまでも残っている 。

平成維新

平成 3年 (1991) 、京都の景観は幕末ともいえる滋雄力の剛羽を迎え

た。 まず、 1 月に市の新 しいまちづくり試案の発表、続いて京都ホ

テノレ改築( 高さ 60メー トノレ) の許可、京者問Rヒツレ改築設計競技て、高

さ59. 8メー トノレ案の採用決定、京都仰教会の超高層 ビノレ ( 京都ホテ

ノレ、京者間u の大反対運動、市まちづくり者議会の者五足、 12月には

京都ホテノレの強行着工 t なった。

平成 4年 (1992) 、市まちづくり審議会から最終答申書が出され、

景観対策を含む市の新 い、まちづくり方針が示された。92年はまさ

に京都の景観に とって平成キ僻庁の年であった。

この年の 7 月17日、祇園祭の山鉾巡行の日を選んで¥私たち 「京

町家再生研究会J が発足した。構成は若手の学者を中心とした研究

スタッフ、計|亙l ・設計を担当する活動スタッフ、研究に参画する有

識者による協力スタッフの三本立てて" ， 20数人の少数( 現在は約80

人) であった。

京町家再生研究会発足の椴文

千年の古都 ・京都は、各時代ごとに公家、社寺、町衆の美意識が

融合して優れた文化を形づくってきた。なかでも、まちの根底を支

えたのは、伝統産業を中心として商いをしてきた町衆の力である 。

そこには商い t 住まいが見事に調和した町家があり、町衆が結束し

た町衆IIIJ があった。

しかし戦後の京都は、戦災を免れた賞重な伝統的111]家が官並み

に壊され、京都らしさを象徴する町家町が無残な姿を呈するに至っ

た。

このように、いま京都のまちは、まちづくりの重大な転梯羽に立

っている。市も市民も本気にな ってまちづくりの見直しを考えるよ

うになった。

私たち京都の建築仁携わる有志は、この京都の無残な現状を憂え、

急、ぎ相寄り、 意見を交わ した。その結果、京を特色あるまちと して

残していくためには、まちの近代化と京町家の再生、そして両者の

共生が五色対必要であるとの結論に達した。

私たちは、京町家を保存し、修復し、または近代町家化すること

一京町家再生 の担い手となるこ t を決意した。 そして、この会は

単に調査研究にと E まらず、実地に実践することを目的とする 。

京町家の現状

昭和63年の住宅縮問査によると、京都市における住宅総数は 51

万6320戸、そのうち木造住宅は24759950戸で全体の48. 4パーセン

トを占 めている 。 また、建築時期別住宅数について、終戦前に建て

られた住宅は 8万2160戸で、全体宅戸数の 15. 9パーセントを占めて

いる。

京町家の伝統的様式を残している町家は7224戸で意外と少ない。

そのうち市文化良材旨定登録がされている町家は指定有形文化財が

14件、登録有形文イ回オが 7件である 。 このうち伝鮒均な京町家はわ

ずか 51牛である 。

町家再生の実践と課題

私たちの「京IIIJ 家再生研究会j は発足して 5年を経ている。その

問、月例の研究会 ・見学会を休まず続けている 。 そのほか活動スタ

ッフが中心になって、町家再生についての相談を受け、町家の保存・

4断夏 ・用途転用などの他に町家保存を条件とする売却のあっせんを

実践している 。 その成果は成功するものもあれば、不成功もあり、

苦しみに耐えながら N P O ( 非営利組千制活動を続けている 。実践

をしてはじめて町家再生の方策が判ってくるものと考えている。 そ

れでも町家再生を阻む問題点が多い。

第ーには、建築基準法上、 京町家の外壁 ・軒装の木造イ土上げカT許

されないので、増改築をしようとすると京IOJ 家の特色ある建築様式

が残せない。

第二には、文化財として価値がある大きな京町家は相続するとき、

税制上財産の平等化を狙って過大な相続税を支払う必要が生じ、多

くの京町家はこわして処分することになってしまう 。

第三には、京町家主? 文化財として残そうと努力することが、京町

家の住み手の意向を無視するおそれがある。物を残す ことも犬切で

あるが心の方がもっと大切であることが判ってきた。

第四には、文化財指定があると4鋭善費助成や税制上の減額措置が

あるが、指定の取消し力主要t しいこと、公的買上げのみちがないこと

から、文イ印材旨定町家の住み手が困っている場合が多い。

登録有形文化財の京町家 ( 写真 2 ) の住み手が、公的制度の不備

を嘆きながらも、私たちの研究会活動に参加した結果、文化財指定

解除の請願を止めて、みずから町家を守ることを決意された成功例

もある 。

京町家生再の道はまだまだ速い。 しかし、努力を積み上げればそ

の道は必ず聞けていくと信じている 。

(もちづき ひですけ)
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[各論]

遺跡における建物の復元

細 見 啓三

(賜文化財建造物保存技術協会参与 一級建築士事務所 「歴史建築舎J 主宰

歴史的痕跡ともいえる追跡、を保存し、かっ その利用と活用とをは

かるために、発掘調査等によ って判明した建物跡にかつて有J在して

いた怨物を直接復元建設するい、う方法がある 。 こうすること によ

って往時の姿を視党的にとらえることがで3 、そのことが追跡への

攻解度も深められるだろうとの試みて、ある 。

しかし、 一概に追跡といっても、縄文 ・弥生の建物跡、をはじめ、

古代寺院か ら近世械館まで並べると、年代的にも長期間にわたるし

またその対象となる建物の種類も多岐にわたる 。が、復元い、う行

為によ って原風景を再現しようとする意図はそれは E わかるもので

はない。 ここでは、今秋竣工予定の平城宮朱雀門を? とりあけ¥そこ

から派生する ｮ Ｍ ｾｬ 国 ｊ 去をいくつか 抽出 してみることとする 。

いうまでもなく朱雀門は、奈良H寺( - 1: : を通じて国の中心であった平

城宮の正門にあたり 、 ここで外国使節の送迎や、 天皇の出御のもと

に朝賀の儀が行なわれたと ころで、平城宮の中でも大極殿同様最重

要な位置にあ った建物である 。昭和38 ・39年の発掘調査によ って、

門の紺釦封筒子5 問、染問 2 問( 各柱問 17尺) あり、門の左右には平

城宮をとり囲む築地がとりついていたことなどが判明した。翌40年

これら発掘調査の知見によって縮尺 10分の l の復原模型がつ くら

れ、その後復元のための調査研究が意匠 ・桝造の両面ヵ、ら検討され

ていたが、平成元年にいたり基壇の復元工事を、そして平成 5年か

らは建牧ρド体の復原工事 をはじめるまでに進んでい ったのであ った。

造営記録が制限に等 しし、古代建築にあ って、も っ とも 重要なのは

発掘調査で得られた知見である こt はいうまでもない。 この朱雀門

でも 、建築の掛英をはじめ、基壇の大きさや礎石の形態、 屋中艮瓦の

存在とその形式などがあきらかとなり、復元の手がかりとしては先

写真 l 復元建設中の平城宮朱雀門
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ずこれらにいかに語 らせるい、うことからはじまるが、残念ながら

当然それには限界があり、いかに既知のものから未知の部分を導き

出すかが次の段階であった。幸いな ことに現在奈良H制ての建立にな

る建物が3otJ，lg'支っており、これらが未知→住定部分ーへの有力な示

唆を与えてくれた。 また平安宮を描く絵巻物の存在も大きし、。

これらを復元資料としながら幾通りとなく復元図を重ね合せて順

次実施案へ迫るいづ過程をふむ。 この結果、意匠面については比

較的早い段階てや固ま ったものの、構造面は相当の迂余曲折を余儀な

くされた。 それは古代的架精による構造そのものではどうしても構

造的に脆弱な部分があらわれ、それをいかに克服するかという問題

て、あった。当初は柱の中に鉄ノ f イプを通すという思い切った案も検

討ーされたが、やはり純木造て可野亡すべきだとの当初理念が再刊儲忍さ

れてからは、この鉄' 削* 用案は潰え、純木造プラスオc材による補強

がもっぱらの検討議ザ壇とな った。 この結果実施案としては、奈良時

代の朱雀門カ芳雄まで存続していたとすれば、それまでに E のよう

な補強がなされていたのてあろうかい、う発想、から、例えば我国最

古一ひいては世界最古ーの木造建築である法隆寺金堂 ・中門での補

強方法、特に見え隠れとなる 小屋組部分における束や貫の補加材投

入による慶長H寺の補強や、 1肝の垂下を防ぐために室町|時代から多用

されることになる枯木 (はねぎ) の採用等、中世 ・近也て、1新しく開

発された工法をこ こにとり入れることで一応の案がまとめられた。

しかし、それはあくまでも古代の意匠や構造に変更は加えない上で

という粂件がついてのことである 。

次に建築基込1尋去との対応、の問題である 。指定文イ倒建造物は法 3

条によ って適用除外とされているが、たとえそれがかつては存在し

写真 2 同左



ていた建物であっても新たな復元となると新築の扱いをうけ、法の

もと におかれる。 その結果、法21条にいう木造としてはならない大

規摸建築物となり、これを建てようとするど法38条による建設大臣

の認定が必要となる 。当朱雀門においては結果的には、しかるべ き

補強 シス テムを確立 した上、あ らため て構造計算制子い安全性制定

認ののち大臣認定を受ける にい たった。 したがって、 ここでは朱雀

門と同じかあるいはそれより大規撲の現存二重門が在来工法の まま

何百年もの長期間厳然 t 遺存しているいづ現実、いわゆる経存期、リ

はまったく考慮されていないことになる 。 また、軒その他軸部以外

の部分てやは在来:; ; f柑造の手法を残す ことと もなった。

先にあくまでも 純木造の理念を尊重するとの基本方針をのべたが、

実際建設するとなるとはたし てこれだけのオ寸オが入手できるのか ど

うか当初は一抹の不安があったことはいなめない。イrJ1t材が590m
3

、

野物材が360m
3

、しかも直径72cmの柱18本をはじめとするいわゆる

大径木 ・長尺物が必要で、ある 。幸い にして今回はイげ掛4は地元吉野

を中心とし た内地桧、昨物材は青森 ヒパときめ、それぞれ必要量が

石倒呆てやきたが、今後同じような粂件でこれだけのオcj オがまヵ、なえる

かどうかの側章はない。長期的見通 しを立てた上での植オ将十匝lが望

まれるところである 。

一方、技術的な蘭については現左の ところではほ t んどが解決で

きるもの t の思いをもっている 。それは、設言十にあたっては明治30

年以来100年におよぶ文化財としての歴史的建造物の修理経験やそ

の記録が、今や我々 にt つては何物にもかえ難い大きな財産 として

蓄積されて いることがあげ られる し、また施工にあた っては本格的

木造建築としての神社 ・寺院等の新築例 もわずかではあ るが増加の

きざしが見えた ことによる 。すなわち、前者からは今や特定部分の

様式差や継子 ・仕口;等の細部形式にいたるまで、 各 時代による 分類

も可能であり、建物復元の時代設定さえきまればそれなりに対応す

ることができるし、また後者そからは仕事の増加量が人員の石街呆と

育成 とをうながし、それが伝統的木造建築の技術伝承にもつながる

い づ 循環作用を生み出す好結果 となるに違いないからである 。現

在あらゆる現業分野てゆ後継者不足カ叩乎ばれている中、少なくとも

歴史的な木造建築に限つては、発注される仕事量が即技術伝承につ

ながるものとの考え方である。要は恒常的な仕事量カf いかに世に送

り出されるカ 3 にかカヨっているといえよう 。

最後に、今回の朱雀門復元工事に際 してのこだわ りを一つ紹介 し

よう 。 それはイげ尉オの表面制土上げるにあたって、すべて古代の工

平城宮朱雀門完成予想図 奈良国立文化財研 究所提供

具であ るヤリカ ンナをもち いたことである 。ヤリカ ンナは現在の台

カンナ以前のオ寸M土七げ用工具で、これまで古 墳か らの出土品や正

倉院の伝世品、または中世の絵巻物等で知られていたのを、法隆寺

の昭和大修理のとき これ らを参考として新たに造られたいわば昭和

復活工具の一つである 。平城宮の用材の多くは伊賀 ・甲賀の山から

伐採したものい、われる 。各現地の山作.pfrで、半製品に仕立て、木津

川 を流して陸上げした後平城宮で規定寸法に再調整が行なわれたも

のと思われる 。 この時の調整用工具を使用順に並べれば、 ナタ→チ

ョーナ→ヤリカンナい、うことになる 。現今てやは電動諸工具の発達

によ って このうちの前 2工程、ナタ→チョ ーナの部分は省かれる こ

とか ら、樹戒できれいにした上てゆヤ リカ ンナ仕上げという ことに

なり、本来の意義は薄れたものの、それでも古代の工人の精神はヤ

リカ ンナを使う ことに よって{呆たれる t の思いは強い。

J ; ) _ 七、平城宮朱雀門を通じ遺跡における建牧昨夏元の様相をみてき

た。実際の建物を時に推定という不安定な要素を加味しながら設計

し、かつ建設する ということ は、復元図段階でのケシゴムすなわち

修正行為が建設段階てはやりづらいだけ仁、すべてにわたって慎重

かつ綿密な計画のもとて"1Tなわれなければならないのはもちろんの

こと、 表現て3 る復元案は唯一つに限られるい、う制約もある 。要

は当時の人間になりきって、あくまでも 当時の建築を忠実に手写現す

るこ t に務めるという一言に尽きるのではないかとの自戒の弁でこ

の干高をおわる 。

(はそみ けいぞう)
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[各論]

伝統的造園技術の伝承と今後の課題

山田 昌次

(紛日本庭園協会理事 花豊造園株式会社代表取締役

はじめに

伝統的造園技術を論ずるには先ず、造閣の歴史をひもい、て、そ

の成り立ちから勉強する 必要がある。

長い歴史の中で、造園の技術はそ のH寺代の流れを背景に発展 し、

ある時は停滞しある時は進化して今日の造園があるわけである 。

ここでは紙面の都合もあって、 とうてい、全部を書 きつくすこと

ができないので、日本庭園の成り立ちからはじめて、庭園史上、庭

園技術の発展に名を残した作庭家のことや造園技術の伝承に大きく

貢献してきた庭園の秘伝書の紹介、それに造園材料として欠かせな

い灯篭のことなど仁触れて、伝統的庭園の技術をいかに後世に伝え

発展させていくか、を模索したいと思う 。

日本庭園の成り立ち

日本に庭園がつくられたのは、文献に出てくるものでは620年前

後で、蘇我馬子の庭園が最も古いとされる 。

馬子は大和] の飛鳥川のほとりに家を建てi也営うがち、 島をつくっ

たと伝えられ、その当H寺の人々はその庭に大変興味をもち 「選る

お と ど

大臣j というニ ックオ、ームをつけたほどで。あった。

島は当時、庭園のことを意味し、 このことは日本吾記や万葉集に

出てくるのでいある 。

その後、奈良時代に入って平城京に多くの庭園がつくられるので

あるが、 その主なデザインは「海の風景」てやあった。池を掘り庭石

を組み、白砂を敷いて海の風景を表現したという 。

このように白砂を庭に敷く 手法はその後、今 日まで庭園美の重要

な要素の l っとして受け継がれているのである。

これら の手法を用いた代表的なものに、橘諸兄の庭園 (760年頃)

がある 。 これは日本庭園の基本的な構成カミこの時代にすでにでき

上がっていたことを意味し、やがて築山池泉式庭園として発達して

。

/、、
、L

 

794年、京都に選都されて平安時代に入ると、庭園は l 段と 発展

し、日本庭固として確立する 。

そもそも、京都に選都された理由として、①交通、水運に便利、

②山紫水明の景勝地、などがあげ られる。一方、洗練された庭園が

発達した理由として、水が豊かで美しい 山並にすくやれ、さらに森や

池、 川 などに恵まれた良好な自然環境をもっていたからである 。

この美しい自然環境は庭石 ・庭木 ・砂など、すばらい、庭園材料

を大量に産出し、さらには変化仁富んだ地形や山並みは、借景とし

て巧みに利用されることとなり、 1000年の都の歴史とともに、他に

類を見ない庭園技術が発展し、継承されることとなった。

34 建祭と社会 ・1997. 5

平安時代前期は、まだ大陸からの渡米人に造園技術を学んて守いた

と思われる 。 例えば岨吸大覚寺に残る名古曽の滝は、 ｉｾ 剃 ｴ 天皇の御

世の承和元年 ( 834年) に完成したものと考えられるが、この滝の岩

組みは百済川成 (782年- 852年) と伝えられ、 j同庭湖を模してつく

られた大沢の池の石組みは、巨勢金問的l宛をふるい、石を立てたと

伝えられる 。

このことは 「山家集J に西行法師が 「大覚寺の金岡が立てたる石

をみてJ と題し、「庭の石に目立つる人もなからまし議ある様に立て

しおかずば」と詠んで、いる ことか らもむ島長人の活躍が明 らかで、平

安時代の文化人の聞で、も庭石の扱かい方がうまく書判ヨlであったこと

カすわかる 。

平安i埼イ4こも中 ・後j切に入ると、平安賞族の聞に日本人の手と技術

による建築と仏像づくりと庭づくりが最もぜい沢な趣味として流行

する 。例えば、藤原道長の平等院、藤原頼通の高陽院 ・藤原摂関家

の束三条殿 ・1斜卸寓寺などである 。平安H寺代は、これら建築と共に

最も庭園技術が発達したH制吃てや、寝殿庭園といわれている。

この寝殿庭園は、京都の自然景勝地に流れていた水脈や湯水、そ

れに池沼、森などが大いに利用され、造園に役立つのである。また、

やりみず

京都の地形は北から南に向って低〈、逃水は北から南へ流れ、寝殿

造りの建物の近くを浅く、さわやかな水の流れる音をきき、夏には

水に涼を求め、時には歌会を楽しんだのである。

これら寝殿造建築と寝殿庭園の関係を美しく描かれているものに

「山水図厨ニ脱会」神殻寺蔵があり、造水を美 しく描いたも のに 「北

野天神縁起絵巻J がある 。

歴史上の作庭家について

先に述べたように平安前期までは渡来人による作庭が目立つたが

平安中後期に入ると、平安貴族の知識人の中から庭園愛好家が出は

じめる 。 その 1人が楠俊綱である 。

彼は藤原頼通の庶子と伝えられ、子供の頃から父 ・車見草に伴なわ

れて造園工事の現場を見聞し、長年にわたって近畿一円の自然風景

の景腕也を見て歩いた経験に加え、その時代の絵師や彫刻家たちと

の交友な E の影響もあって、芸符而守な表現が抜群であったい、われ

る。

例えば、進水 ( 写真 1 ) や池を主体とした寝殿庭園て壮、橋が重

要な景観の要素となるので朱塗りの勾棚橋 ( 写真 2 ) や石橋のかけ

方を考案し、平地や傾がは也に石を配置することは、すてやに枯山yド様

と名づけている 。

これらの作庭経験をまとめ上け¥後世のために作庭秘伝書、 「作庭

記」を書き残したい、われて いる 。



その後、鎌倉H剖t のはじめ頃、僧侶の中から庭園をつくることを

半ば、専門とする人たちが現われた。 これが「石立僧」い、われる

人達である 。徳大寺法眼静意や伊勢房林賢などがそうであるが、彼

等は仁和寺に伝わる庭造りの秘伝蓄を 「山水並町形図J としてまと

めあげ、後世にヲ |き継いでいる 。

鎌倉時代のオ覗月頃に、この石立僧の中でも作庭家として第一人者

といわれる人、夢窓国師( 疎石) (図 1 ) カ宅見われた。国師は当初、

むしろ建築の造営を専門としていたが、後醍醐天皇の要請を受けて

京都へきてから作庭家として傑出した技量を発揮し、天竜寺、西芳

寺などの庭園を残している。後に国師の名をつけた秘伝書が多数出

版される。

この夢窓国師をT頁点として、石立僧は約300年余りの問、作庭活動

を行ない、日本庭園の発達に大きく寄与してきたが、やがて 15-世紀

になると、山水河原者が拍頭してきて、石立僧を圧倒する 。

山水河原者IJ. 庭者ともいわれたが、室町時代にその中から一時代

を副す作庭の名手 「善阿弥」とその孫、又四郎カ宅見われる 。この 2

人は人々よりもよく努力して技術を磨き、作庭に関する故事来歴を

勉強し、学穂を修め、沈滞知床であった貴B媒臨床の庭園界に庶畏性

の活力を吹き込み、庭に力強さを与えた功債は大きい。

彼は大きな池を造り、巨石を組む他、小石小木を巧みに扱った小

泉水の 「残山釆1] 7 則的な景観をっくり出すことなども得意とした。

彼らはその才能を認められ、将軍足利義政の寵愛を受けて、善阿

弥が97才て没するまで、数多くの庭園を残している 。鹿苑寺や輿福寺

の大乗院門跡の庭園などがそうである 。

これらの手法、作庭法は今日まて1脈々と伝えられているが、 この

あとも桃山時代から江戸期の賢庭、江戸時代の小堀遠州、明治大正

時代の小川治兵衛な E、傑出した造国家が活躍し、その伝統的技術

が匙綿 t して今に受け継がれているのである 。

写真 l 大覚寺。名古曽の滝からの遣水の復元

図 l 夢窓国師作庭図( 築山庭造伝)

庭園材料・石灯篭について

京都の風土は、洗練された庭園をっくり出すのに干抄ドをはじめ、庭

石、石造美術、など庭園材料 t して豊富にf掛合されてきた。

京都近郊の鞍馬石、貴船石、附 l漠黒石、白川の街膨石などであ

る。のちに室町時代には禅宗の自然観の影響を受げて、石庭や枯山

水などの石組に庭石類が活躍するのであるが、ここでは石灯篭につ

いて述ぺてみたい。

日本庭園て可野目される石灯篭は 2f重類あって、 1つは社寺の献灯

であり、もう 1つは庭園用としてつくられる庭灯篭である 。平安時

- ' T 、

写真 2 旧大乗院庭園。朱塗りの勾欄橋
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代には浄土式庭園が発達し、その要素 として仏堂前に池が掘られ、

そこには灯篭が置かれるようにな った。現存するものとして例えば

平等院阿弥陀堂前の灯篭やj判官噛寺阿弥陀堂前の灯篭がある 。( 写真

3  )  

これらは建築と庭園の景観をいやが上にも 美 しくマ ッチさせてい

る。多 くは戦乱や地震 ・火災、風雪などで失われたが後に修復され

たり復元されたり写しを作ったりして現在もなお、その美しい姿を

保っている灯篭も少なくない。

その後、鎌倉、南北朝を経て室IIIJ 末期から桃山時代にかけて茶道

的走行しはじめ、震な也の照明用に姿のよい古社寺の献灯を移すこと

がはじまった。高桐院の車問 11三斎の石灯篭( 墓碑) がそのよい例で

ある 。 また、江戸1I寺代にはいろいろな灯篭がテV 、インされ、考案さ

れて庭灯篭としてデビューした。(図 2 )  

例え附圭離宮には、 24個の灯篭カf配置されているカえ結賠H型、 三

光型、 三角型、水蛍、洲浜の岬型、 雪見型など、それぞれに特徴を

もった型が格好よく、その持場で庭園の景観を引き立てるのに役立

って いる 。

動丘、私もさる寺院から造園制砂防れ、使用する灯篭にあれこ

れ思い悩んでやいたが、結局、南北朝初期の作である橘寺型石灯篭 ( 7

尺) ( 写真 4 ) の江戸初期の写しが、うまい工合いに見つかり、その

姿が端正で美しく、笠のワラビ手の形や走り獅子、花菱の文様が上

品て、、、これをイ変うことにしたところである 。

灯篭をはじめ石造美術を用いる場合、よくよくの研究と経験、そ

れに目利きが必要である 。

今後の課題

日本の伝統的庭園は、日本人のはこる日本固有の文化の I つであ

って、庭園文化として受け継がれてきている 。

我々もそれを誇りとして、庭園のアイデンティティをしっかりも

って、その技術の向上と継承に少しでも役立ちた いと思って いる 。

しかしながら伝統的庭園は、戦後のi昆吉山月 ・そして経済の高度成長

期を経て日本の生活様式が、すっかり変化し多くの名園を失なう結

果となり、それと共に庭園技術をも っていた、すぐれた熟練者も激

減していった。

今や庭園の世界にも技術の空洞化が進んで¥庭園技術の伝承が危

機に瀕しているのカ宅問犬である 。 また、社会の変化と共にかつての

すく守れた庭園技術を理解する人が少なくなり、庭石や灯篭にしても

人造石やセ メン 卜造り のものが検行し、本物のわかる 人も少なくな

ってきたことも大きな問題である 。今後はいかにして優秀な指導者

を育て後継者を育成するか、そして技術を磨く 実践の場をどのよう

に与えていくかが大きな課題であると考える 。

誇 り高 〈絡調の高い日本文化の純作庭技術が衰退することなく、

ますます発展するにはどうすればよいか、腐心している今日この頃

て。ある。 ( ゃ ま だ しょうじ )
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1 、大党寺文主j

l 、作庭記

1、 築 山庭 造 伝

l 、体系農業百科事典YII 造 園 編

l 、i争E留楢寺庭園準備事業報告書
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写真 3 浄瑠璃寺庭園。浄瑠璃寺型石灯篭( 南北朝時 図 2 石灯篭図( 築山庭造伝) 写真 4 橘寺型石灯篭( 江戸初期) 、花豊文庫蔵

代) と作庭記に出てくる，州浜と荒磯の石組の復元。
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「伝統建築技術を守る人々」

屋 根

小 西 繁 俊

昭 和 10年、奈良県に生まれる.

昭 和27年よりより 従事

資格 ・所属

奈良県文化財指名登録

佐 藤 嘉 一 郎

大正 10: 革、京都市に生まれる。

昭 和 12年より 従事。

資格 ・所属

l 級左宮技能土

京都府左官エ協組、伝統建築技術協会、

京町家再生研究会

大 エ

斎 藤 光 義

昭 和26年、京都市に生まれる。

昭 和48年、鮒安井杢工務庖入社、現在

に至る。

白鳥公園茶室

(各言命執筆者、本特集企画担当委員の推薦による各職 9 人)

- 伝統技術

社 寺 の 紛 皮 立 杉 皮 立 柿 葺 な E全般

にわたって、伝統的技術を継承しつつ

i益事している。

最近では奈良春日大社の御造営工事に

携わ って いる。

- 携わった仕事

奈良春日大社移殿

清浄門

内侍門

- 伝統技術

伝 側 提 官 技 法 を 継 永 数 寄 屋 、 土 蔵

町家の壁工事を施工。施主に喜ばれる

仕事を残すことが目標であるとともに、

次代を担う後継者の育成にも努めてい

る。

- 携わった仕事

鶴屋吉信本庖

川西市市庁舎

広銀迎賓館

鶴ケ岡八幡宮投資殿

旧二川本陣

圃伝統技術

伝 統自休工技術の技能断尋を通して、

各地の公共茶室新築工事に携わるなど、

中堅庖の優能な投手f . j者として今後の活

躍が英月待される 。

・携わった仕事

メト ロポ リタン博物館日本ギャラリ ー

白鳥公園茶室清羽軒庁東E事

出雲文化伝承館「独楽庵J 復元工事

字治市市営茶室「対鳳庵J 新築工事
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建 具

鈴 木 正

昭 和 11 年、岐阜県に生まれる。

昭 和27年より従事

資格 ・所属

京都府教育委員会嘱託

造 園

津 田 利 春

昭 和 16年、京都市に生まれる 。

昭 和45年、花豊造園側入社、現在に至

る。

資格 ・所属

l 級造園施工管理技士

2 級土木施工管理筏士

| 級造国技能士

大 エ

日 端 和 雄

昭 和25年、福井県に生まれる 。

昭 和40年、中村外二工務庖に弟子入リ 。

昭 和53年、匠工房役立、今日に至る

38 

-
妙心寺庫裏意駄天堂桟唐戸修理

曹洞宗善光寺震地庭造園工事

平木邸( 大阪府河内長野市)

- 伝統技術

16員長で控具貯総合木茂吉氏に弟子入りす

る。

以来約4例三にわたり建具職として、国

宝 ・重要文化財建造物の建具修理 ・復

元に{起] : 0. : する。

. 携わった仕事

国宝大報 ｉｴｾ ，、寺本堂

国宝慈! ! ( 4寺東求堂

国宝来初寺三門

重文j f j崖 など多数

- 伝統技術

造闘に ｼ 提出る全 ｾ Ｑ 弘なかでも日木庭医 ｼ

の作経に数多く従事する。

地J知恵、露地庭、 石庭、回遊式庭園な

どあらゆる様式の日本庭園の構成に精

通し、茶道、華道、石造美術にも造形が

i奈い。幽玄且つili : f i 凶な作風を得意とす

る。京都に伝わる伝統的作庭技術を継永

する数少なし、正絹}K造回戦のひとり。

・携わった仕事

誕千家今日庵 『食の祭!U! j 茶室工事

因向浄土寺庭医l工事

表千家今 日J奄和迩浜道場庭園

宇治市市営茶室「対鳳庵J 記 也庭工事

曹洞宗普光寺跡也庭作庭

日;笹本宗要法寺普下泡恋作庭 ほか多数

- 伝統技術

伝統{ ゆド工技術の技能修得につ いて、

現代の名工中村外二級謀、に師事。多く

の茶室工事を手掛ける。独立後も主に

数寄屋造りの住宅や茶室を手掛け、ま

た、後継者の育成にも努めている。

・携わった仕事

万国博日木庭園茶室

松下幸之助正隣 室

ロックフエラ ー耳目

平木正11、東尾邸( 住宅)

板井工知祥: 附属福井高等学校茶室



屋 根

宮 川 友 一

昭和 12年、京都市に生まれる.

昭和30年より従

資格 ・所属

ω全国社寺等屋根工事技術保存会理事

模 型

和 田 安 弘

昭和 7 年、神戸市に生まれる。

平成 6年文部省選定保存技術保持者認定

和 国 有 功

昭和 11年、神戸市に生まれる。

大 エ

ｉ ｾ＠
ドニj 、u

渡 辺 節 夫

大正 14年、島根県に生まれる。

地元で大工修業後、昭和30年、安井杢

工務庖入社。現在に至る 。

受賞歴

昭和63年、「京の名工J京都府伝統産業

優秀技術者、平成 4 年、京都府文化財

保護基金功労賞受賞、平成 6 年国の地

域文化功労者となる。

述 ζ

iiIII守ぐわず11哩
ず日告f' ' tl 司 、‘ - 企ミi!i 宇 干 ・・・・・・

・直子 旬 、 京 ， 

ｅ Ｓｅｾ ・
国宝 北 野 天 満 宮 中 門 ( 三 光 門 ) 屋 根 鎗 皮 葺 々 替 工 事

国宝 慈照寺銀閣模型

桂離宮月波楼

- 伝統技術

社寺 ・茶. f f { ; 等の屋恨の給皮茸、屋中艮板

:t' f二 側 紅 白 E の請負。

京都府の国宝 ・重要文化財を中心に表

千家の茶席など数多くの屋筏若者に従

事する。創業正徳 2 年 8 月て 300年 以

上の伝統を受け継( " ，ー|イ七百て精) 宮川

屋根工事業の代漆耳淵l役

. 携わった仕事

重文知思院大方丈屋中E揃皮葺々瞥工事

国宝慈!m寺銀閣柿葺々誉工事

国宝賀茂街組和1
1
ネ1来西木殿崎氏主T: 替々

工 事

国宝北野天満宮中門 (三光門) 屋線治

皮葺々替工事

京都御所各殿所屋根檎皮32f 々替工事

(1tJ，同工事)

- 伝統技術

宮大工の家系に育ち、宮大工の道を歩

んでいたが、主I ! I 見啓三氏( 例文化財 建

造物保存技術協会参与) の務めもあっ

て昭和41年、伝統自そ休工技術の経験を

生かし模型製作の道に転ずる 。

今や、 二人は少なくとも 1/ 10の模型の

製作に|刻しては右に1: 1. ' ，るものがし、な い

ほどに練達している 。

- 製作した主な模型

平城京内裏回腕首長型

重要文化財今西家住宅T英型

重要文 イ印 材 ｴｊ￐ 家番屋 ｦ 釦ｾ

国宝慈ＡＱＨｾ寺銀協 ｬ 模型

国宝東大寺南大1"lf:地 l

平城宮跡: * 極制実型

- 伝統技術

伝統的木工技術の技能断持通して、

国宝及び重要文化財建造物の解体修理

並び、川島王工事の仕 Ｔ ｊｾｌ ＺＺ 長年にわたり

携わる 。 また、その笠富な知識と経験

を生かし、若い投手f' I 者のす旨導 ・育成に

努めている。

. 携わった仕事

桂離宮御殿整備工事

桂良|倍茶室等整備工事

重要文化 財|日一条恵鋭山荘移築工事

重要文イ出オ妙喜所在書院及び国宝茶室侍

庵修理工事な E 。
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[終論]

現代に生きる町家

- 町家再生のこころみ一

大谷 孝 彦

京町家再生研究会代表幹事 側設計事務所ゲンプラン副代表

町家再生の意昧

京都の!IIJ 家は都市の文化民 生活の文化、木の文化そして伝統的職

人の技術を期員している 。その発祥は 10世紀の平安時代にさかのぼ

り、千年に渡る京都の歴史と共にある 。京都の中心部の商家、西陣

の織家、花街のお茶屋、上賀茂の社家、等その地域によ って、また、

表通りに面した本格町家と露地奥の長屋等その立地状況によ って、

規摸、形式、所有形態も異なる。 しかし、いずれの場合も京町家は

構造と意匠に豊かな、そして働時木の表情、自然素材の風情を見

せる 。格子に代表される表の意匠と、造作、建具等内部の意匠には

優しさと厳しさがあり、洗練された数奇の心カ対街周をもって表われ

ている 。表通りの町家は間口に対して奥行の深い、所謂、鰻の寝床

型であり、そして、建物の南、又は、東側を吹抜けの通り庭が奥へ

貰〈平面構成をもっている。 中心部の商家てやは、通りに面する表の

音11分が底の聞であり、玄関より奥が住まいの部分となる職住共存形

式の!IIJ 家が去伊ドである 。住居の部分となるオイ エは一列又は二列の

畳間よりなり、表の庄の聞との問、玄関の奥に坪庭を とり込む。坪

庭は採光、通風のための装置である t ともに、小さな空間に自然 t

の係わりの世界を象徴的に表現する場でもある。 町家は単に建幼と

してあるだけでなく、そこに住まう人々の生活、生活文化と寸本に

なって成り立って来た。永年に渡って積み重ねられた様々の生活の

知恵、暮らしの労法をその中に宿してし、る 。開放的な建具は冬は襖、

障子に、夏は簾、葦戸 に建て変えられ、町家の空聞は移り変わる庭

の眺めとともに、それぞF れの季節の風情を表わす。坪庭と表庭の聞

を秘やかに漂う風の流れに涼を感じる生活感覚も自然との係わりが

深い。座敷の床の問、棚、玄関等には季節に応じたしつらえがなさ

れ、落ちついた陰影のある、そして、倍前lのある !IIJ 家の空間てやは、

元来、主客けじめのある生活力主行なわれてきた。いまや、そのまま

の形では馴染み難い現代的生活の中においても、やはり日本の心を

受け継くや生活文化の拠所として、留めておきたい精仲性の高い生活

様式である 。

これ らの ことは、精州全あるいは自然環境との係わりを犬切にし

なければならない今後の社会に対して、あるぺき方向を示唆してい

るように思われる 。|町家の存在は これからの京都いづ都市の在り

方を考えるとき、もはや経済至上て壮成り立ち得ない、精神性、人

間性をその基盤としなければならない都市に t って、大きな可能性

を生み出す土壌となりうるものである。精村性、人間性のある都市

づくり主は、人と文化的な環境の係わりの深い都市づくりであろう。

その係わりは「人と人の係わり 」、「人と歴史の係わり」、「人と自然の

係わり」 等である。
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京町家は人の住まう場であり、職f封切字の場として、又、町内コ

ミュニティーを通じての人と人の係わりの場であること 。 永年蓄

積された建物と生活の歴史との係わりの場であり、その豊かな歴史

性は現代に生きる我々にとって、アイデンテイティーの根源となる

こと 。空間構成上の環境的要素 として、建物の素材要素 として、自

然をとり いれ、又、日々、自然との係わりの深い生活が営まれる場

であること 。 このよう に見る時、町家はこれからの都市づくりにお

ける貴重な資源であると思われる 。

それ故に、伝統的な !QJ並を形成する連続した町家は勿論のこと、

たとえビノレの谷間に取り残されたーilf干の!II] 家て、あっても、 その存症

価値は大きし、。又、個々に存在する町家も経済的な、あるいは文化

的な要素を紳と した連携をとることによ って、新たな、そして、よ

り大きな可能性を展開することもできる 。

にもかかわらず、この都心部の町家が取り壊され、減少する状況

はバブル経済の崩壊後も依然として続いている 。 その主たる原因は

相 続 札 補 修 費等、建物対備のための経済的な問題し伝統に対す

る生活株式、住民意識の変化である 。!IIJ 家を今後 とも存続させ、そ

こから生まれる可能性を将来へと継承するためには、今における町

家の意味を再編思 し、存在させるための具体的な方策を考え 出さな

ければならない。町家は人が住まい、 又、通常は個人が所有する建

物てある 。従ってこれを固定的に、 J東京音的に保存することは困純で

あり、あえてそうするためには相当の公的資金の投入が必要である

が、現状においてはそれも期待できない。又、より本質的な、活性

的な形て市1] 家を存続させるためにも、 !IIJ 家自らが存続のための条件

を整えることがより効果的である 。 それは町家に人が住み続けるこ

と、 そして経済的な力を市街呆することでゃある 。町家の良さを残し、

活かしながら、住まい易さを工夫し、新しい活用の方法を具体化し

なければ、ならない。

伝統行事である祇園祭を支え続けてきた京都の中心部の!U] 家は職

住共存の場であった。 それは生活の場であると同時に、町衆の力量

と気概を象徴する建物てあり、そこには様々な文化の諸相を携えて

いた。 しかし、現在は!IIJ衆の力を支えた伝統的な産業にかつての面

影はなく、又、新たな形てゆ!II J 家の生活を計 り、新たな職住j 刻字の

場を作らねばならない。高度な情報社会となった今日の都市におい

ては今まで以上に、多綾な可能性カ淵待できるものとも思われる。

又一方、現代に生きる我々に t って、今都会で見失われている自然

との共存、伝統的な生活文化との対面の場として、町家での空間体

験は貴重である。祇園祭の麻原擦に見られるような、 !UJ 家の生活文

化の紹介の場に、 もう少し日常的に触れる機会がて3 ないであろう

か。



ここに町家の内と外の必要条f牛が結びつく桜点がある 。 しかし、

それは町家にと っては私空間の公聞を意味している 。今まで格子の

奥に秘やかにしまわれていた町家が表に向かつて聞かれる 。勿論、

住まいの部分との係わりへの西町在、が必要であり、従ヨ長以上に住と職

の空聞を分かつシステムを考えなければならない。 しかし、町家が

自ら存在し続けるためには、 このような公開性も受けいれなければ

ならない。

町家の新たな形での活用のためには、その目的に即した建物の改

装、増改築が必要である 。又、町家は木造建築であり、これを対備

するためには迎切な補修が必要である 。 この場合、木造建築である

放のいくつかの間題がある 。即 ち、全国一律的な法律によって規制

される防火性能、伝統的工法に対する職人の確保、補修費用の軽訴え

更に両I民性能の問題等である 。 それぞれの問題に対して具体的な、

そして葉l火な対応策の検討が必要である 。又、 今後の生活環境、社

会状況に即した住まい方、あるいは活用の方法を考えるとき、伝統

的な町家の要素を活かしながら、なおかつ、現代的な生活段式、感

性にも対応、できるような機能、表現を持ち込まなければならない。

伝統の継承と新たな展開、発展が共存し、これを調和ある形に創造

することが必要である 。 これカ湘T家の再生であり 、 そして町ー家の再

生は建物とその中で営まれる生活の双方に、そして、相互関連的に

係わるであろう 。船] えと発展は融合体的な調和をとる ことは十分

可能であり、又一方、対比的な表現をとる ことによ って、張り詰め

た緊張感のある調和的空聞をつくることも可能である 。異種の花木

によって表現される生花の如 くにである 。方、ラス、金属等の新 しい

素材も使い方によって伝統的な空聞を効果的にひきたてる 。伝統的

空間が翻て、現代的な空間として捕えられることとなる 。創造的に

再生された ｩ 町 家 は現代に 生 きる ｾ ｉ｝ 家 として、今後も又、新たな歴史

の中へと継永 され杭けていくものと思われる 。

町家再生の具体例

京都においても品丘いくつかの町家再生事例がみ られる 。町家を

改装し、伝統的要素を残しながら、新しい砂性を取り入れ、デザ、イ

ン(:I {-J 'こも優れたj古街li 、ギャラ リ一等がある 。一方では、伝統的な町

家制 樹寺し、そこで生活を営み続けながら、外に向かつて' 情報発信

を行な っている住人もある 。 これも又、 JII] 家 の再生のーイ列であると

言 える 。し、ずれの; 場合も 町家 と京者11というJIIJ のI1IJになんらかの積極

的な係わりが生まれることによって、そのJII J 家は現代の町に生きる、

息、ず< JIIJ 家 ということ がて3 るであろう 。

再生事例はその主体者、建物の活用内容、建物の活用範囲、改装

の有無、改装の程度等 その内容によ って性俗、特徴が異なる 。京都

における JII] 家再生実践活動グノレーフ。て、ある京JII J 家再生研究会て、係わ

ってきた再生耳E例を紹介する 。 これ らの事例の中には、再生活用に

係わる 多 くの本質的な2知直を含んて、、る 。

橋弁慶山町会所 中京区蛸薬師通烏丸iill 西入ノν (写真 1 )  

祇園祭の山鉾の一つ、橋弁慶山を保存する JII J 内とテナントとなる

京都の伝統工芸産業の組合ー 和座百衆、そして、京町家再生研究会

の目的をーにした協力によ って実現した事例である 。町会所は町内

の寄り合いが行なわれ、祇園祭のおit ili り場 t なる、 コミュ ニティ ー

写真 l 僑弁慶 山 町 会 所 表 外観

の核としての歴史的町家である。 このJII] 会所は木造二階建ての表屋

t 中庭の奥に土蔵があり、 表屋形式 U呼ばれる JU] 会所である 。棟札

によると、明治18年の建造である 。祭の時には「はれ」 の建物とし

て生 き生きとした姿を見せるが、それ以外のH寺は空家であり、こ の

ままでは損傷が進むばかりの状況であ った。 この町家を日常も 展示

場として活用する ことによ って、建物M備の費用を硲保で きること

とな った。ただし、 祇園祭の時はお飾 り場となるため、 JIIJ 内会に明

けi!直すことが条件である 。町内会とテナン卜の相互の理解、協力 の

もとに この再生計画は成り立っている 。

表家を詳細に見ると、タ怯笠車Jb組の柱は所々で継ぎ足しゃ補修をし

た部材等 が使用され、 JII T内共有の町会所が資金的に も工夫を重ねて

M尉ーされてきたことがわかる 。建物の各部材はかなりの補修を必要

t し、古いほぞ穴、欠損部の埋オ又 継ぎ足し、 更新を行なった。

又、 北側部分の柱が屋担下約 1mの位置で継ぎ足されていること

から、以前は棟の位置カ宅見在よりも 表 よりで、奥の部分の屋根が低

いも ので、あ った い づ 建 物の歴史が判明した。東西の妻壁の 2 階柱

各 1 本づつについて、新し い補強柱の表面に元の柱をl-¥! J . <切ったも

のを張り付ける方法て昔の状況を保存 した。

計画上、 必要展示面積剖制呆するため、 中庭に 2 階建て、延べ20

坪の増築をした。準防火地域てあり、埼t築棟は|坊火構造とする こと

を余儀なくされた。延焼音11分はil汗装は塗 り込め、建具は|坊火戸 とし、

1高風の建物と して表現した。表家は建築基当地 上既存不適絡の状況

であり、今回 I; J : 奥へ約 2 mの引き 家をしたが、延焼部分が法的に拡

が らないい、うことで、 表の外観を残 し、京町屋の木の趣 をその ま

ま保つことがで3 た。 表外観は原則 として現状のままで、あるが、

l 階の格子を元より少し*III 目の切り 子格子 t し、 2階に新た に千本

格子 を建て込んでや以前よりも緊張感のあるフアサードを表現した。

通り庭入り口 の扉は柱の切り込みの痕跡をもとに柄引への号|きだし

機構付の聞き 戸を復元した。 これ らの木工事には昔 なが らの職人技

術が発障された。

内部の展示空間については、 l 階の表の問、奥の聞は岩沫を外し

て通り庭と同じ土間空間とし、 2If皆はお令官制り場となる表の問のみ畳
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写真 2 み (l プ ロ ダ ク ト 細 野 家 表 外 観

を残し、中の間、奥の聞は木の床張りとした。 IIIT屋を開放的に活用

するために、本来座することを主とする静の空 ｉ Ｇ Ｚ ， ｾを動的な空間とし

て改装するケースが多い。又、 2 階中の間、奥の聞については平天

井を取り外し、小屋組を見せる形とした。 その結果、小屋の木組み

はダイナミックな架構を見せ、まるでｾ台装置のように町会所の歴

史を語りかけて来る 。襖の替り lこ一部に展示ノ叶、ノレを建て込んだ内

法造作はIUT屋空間のスケーノレを感じさせる 。 このような改装空間は

伝 統 t 新しい砂l企を合わせ持つ工芸品の展示空間として、その効果

を高めることとなった。

京 ｉｉｉ ｔ 家は筋 交、 火打ち 等がｾ Ａ眠〈、構造的に微妙なバランスてや成り

ILっている 。通庭の貫通、畳間の連続した平面によって間口の方向

の壁面が殆ど無〈、道路面はお飾りのために、 l 、 2 階とも全商が

開口となる状況である 。今回の改修では止むなく見えない部分にお

いて、筋交、火打ちの挿入、金物による耐: 悶毛布間愈を行な って いる 。

この建物は景1 l l 幻二、両隣をピノレに挟まれた形の一軒家て、あるが、

隣のピノレの前広場に姿を見せる町会所はほっとするような人間的ス

ケーノレ /:1暖かl床を感じさせる 。高層化した町並みの間にあって、京

都の歴史? 活かしながら再生された憩いの空間は、既に伝統的なIIIT

並とは言えないが、新たなイilli 値を持つ都市風景として詞制されるべ

きものと思われる 。

みほプロダクト 細野家 中京区室町通御池通上ノレ ( 写真 2 ， 3  )  

明治10年に建てられた居宅、仕舞家である 。表の高塀の内に前庭

があり、塀越しに松の木が風情を添える 。一部の部屋が使われてい

ない状況であったが。表の玄関三畳とその奥の六畳の問、前庭の手

写真 4 セ カ ン ド ハ ウ ス 河 合 家 表 外 観
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写真 3 同左内部茶室ワインパフ. より庭ごしにオフィスを見る

前にある四畳半の茶室をプロダクション ・オフィスとして活用する

こととな った。茶室はサロン的なワインパブとして改装している 。

庭を中心にオフィスとパブを視線の通じる一体的な空間として表現

し、日本文化が豊かに凝縮した空間の中に、又、現代的な感覚を持

ち込んで、いる 。オフィスは畳床を落とし庭と同レベノレの内外貫通し

た4反j末。主催者の友人の照明デザイナーによる外J尻の 3本の光の帯、

通路踏み石のグラスファイパーによる動く色光は来Jj しい感覚の装置

である 。 このようなオフィス空間に外国からの来訪者も 多〈、 世界

に向けての情報発信の基地として息づいている 。再生の過程てや家主、

借手、紹介者、設計者、友人、職人等、多くの人の人づき合いの濃

密［さ、文化に対するこだわり等、京都ならではの ｴｾＮ 斤救ある再生活動

であった。

セカンドハウス 河合家 中京区東洞院通車両薬師通上ノレ ( 写真 4 ， 5  )  

明治38年の建造。表家の底棟と中庭を介した奥の主屋があり、表

家の械の露地が主屋の玄関へ通じている 。 この 2 階建の表家を j古舗

として再生活用することとなった。京都てかいくつカ、の系列底を経営

するテナン卜が、 11塘を喫茶、 2 階を軽食レストランとし、 1階の

表部分ではケーキの製造販売を行なう 。表の外相は l 附j腹壁が石張

り、格子が鉄ノ f イプという昭和初期の改造型である 。今回、 1、 2

階の窓を透明硝子とし、外から内部の綴子がよく見える 。又、 2 階

の客席から当初は虫子窓であったであろう横長の窓からパノラマ状

に表の景色が見渡せる 。内外の開放感は格子のある従来の111]屋と全

く異なるものである 。 しかし、あまり違和感を覚えないのは、木造

2 階建のスケーノレと屋根、庇の水平線、木の表情等、京町家の基本

写真 5 同 左 内 部 2 階客席



的な要素到来っているからであろう 。又、表屋との間にある庭に而

しでも大きな窓を作り、日本的な庭の眺めをとり込んてトる 。

内部は l 、 2 階とも板張り床とし、 1階は土問レベルである 。 2

階の平天井をはずし高さと変化のある小屋組を見せている 。階段は

中央部に新たに付け替え、 l 、 2 階とも開放的な空間として生まれ

変わった。照明も現代的なものとなり、若い客、女性客の人気を得

ている 。奥の主屋 とは入口露地、中庭の眺めを共有するため、公私

共存に対する自己慮が必要てある 。路地奥に新たに結界として入口門

扉が設けられた。視線に対しては主屋{J !IJ に簾を二重に吊る形で家主

側 が一歩譲った形の共存となった。公平l、の空間の使い分けについて

は貸主 と借主の間て、、相互の理解、協力が必要となり、その成否は11fT

屋再生活用の可能性に大きく係わるものである 。又、この表家は柱、

壁等の構造体が比較的少ない構成であ った。今回の改装に当たり、

基礎の足固め、筋交、火打、方杖、添え柱、壁面追加等の構造補強

が本格的に行なわれた。庖舗空間においては補強構造を敢えて意匠

性と関連すe けて表現するこ t も可能である 。 しかし、伝統的な町屋

における市慢性能の問題は伝統的な木造工法を念頭において今後更

に検討する必要がある 。

無 名 舎 吉 田 家 中京 区新 町通 ｾ￬ 薬 師通上 ノレ Ｈ写真 Ｖ ， 7)  

明治42年以前の建造。表家 2 階は昭和10年の改造である 。間仁15

間半の大規模でや典型的な京都中心部の商家である 。先代の11割問、現

、" 主が不在中に手荒な改築が加え られ、一昔rl は万、レージ‘ になり、ア

ノレミサッシュが入る等、看板建築と言われる荒れた状況にな って い

た。昭和53年以降、現当主が昔の記憶を頼りにこつこつと復元を開

始、現在も継続中である 。建具、金物等の資材は' 湾董1 ' 11、大型ごみ

の集積地より 手に入れる こともあ った。伝統的な 11f T屋に於ては寸法

が規絡化 されていたため、他J ifr カ、らの部材の再活用カ可I能であ った。

奥の蔵を改造して常の住いとし、主屋、庖の聞を自らの生活にも使

用しながら、芸術家、学往等に開放し、町家の空間体験営通じて、

吉田家 l 階平面図 1/400 京都中心部の本格町家の標準平面 ④ 

写真 6 無名舎吉田家表外観

京都における住いの文化を教え、伝えている 。 2階の鴎汝の畳を能

舞台を思わせるような跨寸毘敬きの部屋に改装するなどは、 美術家で

ある当主の創造的センスと建物に対する思い入れを表わすものであ

る。表の庖の聞は日頃から 11f T屋の生活文化に係わる展示があり、祇

園祭の折には界風飾りの場となる。建物は無名舎と名付けられ、自

ら祇園祭の役員を努め、 地域社会で積極的な役割を果たす当主は伝

統的な 11f T家の住人としての生きざまを 11f T家の建物、空間に反映 して

いると 言 えるであろう 。町家の再生は本質的には、そ こに住まう人、

活用する人の強い意志によって初めて可能となるのである 。

むすび

IIf J家の存続は今後の都市づくりにとって犬切な要素である。幸い

にも残されている貴重な11 f ] 家の再生は都市づくりの中て基本的な施

策として位置づけられなければならない。町家の新な活用ブア法、職

住共存、公開のシステムを考える必要がある 。伝統的な生活文化が

蘇り、又、新しい文化が芽生えるような再生の活動が、都心の町家

に住まう人達の生活の ':1功、ら展開されることカ f期待される 。単なる

忽おt 主体の表面的な町づくりは困難であろうから。

平成 9年 2 月、中京区の再生活用中の町家に対して行な ったアン

ケー 卜調査の結果は以下のとうりである 。

アンケ ー 卜配布 59件 有 効 回 答 35件 回 答 率 59. 3%

|  今活用中の田T家は「現代に生きる町家 j であると思うか。

思う 20 思わない 5  余り意識していない 8  

2  町家は再生活用することによって今後21世紀の京都の町に役立

っと思うか

思う 27 思わない 3  無回答 5  

3  役立つ場合はどのような意味においてか( 複数回答)

文化的に 26 経済的に 10  

4  町家が相互に連携するシステムは今後町家の再生活用に有効と

思われるか

思う 19 思わない 5  無回答 11 

5  今後も今のような町家の再生活用を続けるか

続ける 24 続けない 6  無回答 5  

今後の京都の Ｑ Ｑｦ ｔ のあり方をも視野において、手 ｩ 羽ｾｙｩ ￚ ｻ ｊ な ＱＲＺ 志を 持 っ

て10T家の再生活用を続ける人達がいることカ市街立できる 。

( おおたに たかひこ)

写真 7 同左内部玄関より坪庭，庖の聞を見る
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[町家再生に向けて]

伝統的木造住宅における延焼防止の試み

「散水式水幕装置J

十 倉 毅

例日本建築総合試験所建築物理部長 ・工博

わが国の町並みは、木造建築物て形成されてきた長い歴史と伝統

をもっている。しかし、- . E ! _ 出火すると数百戸あるいは数千戸を焼

失する歴史も存在し、 とくに関東大震災や第 2 次世界大! 被での大火

災による都市の壊滅的損害は、建築基誕地や都市計匝献に 「防火地

域」、「準防火地域」な E、都市防災の観点からの地域指定を設けさせ

る強い背景となった。

建築基準法には今なお、「準防火地域内にある木造の建築物は、そ

の外壁及び軒裏で延焼のおそれのある部分を防火構造とし、 •••• .J 

の記述がある。そして、 これが全国一律の基準 t して都市の不燃化

計側主した功績は、まぎれもない事実である 。が、 一方で、は、京lur

家のような市観地に存在する木造建築物は、改修もままならないま

まに、モルタル造、鉄筋コンクリート造などに姿を変え つつ ある 。

このような現状に対し、京都市は 1997年春から 3年がかりで市内

中心部の 3万戸 といわれる京町家の総合調査に乗り出した。新聞に

よれば、調査対象は戦前の木造住宅全戸、この成果は京町家の保存・

再生を前提にした町づくりに生かされるという 。「遅すぎた感 もあ

るJ とは、ある大学教授の談話である 。 しかし、文化の継承、伝統

的木造建築に関心をもっ大方には、なによりのニュースて、あった。

戦後50年を経て、都市の不燃化が進み、広幅員道路も随所に配置

されるようになった。 その結果、火災が発生しでも焼け止る可能性

が増し、延焼速度も f出減した。近代消防の名前は、情報伝達システ

ムを含む消防の初期自期王性能の向上に置き換えてもよい。京都市消

防局によれば、通報から放水開始までの平均時聞は 7分、遅くとも

10分である。これらを総合すれば、 「延焼のおそれある部分j が10分

間の初期防火能力をもち、防災面の環境条件さえ整備されれば、木

造建築をある程度まで許容しでもよいのではないか。

1993、例年の両年、京都市から糊日本建築*，z.合試験所に 1111]家 再

生に係わる防火手法に関する調査研究J ( 西川幸治委員長) が委託さ

れた。 ここでは、町家再生に係わる法制面カ3 らの検討とともに京町

家の実大模型が製作され、 この模型の外壁と粁裳に石油ノ f ーナーを

楼炎させた場合の散水式水幕装置の防火効果が検証された( 写真 1、

2参照) 。

実験には、水道管直結 ( *)王 1 kgf/cm') のドレンチャ ーヘッド( 公

布J司五量18e/ mi n、扇型l噴出角度60度) を用い、オ吋オの温度が着火点

ＲＶＰ
Ｐ

ｃ に達した時点て Ｑ 汗裏への ｉＡ 吹き上げ背ｘＷｾを開始したが、軒家主ナ約

2 mにわ たってi需らした水幕は、 しぶきとなって外壁を伝わった。

そして、 10分間にわたって火炎の成長は、認められなかった。- . E! _

着炎しでも焦げた部分への水の浸透によって鎮火したのである。

本散水式* 幕装置については、管路のwド・ ソーニ ング ・設置位

置など謝遁も残されているが、本稿て1ま伝統的木造住宅を保存 ・継

承する一つの手段として紹介した。

なお、「理科年 表 ＱＹＹＷ 年度版 ｊ か ら 採 っ た日本各地における日 ｾ ｽ［Ｚ

風速( 風速の 10分間平均値) の階級別日数を表 1 に示した。同表か

ら判るように京都は日本でも有数の弱風地域である 。全国一律の基

準を見直す根拠がここにもある。

( とくら つよし )

表 1 日本各地の日最大風速・の級別日数(1975- 90年までの年平均)

写真 l 軒先への接炎( 京町家実大模型実験)
写真 2 妻側への接炎( 同左)

写真 3 散水式水幕装置( 転倒l式)
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伝統的木造建築をめぐる話題

古材バンクの会

京 都 に 古 く か ら あ る 町 家 が 、 生 活 様 式 の 変 化 な ど か ら 、

建 て 替 え ら れ た り 、 取 り 壊 さ れ る 際 、 ゴ ミ と し て 捨 て ら れ

る 古 材 を 再 利 用 し よ う と い う こ と で 、 永 井 規 男 氏 ( 関 西 大

学 工 学 部 教 授) の提案てや発足した。

木は切られてから百年、 二 百 年 の 寿 命 を 保 つ 優 れ た 耐 久

建 築 材 と し て 、 我 が 国 の 気 候 風 土 に 適 し た 木 造 建 築 文 化 を

育んで、きた。 こ う し た 先 人 た ち の 知 恵 と 技 術 を 学 び 、 併 せ

て 地 球 環 境 保 全 に も 役 立 て よ う と 活 動 し て い る 。具体的に

は、古材の提供者と利用者のオ、ットワークをつくり、保存

が か な わ ず 消 失 し よ う と し て い る 古 い 木 造 建 築 を 多 様 な

資 源 と し て 活 用 し 、 ま た 、 木 造 建 築 の 勉 強 会 、 情 報 交 換 な

ども 4子って いる 。

古材パンクの会事務局 ｾ ＰＷＵＭＲＵＴＭＰＸＶＴ＠ (FAX 兼)

甲良豊後守宗虞記念館

この記念柏崎、甲良IOT法養寺が生んだ偉人 「甲良型後守宗成

公J ( 1572年生、作事方大棟梁で日光東照宮社殿の造営でま日られ

る) の功績を後世に伝承するため、法養寺区民の資金の積立と

県の「風あいのあるまちづくり事業J によって建設された。

展示棟は当地に残る旧家のもつ伝統的架構や草葺きの屋根の

残る盤協を利用した。全体の構成は、改装する展示煉しかつ

て この家の書院として建物が配置されていた場所に、 i度り廊下

を介して配置した研修棟からなってし、る。

改修にあたっては、草主主きの屋根を、賢建 Ｗ Ｑｩｊｬｾ持産のヨシで葺き

替えたり、縁石もみんなの家から運び出し供出、据え付けも区

民の労働奉仕によって行われた。

砂ffi 室井東の 8 本の丸娃は、近くの学校の体育館のものを、解体さ

れると 聞 きつけ手手引用した。石も木も建物も、その地 の時の積

み重ねを、ひっそりと受け継いで、いる。

滋賀県犬山郡甲良町法養寺501 ｾ ＰＷＴＹ ＭＳＸＭ ＳＶＵＶ＠

開館白 金~日曜日 午後 l 時~午後 5 時 ( 年末年始休館)

建築道具館

この道具 館 は 俳t : 県在住の宮 師 六 代 目 伊 豆 守 則 直 赤 概 欣

郎氏のもつ 12続重586丁の使い込まれた道具を主に展示されて

いる 。伊豆守J l IJ 直は200年の歴史を持つ建具職人の家で、代々受

け継カ守れてきた道具の中には、江戸時代の逸 ｾ￦ ， c呼ばれるもの

も少なくなし、。 それらを使って 60年ι Lヒにわたって建具にY f i ま

り、お宮、 神輿を作りつづけてきた。

その赤1軍兵も 70歳を過ぎて、後継者にも恵まれず引退を決意

し道具のほとんどを側全日本建築士会に寄贈された。

匠の心を受け継彦、日 :本の伝統的な木造建築文化を継承してい

こうとする 当会との出会いによって道具館として設立された。

東京都新宿区高田馬場3- 23- 2 ｾ ＰＳＭＳＳＶＷＭＷＲＸＱ＠

開館日 月~金曜日 午前 10時~午後 4 時( 祝日、年末年始休館)

住まいのサロンー111γ 家や民家を気持よく住み継ぐ、ために

滋賀県や京都には、伝統的IIIT家や風土に適した民家が多数残

っている。茸が丘、こうした木造建築物のもつ落ちつ いた雰囲気

や、歳月を刻んだ成熟さと美しさに引かれて、許し、人達も合め

IIIT家や民家の魅力に関心をも っ人が増えている 。

しかし一方で、 こうい った建物は千円邑の建築にくらべてコス

卜が割高になるのではないか、老朽化ゆえの而叩主性に対する不

安とか、現代の生活習↑ Ｑｾｩ に馴染まないとか、有ミｦ，ＧＨｲￆかな知識や情

報によって取り壊されているのヵ理財犬である 。

こうした失われて行く建物に対して、正確な診 断 ・許可耐をして

構也仁の補強をしたり、現代生活に適した仕掛け を施した建物

にして、手持IJ HIしようという1l i 1: みカヲj主目をあつめている 。

・民 家 ・IOT家を住まいや商業空間として利用したい

・"2:i t 、良さを生かした空間のある家をつくりたい

・使われていない民家 ・111] 家を利用してほし し、。・購入した L、等

の情報交換や、相談に応ずる気怪な談話室として設置された。

開 設 毎 月 第 3 土曜日 午後 Ｓ 時 ｾＹ 時

場 所 彦 根 市 城 町 | 丁 目 7 ー 14

一級建築士事務所 計画工房内

担当戸所、佐蕗、須川、塚口

ｾ ＰＷＴＹＭＲＴＭＱＶＳＰ＠ FAX0749- 23- 0 185 
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[ 座談会]

Wel comi ng 

建築を画像佑する女性たち

一ー まず初め仁、自己紹介と現在携わっている4割1仕事について教え

て下さい。

金井 主な仕事は、デザ、イン学校て建築パースの講師をしています。

以前は、パース事務所に勤務していました。講師の仕事以外は、個

人て" / fースをも自< 1士::l f ，をしています。

奥村 仕事は、産調映像の企画、構成、台本作りをやっています。

ドラマて。言 うとシナリオ作りに当る部分の仕事をしています。

松井 C G専門のプロダクションの制作をやっています。

- →士事の内容を具体的に教えて下さい。

金井 学校では、インテリア、建築業界てゆプロを育成するための

基本的な建築パースを教えています。個人の仕事の方は、 エアブラ

シでこつこ つパースを描いてます。内容はマンション、住宅、庖街n、

様々な作品を描いています。

奥村 矧げ象のフ。ロタヲションから仕事がくるパタ ーンが80%、その

他は、直接スポンサーから来るい、うのがあります。仕事の内容と

しては、例えば、建築関係でしたら、工事 ｾ￨ 重量ピ テ 、、オ、竣工後の建

物を紹介するビデオなどのII;A_' -f象のiJtEれやナレーションを作って行き

ます。 そのビデオを見せる対象に応じた構成と展開手法を考えまし

て、伝えたいイメージ‘ や内容を最大限に表現します。

松井 C Gには、イメ ージ的な C G c ，実際の物を見せる C Gがあ

ります。 C Gの使われ方 t して、工場などで火力嚇えて、普通では

見 λ ないような所を表現するとか、計画中の、例えばマンションな

どを動かしてみせるとかが有ります。手掛けた作品としては、衛星

放送の C G、テレビ番組のオ ープニングC G、 コマー シヤノレのロゴ

などがあります。

一一こ の職業を選んだ理由を教えて下さい。

金井 大学 を出た後、料理雑誌の編集をしていました。 コーテV オ、

ータ ーやスタイリストなどに輿l床がありましたので¥結婚を矧に、

コーディオ、ーターの道を選んだのですが、当H寺、 コーテV オ、ー 卜の

仕事があまり無くて、たまたまその頃にパース事務所に勤めている

人と知り合ったのが、 この道に入るきっかけとなりました。パース

事務所に面接に行一った時、 4 11寺聞くらい話し込みまして、作品は持

って行かなかったにもかかわらず、話の内容で来て下さいと 言われ

ました。

奥村 そのときどきの風の流れにまかせて、自然の成り行きでなっ

たような気がします。以前勤めていた所が、社員初刊'Ij ; を行う会社て、

そこで教育用のスライド、ヒア、オを作成する昔[1門に所属していまし

た 。 そ こ で Ｑ 映 像に ｼ 射する こ とを ー から学んだんです 。 Ｔ 年 目 頃にｾ ｛｜

立しました。 そのきっかけは、交通事故に遭いまして、それに対し

て因縁めいたものを感じ、仕事を変 λ て自分の気持ちを良 い方向に

持って行 こうとした訳です。 それから 10年経ちました。ただ、いま
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考えてみますし「映画好き」力対到底にはあるかもしれませんね。

松井 私も この仕事を選んだのは、特に これをやりた い い、うので

はなくて、人と の出会いによっ て、 この方向に流れて行守った とし 、う

感じです。元々はファッション関係の仕事をしていたのですが、会

社を退社 しようと思ったときにいろいろな人にアドバイスを貰って、

それが基となって今仁至ります。人 t の出会いが大事fごt 思いまし

Tこ。

一一建築を剛象化する立場からみて、良い建築家を教えて下さい。

金井 打合せするときに、はっきりとした自分のポリシーを持って

いる人が良いと思います。クライアン 卜の話を聞いて的確に 内容を

把握し、指示してくれる方が良いですね。

奥村 私は直f委設計の人とはあまり話さないのですが…・・クライア

ン卜として考えると、作る熱気のある人、 制作しようとする熱意を

持っている人がよいと思います。

松井 私も設計ーをされる人 t は、直接話さずに、プロダクション、

代理J苫が閣に入ります。 そのような人 として考えると、クライアン

卜の意見、 C G制作。!IJ の意見を理解 して、それを反!映して仕事を進

めて行く 人が良い と思います。

一一寸函像化する上での楽しい時、辛L、JI寺を教えて下さい。想い出話

て. も品説先で、す。

金井 絵を描く こt そのものが楽い、ので、仕事に対して苦しいと

いうのはあまり感じないのですが・・ u ・・楽しい方の想い出で、 まだノ f

ース事務所に居た頃の話ですけど、ある日電車に乗っていましたら、

E こかで見た ことのあるマンションが目に入ってきました。 なん と

自分がパースに描いたマンションなんて、す。 そのl時は、感激しまし

た。苦い、時をあえて言いますしやはり締切ですね。学校では、

適切に教えるというのカf難 しくて、前 i立、授業を行う度に、宵が痛

くなるような こともしばしばでした。楽しい時は、生徒の成長過程

を見る こと とか、就職してから描いた作品ぞ持ってきてくれるとか、

そういう |時が楽しいて7 。

奥村 辛いほうの思 い出から入りますと、 何年か前に、ある会批の

案内ビデオを作 っ たんですが、 ｾￋ ｉ り込みの仕事 Ｗ ごったんです 。 最終

日に夜の 8 時に終る予定が、翌朝の 71時まで、かかったというの抗思

い出 t して残ってます。金井さんとも同じです力士締切い、います

か、 l時間 との戦いが辛いです。あとはアイデアが浮かばない時とか。

楽い、 ことは、日頃、生活を普通にしている分には知ることの出来

ない世界 に触れる こと です。例えば、大阪城の改築を行っている様

子や、その工法とかを知る ことが出来るとか、そういう楽しさは有

ります。一つ一つの仕事が、同じ物が無いので、いつもワクワクし

ながらやってます。 それカ努ムの一番の楽しさです。

松井 この世界に入った当初は、 コンピューターの ことをあまり知



奥村恵美子 金井洋子 松井伸子

クリエイテ ィブハウス奥村

大学を卒業後、社員教育機関で教育用スライド ・ビ

デオの制作を担当し、 1986年にクリエイティブハウ

ス奥村を設立。企業 P R ビデオ ・建築記録綾ヱビデ

オ・工場案内ビデオ ・イベ ントマルチスライドなど

広範囲にわたる映像媒体の企画 ・構成 ・台本づくリ

を手がけている。

大阪総合デザイン専門学校イ ンテリア学科講師

大学を卒業後、広告デザイン会社入社。料理誌の編

集デイレヲタ を担当。結婚を機に、インテリア専

門学校に入学。卒業と同時にパースデザイン事務所

に入社。現を、大阪総合デザイン専門学校講師。

側ロジステ ィッ クスコンビュータグラフ イッ ?ス

制作

大学卒業後、ファ y ション情報誌・洋書輸入業者を

経て、 C G業界に入る。

2 年問、 C Gハードウェア販売会社勤務。

日頃の生活ではのぞけない世界 (大阪城の改修で使

われた特殊工法 etc. ) をかいま見ることができ、 幅広

いテーマの仕事が飛び込んでくるので、毎回の仕事

が刺激的で飽きることがない.

教育現場に入って、 10数年が経過しています。いか

に理解しやすく、興味深い授業をするか日々 思考錯

誤の連続です.

1990年側ロジスティックス創設当時から制作ス? ッ

7 として参加。

V  P  (ビデオパy ケージ) ・T V 番組アイト J レ・T VCM

等の C Gを制作。

らなかったので、専門知識を l吸収するのが大変でした。 コンピュー

タは日々進歩して行きますので。党えることが多くて大変です。 まあ

楽しさ半分、大変さ 主何? と 言いますか ー・楽しい時は、思い通りの

作品が出来上がったときが、うれしいです。思わずまわりに居る人

たちに、「はらはら、出来た出来たJ なんて・-

-----<今、新しい ことにトライしている ことがあ ったら教えて下さい。

金井 マックを始めました。方向性は、模索中です。学校では、手

でパースを梢〈授業と CAD を使う授業が別々になっていまして、

それをミックスさせたらどう fごろうかと考えています。パースを柑l

〈流れを上手に教える ことが出来たらいいな t 思います。

奥村 今新しくトライしている ことは併し、ですねえ。毎日の仕事が

いつも遠いますから・ ・・・・ ・個人的なこt て山すと、A; ' - -一人てややってまし

て、そうしますとどうしても茸の制限ヵマJ ります。 そろそろアシス

タントい、いますか、御弟子さんとし、 L、ますか、そういう人に自分

の芯二思を伝えて、仕事をしてもらうような形を考えてます。今同業

者をあまり知らないんです。台本や企画書を書〈 人がいなくて、そ

ういう人が多〈 出て来てくれればいいなと，思っています。

松井 ファッション業界 t 上手に|其lわれないかな、 と思っています。

今でも携わ っていますが、昔ファッション関係の仕事をしていたも

のですから …・ 回目海外のスタイリストて二 一緒に仕事をして いまして、

その人は、インテリアや、世界の動向から ファッションの方向を見

る人なんです。 そのような感じのものと C G、インターオ、ッ 卜を結

びつけて世界に情報を発信したい と思ってます。

一一 「人間J というものを剛象の中てどう扱っていますか?

金井 パースでは人は必ず登場します。学生にパースを捕かせます

し人、車、木が苦手のようです。特に人は存在観が在りすぎても

いけませんし、かい、 って、なきすぎても、絵が中途半端になりま

す。学生には、空気のように絵と調制する人を描くようにと 言っ て

います。昔は、リアノレな人が要求されましたが、今は、そんな こと

はｾＡ ｉ， ｲＮ ， 、みた い て。す 。

奥村 連築物が考口: した後のビデオでは、 モデノレを使って案内し た

りする こともあります。 そうする司王によ って、見る人があたかもそ

こに居るような動き t か温もりが出て来ます。なにか印象付けたい

所に人間の表情を使う t インパクトカ可虫〈、効果が高まります。人

IM'Iの表情にJf : 怒るものは現在いですね。

松井 C Gについて言 えば、人聞を表現する ことはとても難しいで

す。建築の C G に出て来る人は、今はペラペラの薄い人ですけど、

そのうちにリアノレな人が出て jfとると思います。人間の微妙な動きを

表現するのはとても大変な こt だったのですが、今は少 しずつ表現

出来るようにな ってきています。たfご一一般の方は、C Gならば、 fご

れでも H央匝lのようなリアノレな人rmが出ヨ!とる と思って いるようですけ

ど、今の段階ではちょっ t 無辺ですね。お金と l時聞が有れば出来る

t 思いますけど

- → 司業の女性の方にアドバイスがあればお願い致します。

金井 和、がこの世界に入ってからもですが、パースの手法が、移り

変りを見せています。手で'tiii <手、法と コンピューターで描〈手法が

どのような比率で仕事として成立するか非常に見通しが立ちにくい

F斤です。 そのへんの見極めを E うするかが問題で、上手にアンテナ

をはって対応 してほ しい と思います。

奥村 制間人は、女性と 言 うことを意識した ことが無くて ・・・ 1i9.!-像

作りとして考えて言 λ ば、 これが正しいと し、うのが無いので、自分

がど こまでこだわって、 納得出来るものを作るかい、う点に尽きる

と思います。 t ことんやれると ころまでやる。 そう いうこt をして

ほ しい と思っています。

一一物を作る人にとっては、肝に銘じないい、けませんね。

奥村 自分に対しでも戒めのつもりて明言っ てるんですが ( 笑)

松井 仕事以外で見た り聞いたり、色々なことを l吸収して仕事に反

映 してほしいと 思 います。 それは自分自身のためにもな ります し

一そ れがいちばん大事な ことだと思います。常に吸収する態度が

必要fごと思います。

一一木日は楽し L、術開を し、たTごいで有難うございました。

企画/ 会員企画小委員会

Di rector/ T.  TQMI YA 

1997年2 月 12日 於本会会携室
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西 伸 介

鮒木村俊彦摘造設計事務所

京都駅ビルの構造設計

263 
ぞ構造の頁

可能とする「設備マ トリックス」 としても計|函 した (図 1)。

Ｊ建物は Ｓ つの ｗ ｉ ｎ ｇ ご ｴ に異なるｾ 伊 形式を、 エキ スパンシ

ョン ・ジョイントを設けずに連結し て、一つの建物として計画 して

いる点で、 構造設計の工夫が必要となった。

3 つの W IN Gに対応 した 3 つの振動モデルを作る。そして 3 つ

の振動モテツレをーイ本化 して一つの振動モデルとするために、 おのお

のの振動モテツレの質点の間を水弔主結材て連結した重) 的解析モテツレ

i WIN G連 結モデノレJ (図 2) (44質点、 132自由度) を作成して、

巨大な建物の各 W ING 相互の; ;;郷 を 合 ん で い る 応 割 似 動的挙 動

を碓認している 。さらに建物の平田形状が南北約 60m、東西約470m

t 長大て彼雑な こと から、 剛床仮定の範囲を小さ くして|時l昧 効果が

1l:Q，成した; 場合を考慮するために、各 W IN Gをさらに細分化 した動

的向平析モテツレ「フe ロック述; ti占モデノレJ (図 3) (140質点、420自由度)

においても却炉j挙割引街悲している 。

J . : ) j 二の解析 結果から、設計一周j Bせん断力、各 WI N Gの聞に桜して

いるアトリウムに生じる強制変位、ブリッジの支持音1Iのクリアラン

スを設定し、詳細設計を行った。

l動的解析

京者問Rピノν は、「平安退部111200年関連事業J の指定を受け、 J R京

者!凱 駒也内 に京都の新しい者11市の拠点として世界に誇れる国際ステ

ー ションを目指し、計画された。世界の著名な建築家による国際的

な設音|競技の結果、当選案として採択されたj如氏司案を基に、基本

設計、実施設計を行い、南北約60- 70m、東西約470mの親族を有す

る駅施設、文 化 施設、コンベンションホテル施設、商業 ｊｪ 包設 、 ｾ Ｚ 車

場施設を合む複合施設で、今年 9 月にオ ープンする。

. 京書院Rビル建築相亮' 8!

建築主 西日本旅手停止道株主式会社、京都駅ヒツレrm発料司会社

設計者 原広司+ アトリエ ・ファイ主I ! 築研究所

材' H 変動槌設計事務所

施工者 京相似ヒソレ建設工Z阿佐間企期本

数 Ｑ 也直 ｭｾ 38，075m'  

建築間航 32， 239m'  ( 延床而積 235，627m')  

附 数 J也上16階( ホテル施設) 、池上12階( 商業胞設) 、広屋 l 階、 地下3際

軒 高 1  F L + 59. 8m 

-I1}l.':ir.:i さ 1 F L + 64. 3m 

桃造種別地上 : 欽' 白造

地下 ・鉄骨宝焔Zコンクリート造、鉄筋コンクリー卜造

P C版、金属バオ、ノレ、カヲスによるカーテンウ オーノレ装タト

構

造

の

頁

l水平連結材

水平述結材とは床版の ことである 。床版の而内問It性を柱、梁から

なる垂直悶It 性に対して適正に号判断する こと、そして床版に生じる応

答値の 矧恥 部材設計は桃造設計上の謝也となった。 これには理論

的な; f 9 t 討も跨まえて、多数のケースについて角材斤して、 i直l E1iaを設

定して いる。

アトリウムは駅施設の コンコー スとして利用される 3 つのW IN G

に接する東西150m、南北32m、市さ 50mのIVに抜け空間で、鉄骨トラ

スて支えられたカヲス屋根で抜われている 。鉄骨トラス 1J . 梁成l. 44 

mで、南北方向のスパン32mを、 1. 35m- 1. 441111/¥1li扇に架けてい

る。支点は鉛直、水平 2方向を拘束するピン支氷で、各 W ING の

建物て支持している 。

アトリワムをカの流れを感じさせない均質な空間 とするため に、

弦材、斜材 t もにすべて口一100X 100の角型鋼管で、部材はすべて

漆按による接合とし' ている 。部材が多数取り合う除去には、告1繍 を

用いた 。 こ の鉄骨ートラスは、鉛直、 水 平 Ｐｒ 地 ｢Ｎｾ、潟皮荷重に対

する設計のほかに、地震|昨に生じる W ING r: nの相対変位を強tI ，ll変

位としたケースにつ いて検討している 。 さら に、レベノレ 2地震|時の

強制変位による応力とがl渡 応力を組み合わせた作用力に対し て、 一

部の部材が座屈しても、その他の部材て' i fi 直荷量を支持できる こt

も羽生官E している (図 4)。

lアトリウム

l架構計 画

木建物は寸本の矧勿として馳成されて いるが、構造の拠開|先には

諸施設の建築的要iqニによって水平に 3 つのW ING- - - W - WI N G

. 商業施設、駐車場施設、 M - W IN G : ホテル客室、駅路設、 E -

W IN G : ホテノレ客室、宴会場、文イヒ施設一一、および 3 つの W IN G

に接する建物中央北1)[ IJ の駅コン コー ス( アトリウム) に大別できる 。

階屑の伊梢』成は、すべての 羽W江IN Gに共通して 1 F L + 1叩0. 5伊m功カか、ら

15.5111の階!用脅に 「向h村杭V昨L造マ トリヅクス」 とH呼乎ぶf鉄失'i下目!1i. 卜ラスによるテデデ、や、

キレべノルレををナ設け、 それより上部に各 W IN Gごとに用途の異なる上

層部、下部に駅純設やホテノレ、文化施設のエン トランス等の公共空

間となる下用部と地下部を設けている。

l構造マトリックス

この建物の架都計画の持敬のひと つである 「桃造マトリックスJ

は、上層部の荷量を下眉哨11に伝達する機能をも っている 。復刻Lで巨

大な建物J を、既存の J R京者防Rや市営地下鉄に制約されない自 由な

建築として杭築するため仁、「構造マトリックスJ から上下方向に自

由に腕をや1Iばせる ( ger minant ) システムで、下層と上j習の平田計

画を寸本化する建築の岡空 ( ger minant di sk) として基本防忽時か

ら検討を続けた。この一層分の! 享さの剛な階「構造マ トリックス」

によって、 こ の上にある各 ｗ ｉ ｎｇ の胞設に適した自 ｉ ｾ ｝ な平 岡 計 画

を可能としている( とは言って も、下用から上}PHこ骨1Iばせる柱は伸

ばしたほうが経済的で‘ ある) 。

また i*i YI ' 造マトリ ック スJ の階層に設備の部屋を設け、すべての

W IN Gの基幹となる制摘己管1 改良を水平に長I ｲ ｾ Ｑ にヲ ｼ き廻す こ とを

A  ｾ＠

北面・立面図
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文化施設

図 1 施設の配列と

構造マトリ ックス

守

x  

WI NG連結モデル

図 3 ブロ ック連結モデル

lフラクタル

フラクタノレ li ホテノレの宴会場のホワイエ空聞を覆う東西50m、南

北12m、高さ 16mの任意な形状の三角形を組み合わせた多面体の方、

ラス屋桜で、ある 。

繋抑し出し法によって製造された異形清形鋼を用いて三角形のユ

ニ ットをつくり、凹凸に組み合わせて立体卜ラスを構成し、カ、、ラス

屋棋を支えている 。 この立体トラスはおのおのの三角形のユニ ッ ト

図 4 アトリウム部 断面図 ( A断面)

構

造

の

頁

Q  

d

'

 

J

 

M

山

一

五

」
」

」

」

弓

」

ゴ

」

」

ゴ

」

二重起立

図 5 フラクタル全体図

中間無目材 ( 1) ; アルミ型材

ガラス( 熱吸熱反 12 + A6 + PWlO)

押縁，アルミ型材

押縁，アルミ型材

外枠材，アルミ型材( 一部分絶縁処理)

コンプリバンド

防水押さえ; アルミ型材

図 6 フラクタル・組み合わせ部詳細

が依する稜線、または谷の全長のみ洛接して全体を組み立て、部材

が集中するトラスの節点は力学的につながらなくても成立する、新

しいユニノf ーサノレな構造として、基オ構想、時か ら検討を続けた。凹

凸は建築的な形態をもとに、力学的に必要な梁成を満たす寸法 を確

認する解析を繰り返し、収数させて決定した。外来広内観 t もにす

っき りした納まりをつく るこ t がで きた (図 5、 6  ) 。

( にし しんすけ)
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大阪市立大学学術情報総合センターのA G Vシステム

263 設備の頁
め 東 恒 雄

大阪市立大学工学部俊械工学科 教浸

運行院祝11，11御装置のメインコントロ ーラで運行プログラムによって

自動運行されるほか、各所に設置された A G V コントロ ーノレパオ、ノレ

による半自動運行や光リモコンによる手l l i 1 牒作運行も可能 t なって

いる 。なお、エ ν ベー夕、自動扉等のシステム t はノ f ソコンおよび

オ、ットワークを介して自l l i 1 J 1I" J に連動するように制御されている 。

ブックトラックは80台導入されており、 l 台について 50kgの図舎

を積載できる 。ブックトラックは単に職員による図書搬送として使

われるだけでなく、所定の位置( 返却ステ ーション) に止め置かれ

て、利用者からの返本台 t して使われる 。配架準備作業コーナーか

ら返却ステーションへのブックトラックの配車 ・回収は A G V によ

り定期的に行われる 。A G V のリフタにはロ ー ドセノレを装着してブ

ック トラ ックの重量を検知し、リフ トアップ時の霊晶包過や摘腿途

中の空間? 務下による重乱変化をチェックしている 。 もちろんフ) ク

トラックにはキャスターがついており、職員が手押して‘ 通常のブッ

ク トラ ックとしてイ史用することもできる 。

利用者の安全引制呆のために、 A G V システムにはし、くつかの機能

が付加されている 。 まず、ピノレ火災発生時の安全市制某として、 ピノレ

防災鋭から火災信号が発生すると、各階l I ，IJ御装置か らの無線通信指

令と ｾｉ ＢＧ ￬ｬｦ［ 放送の音声認識の独立な Ｒ 系統で緊急、停止するようになっ

ている 。 その際、防火シャッターやエレベータ出入口など災害時の

システム釧Ｑ］の障害になる場所や ｩ 問 ｾ ｉｕ 当 時になる場所は避けて停

止するように制御されている 。また、通常連行l時においても、 A G V

本体に赤外繊ＺｽＧ［Ａ ｾｾ 噌 ｊ センサーを装着して、人や物を感知すれば Ｍ ＱＱ 寺

停止により核触を避けるとともに、パンパーに人力可愛好1! した際にも

緊急停止するようになっている 。

その他、 A G V には走行状態を示すランプ( フリッカ) やチャイム

が装備されている。

I  A G V システムの付加機能

大阪市立大学学端、市! 矧滋念合センター( 以下、センターと略す) の

建物は図書館山! ? 幸臥h現センターの複合施訟」どあり、 ! t i 10階 ( 一

宮Illl 階) 、地下 4 階、延べ床繭i n7 ，400m'の建物の大半を図書館が占

めている 。センターの利用者は年間60万人、図書については新着、

貸出、閲覧を含めて年間40)5-lIl l、一日平均1，50川町の利用が見込まれ

ている 。

従来、これらの図告のi町出は手事!Iし ブックトラックにより行われ

ていたが、建物の大型化による搬送距離の増大やエレベータの待ち

時間の地力J ] 、床カーペット化に伴う必弼般送力の増大などは図書の

摘出に携わる図書問甘いl職員に過度の負担制虫いることになる 。 そこ

でセンターには、ブックトラックを、人間ではなく A G V ( Auto-

mat i c Gui ded  Vehicle) により移動させる図舎自醐自挺システム

が開発 ・導入された。職員または利用者によ って図書カ苛悶設された

ブックトラックを、 A G V がその下に潜り込み、リフトアップして指

示された場所まで迩ぶシステムである。 A G V に要求される搬送の

程リ ｾｉｊ としては、眼目ごとのスケジューノレにのっとり指定 ｬ 時二芸 ｉｊ に指定

場所から指定場所へ摘越する自動運行、随時に指定場所から指定場

所へ搬送する半自動淫行、およびリモコン操作による手!fiJm呆作運行

がある。

ところで、センターは不特定多数の人が利用し、その ｾｉＢ を ａｇｖ

が無人で移動する 。 そのため利用者に威圧感を抱かせないように

A G V および. ブッ ク トラ ックは小型イヒされたもの t なっている。ま

た、後述するご H 、本 A G V システムでは利用者に対する安全性

がＭｉ ｾｩＪ 先されている 。

設

備

の

頁

五μ 二紹介させていただL、t:_ A G V システムは、大阪市立大学、大

阪市都市生査官I I l I号、材司会紅白建設計、松下屯器産業事同L会社の共同

でn日発されたことを最後に付け加えておきた L、。

*  

I  A G V システムによる図書の搬送

A G V  は長さ 130cm、幅40cm、高さ 40cm、自 重 133kg 1 : 小型であ

り、定格J秘il没者tj 重は 100kgである 。A Cサーボ、モータによる 4輪駆動

により 6 - 4 0 m/ mi nて定速走行し、前進 . 1刻主 ・分岐を行う 。 ま

た、 fE源として DC2 4 V のバッテリー 4イ聞を搭載しており、自動充

屯方式で l 回の充屯につき述絞 51時間の運行が可能 t なっている 。

A G V は 2基の専用エレベータに釆ってフロア間を移動する 。各

フロアでは、床カーペットの下にn占られた磁気テープを路線として、

各フロアに設置されたパソコン( 制御装置) から無線通信により誘

導される 。A G V は雄物全体: て 10台導入されており、これ らの運行は
つねお)( あずま

A G V が潜り込んだ

フ'ックトラック
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日本瓦- アス力工法ロック式

198 

災施工材料の頁 石野欣秀

石野瓦工業側常務取締役

l  アス力工法一口ツク式

「アスカ工法ーロック式」とは従来の十虻t工法の長所を活かし、

さらに改良を加えた桟粥E式工法の発展形である 。

これまでの軒に平行に打つ樹林吋11 え、その上に粁に直角の縦

桟木を施工して、裕子状仁枝木のブロックを組み、そこに安定十拾を

持った専用瓦をロックする( はめ込む‘ ) 工法である 。瓦の裏側IJ には

縦 f財宝を挟み込むための安定溝がありミソーの両側面 ・! 底面を合わせ

た 3商固定によりしっかりリ羽三にロックするようになっている 。

瓦主主2 去には、大きく分けて「土主主工法J [ " 桟五工法J があるが、

制その和l瓦の 「土苛工法」円 |掛け桟封: 工法J では高層建築などへの

施工では耐反性、耐凪性、安定性等に不安が付き物であった。 また、

ti 出 は 工J蜘 f短縮される傾向にあり制Eの職人芸的な工法では間に

合わない事態が出てきている 。「アスカ工法ー ロック式j はこれらの

問題を解消し、近代建築にも安心して採用していただ‘ ける様にと開

発したものである。

施

工

材

料

の

頁

l特徴は

耐久性、耐震性、耐風性に優れる

瓦力消if . 横桟木にロックされているため地震に強い。

さらに、一枚 一 枚 ｾｾｔ て。固定するこ ｴ で、強風や 雪 にも強〈、いつ

までも主主主上げ当初の美しさを品i闘できる 。

建物への負担が少ない

土制淀わない乾式iJ 径量桝迭で、風や雪、地震による瓦のズ、レが起

こりにくいため、f f : I 7kの屋棋憐造への浸水が| 坊がれるなど、建物全

体の耐久性にも貢献する 。

施工の標準化か可能

品質管理された、ねじれの少ない専用瓦を縦除ドと検宅財宝にロッ

クするだけなので職人の個人的な技能の差が出ず、ムラのない美し

い立上がりが可払

工期の匁織が可能

工期的には、瓦を瓦点制C( こi荻め込むだけですので従来の1 ' i 職人に

よる袈嚇技能を必要とせず、 一品乞Eでも美しい屋根が胞工できるた

め、一つの屋根を何人でも葺ける 。 そのため人員を大量に投入でき、

工期の短縮が可古色。

lまとめ

尚、現在「アスカ工法ーロ ック式J は手[ J 瓦、飛鳥瓦等に採用され

木造住宅から高居a建築までrn広〈採用されており、兵庫県南部地; 頁

でもその確かな耐震 ・耐久性が証明されました。今後は瓦車工法の

主流となるものと石附言いたして居ります。 ( いしの よしひで)

l土葺工法

「土ｉｩｾ Ｎ工法 ｊ とは玉日 交を土止め桟としてＱ￯土を野 Ａ ｭ 板に固定する

ためだけに使用し瓦の固定はもっぱら茸土の粘着力に頼った工法で

下記のような特徴がある 。

[1麦所]

・野地の不陸を土を置くことで修正できる 。

・行儀の惑い瓦て、も、ねじれを土て1吸収して葺りる 。

. 住rr響!v性 ・遮音性カ塙い。

[ 安田斤]

- 屋綬重量が大きく冊目む二不利である。

- 経年変化により土が風化すると縦横に瓦のずれが生じる 。

l引掛け桟葺工法

円 ｼ 掛け十貯江法」とは瓦の主主き足に合わせて ｬｬｩｴｾ 色軒に平行に打

ちつけ、瓦制財C ( こ一枚づっ号 |掛けて主主〈労法である。

下記のような特徴がある 。

[i 支所]

.m がJ腐らない限り縦方向の瓦のずれがない。

. 土主主に比ぺて重量が奄〈百花呈上有利である 。

・野! t M反ゃ瓦載のむれがすくない。

[ 安野斤]

・縦方向に瓦の安定が得難い。

- 瓦のねじれがひどいと葺く ことが困難になる 。

. 野地むらの修正がやりにくい。

. 土葺工法

一区 今ζ ネ区今巳£ー

. アスカヱ法ー ロック式 ( 飛鳥瓦)

51  

. アスカ工法ーロック式

Ｈ格子状に組ん ｴｾＮ 枝木のブロックに、安定泌を持 っ た専用瓦をロックするＩ

建築と社会 ・1997. 5



建築文章作法園

山 田 修

修 建 築 事 務 所

a子きな小説家の名文を写す( その 1)  

具体例として r3. 語意のあいまいな言葉は使わないJ でとりあ

げた立原正秋の 「はましぎJ の一文を推敵してみる .

わたしは，次のように写 してみた( ・印が推敵箇戸斤で( ) 印は

沫消部分).

f( 前田各)

彼が海岸を歩きながらさが し求めた言葉には，役に立たないもの

がかなりあった. それは，ふだん使いな れてい る言葉なのに，文章

にしてみると，語意あいまいなものがある . これは，あきらかに，

言葉を論証せずに使っている証拠であった.

〔まに〕ある 言葉を文章に入れてみると ， その言葉に入れたがた

めに文章があ いまいになることがある. こ れは，そ の言葉はきちん

としているのに，前後をつなぐ文脈が明確でないためであった.

〔また， ) なるべくじようずな表現を しようと思って書いた文章

が，強調しすぎたがためにうそに見えることもある .

〔また， ) いく ら言葉でだま せても， 言葉の裂にうそがある，

な言葉もあった.

〔また， ) ひどいのになると， これか ら論証しなければ問題がある

のに，すでにZ命証されたもの としてそ の前提のものいこ古前正する 言

葉がある . 批評家の文章にこういうも のが多かった. げ知的 j

十 ｬｴ｡Ｚ 法イ ｉｭｲｾｲ は， つぎの Ｔ っ て、あるＮ

① 3 箇所の 「あったJ を 「ある」にした. こうすると過去形と

現在形のリズムが交互にくり返され，文章に活力が生 じる. 現在

形て表現しても文の流れより過去だ， ということは分かる.

② 文中の 4つ の は たJ は沫消した. 接続詞は，とったJJ が文

章に迫力が出る . その代わり，また以下の文章は改行した. 立原

自身がいっている 「文章は一字でも削りとることなり J を実践 し

そん

2)  iはましぎ」の一文を推首長する
1  ) 韓国の鳳停寺を思う

名文とは，なんだろう . 一回の読書で意味や情景杭すっと頭の

中へ入ってくる文章の ことである . ひとことでは「すぐ、れた文章 or

有名な文主主J となるカ1 その詩1ヰ耐は人によって異なる. なかには，

名文が迷文になっている小説家もいるからだ.

わたしが名文と思っても，人は迷文と評イilli する . その逆も真であ

る. 要は rl 当分好みの小説家が好きか嫌いかJ という個人的判断に

よるところが大きい.

わたしの好きな作家は，立原正秋 (1926- 1980年) ，司馬遼太郎

( 1923- 1996年) ，城山ヨ、II (1927年一) の 3人である . 立原正秋

は，いまから 20数年前に彼の自伝小説といわれる 「冬のかたみに」

を読んで‘ 好きになった.

その理由は，斡国のj刷亭寺( 本のなかでは無盆寺となっている)

のたたずまいと風M1J が活写され，自分がその寺にいる錯党におちい

ったからだ. 当時わたしは，韓国古文研究会守主宰 (30年間韓国通

いをおしけている) し，鳳停寺 Ｈ 金線北道安東 ｾ ｭ 在， 672年創建の古

書IJ. 当寺- の極楽殿は 13世紀の定IJ 建になり現存する斡国最古の木造建

築物の一つ) が大好きで同寺を， 101mちかく訪irliJ していた. 日本で

も同じ古寺を岡田も訪れたことはない.

そのたたずまいは熟知していたから，作家 t 自分とを重ねて文章

を読み，物を見る視点が似て いた， と忠、う.

好きな作家の文章は，受身的に読むと，すべてが名文になる . 文

i ; t J ゴ主法の第一歩は名文を読む ことだ， といわれる杭読むと書く

とは全然異なる行為で，つながりはない， と考える . 名文を読むだ

けでは文章訓練の場とはならない.

建

築

文

章

作

法

てみた.

③ 「あいま いJ rじようずJ rうそ J rだま すJ は，ひ ら仮名を用

い， 柔らかい表現( 視覚的観劇 とした.

④ 「普段J は副詞ゆえ「ふだん」とした. 代名詞 ・形容詞 . ;¥¥IJ  

詞 ・接統計lは，ひら仮名がきがよい. その代わり「っか」を「使J

として，ひら仮名の中に漢字一つを使い歯切れをよくした. 2回

目の 「使l は前の使に倣った.

立原正秋は「あったJ rまた」を重ねて，論証された言葉を強制す

るとともに， 小説家の悩みを激しく訴えたかったのかなァ， とも考

えた.

以上は，わたしの独断専行の文章割腕法の一手段で他意はない.

名文が迷文に推敵されたと ころ は 「素人の遊びの場J ! : してお許し

おさむ)

写真 鳳 停寺の鐘楼

自然の太い :h柱( アカマツ) を使った二j習吹きねりの笠校である 。外観

は野性的でらいらく、 !大政見は凹凸てねくみ、の感じを受けた。

うすl倍いーl習の』却前を通って石段を登り、明るい大雄殿前の広場に/ : l : H) 。

回線の変化につれて風物の明暗が反転した。韓国の寺は、全般に このよう

なドラマチックなi寅出となっている。

( やま t:'を願いた い.

そこで 「自己流に訂正する」ことを考えた. すなわち 「自分が，

その小説を普いたつもりで推敵する J 行為I.t.， 文章を書〈訓練につ

ながっていく . r名文を写す」は，原文を写す ことで、はなく 「惟敵を

入れて写すJ い、うことだ. 推敵するには，読者の党めた知的判断

力と勇気がいる .
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衛 生 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方固

河津隆之

河津隆之事務所

設計図の理解ー 1一

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

す 。 協Ｊポンプよりの揚水管や Ｗ ｊ｣ｲ ｾￎ か らの給水主管 Ｈ揚水管も車 合フ ド

主管も I-I ASS 001 の図示記号では同じですが、設備図によ っては

給水管を Ｑ 点 鎖線 、 楊Ｊ包ーを Ｒ 点主 ￬ＧＨ 線で、 ｴ ￬ｾ ｩ いているものもありま

す) 、オーバフロ ー管、水槽の持ト水省・が取り付けられているのがわか

ります。

これには、 !持記{ 士株ぞ! ーに脅かれた図示記号 U'Lf列 ・シンボノレ) に

よる品名をしっかり頭に入れ、系組盟と ) G比べながら作業をします。

なお、陽水省: 1 : 給水主告が明確で、ない; 場合は給水主管には弁力主取り

付け られており、紛水管にはありませんから、 これで区JjI J- (、きます。

また、この平而図、系統図より弁やフ ν キシフ〉レジ‘ ョイントなど

が取りやl けられているかどうか、寸法はいかはどなのかもわかりま

す。

図 1 を見て下さい。高置水筒lのオ ーバフロ ー管 t 排水管: は一緒に

接続して先端に防虫網密取り付け、パラペットの内{ ) ! l Jにある雨水排

水f! Yt に放流し、協水官: と給水主管は熔屋屋上を転ばし配管てν刊、屋

に入札 図 2の系統図では崎屋内宮11を立ち下がって 61惜の天井に配

管ーされているのがわかると ，思います。

先に触れました皆さんのお手も t にある設備図ではし、かがでしょ

うか。砂降、* ' ; OT ) ，< 管を色分けしながら色童館でたどって見て下さ

いま、 6階建を想定しながら話を進めていますが、 7尚ijil 図は基準

階に移ってくるはずです。塔屋からた E ってきた産会1)'<管と揚水管は、

一背生 lこパイプシャフ卜内に納まっています。

このノ叫プシャフ卜を先の建築設備笑用語畔典では、「建物内の上

下階を桜がしする配管をまとめ、閉鎖した空間内 に収容するようにし

た上下階をつなくや垂直の筒状部分」と記していますが、 この中には

陽水管、給水立て管のほかに各階の排水機枝管を接続しながら立ち

下がっていく持ト水管あるいは各階からのノレープ通気活: を受りながら

立ち上がっていく通気立て管、イ11汀頁通気官・が納 まっているのを図示

記号と系統図より読みとりながら 地階平面図へと移行していきます。

( かわず たかゆき)

今回から、設備図そのものの話に入ります。建物の規模は延べ

3. 000m' 、地下 l 階、 t t i 5 階程度の事務所ビノレで、給水方式 l式市世

水槽方式倒 ｩ 築 設備実用語静 よｾＡ井上 告下完によれば 「 給水方式の一

種で、自己水管の水圧力涼足したり、 一度に多量の水を仰羽する場令

に用いる 。受 ＪＺＱ曹に水を 受 けてからポ ンプ により ＱＳ 世 Ｗ 州自 仁子会ｾＪし、

それ以下は重力により*';OT)，<する J とあります) としていますので、

お手もとにこの方式の設備図があれば、ぜひ図を広げて以下の文章

を読んで下さい。

そ の 制iui 図て富 |精のj副 ニ平而図を見ます。屋階の上に埼: 屋があれ

ばその屋上で、 7制古設計図のとじ方からは終わりの方だと思います。

このように屋上の方から見ていった方がわかりやすいようで、ここ

に高置7J c r 1 Y が描力、れているはずです( 高置7)'cftUI ;;万式の最大の短所は、

判官 ｉ 類の ｾＺ ｪ 鵬首切Ａが惑いと水質汚染につながる恐れがあることです

が、五抵のある調査報告によれば、こ のような規棋の事務所ピノレで

は依然として約67%がこの方式になっているようです) 。

また、特F. c1:封蒙舎の工.4: 1可制IJ のな かに水系の消火設備があれば、

消火用高遊水槽もこの近くに設置 され、高世フド問iの給水主官: から分

l岐品合7 1 ' < しているはずです。

この高誼y帥自の設置位置 lこは法規制があり、 Y45鹿屋上に設ける場

合は、水槽とパラペットとの聞の距離は0. 61百五L上が必要ですし、そ

の離れが1. 0m以下の場合は高き 1. l mJ;J .. J:. の安全柵( 軒習) を設け

ることなどがあります。 昆仁に高い (2. 0m以上) 架台を設置しその

上に高誼71'<;fも1が置かれる場合は、より厳しい規制と なります。

し: かし、高誼水槽がどれく らいの高 さの架台上に設置されている

かは、普通、平面図ては見えてきません。特記イ土石長警の機線表に日

置が他: の外形寸法とともに、架台の高さなどが示されているのが一

般的ですから、機格表にも目を通す必要があります。記述がない場

合は系統図もチェックします。

き て 、 副ニ平而図もしく は搭屋屋上平面図て市置が階廻りを見ま

l高置水槽廻りおよび下階に向かって

GV50 
600 

53 建築と社会 ・1997. 5

系統図( 一部)図 2
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30・s E Y E (第21 回) 松本正 ・梅村亮 <F. O. B. アリミテ共同主宰〉

8UPER ARCHITECTURE-- 近代末期の建築夜話~

今

仏 ｾ

今 REPORT 日本 建 納 会 韓 委 員 会 米 井 寛

東畑建築事務所

を捨てて一気にモダニズムへと移ったイタリアの合理主義者のよう

なドラスティックな変化が必要であるという ことかもしれないが、

松木 ・栴休両氏は、まさにこうした歴史観を踏まえた上で、写抗たに

拘泥しない新たな建築のあり方含求め続けているように思われた。

30's E Y Eシリ ーズ21回目は、初めて 2 人のゲストを招き、なごやか

な雰囲気の中で「近代末期の建築夜話」と題した講演会を行った。

lオートマティックな建築形態

とたに両氏からいくつかの建築作品や進行"1" のプロジ‘ ェクトの紹介

があ っ た 。 その 中 で、建築形態のもつ記号や作家のｾＥＮｩｾ性をできる

だけ遠ざけながら、機能的でt![ J物的な形態の操作でものをつくりた

いい、う 2 人の建築観力市肢か諮られた。例え 1J : J f . ! : 京者|仙の小規棋

な包括兼アトリエである 。f AURA ( オーラ )J では、 2枚の壁のず

れとそこに架かるスピンした梁、そして壁の聞から透過する光によ

って建築が成り立っており、「オ ートマ テイズムJ ともいわれるよう

な即物的なっくり方を意識的にやっているという 。

また、 F. O.  B. の事務所である f ORGANJ は、虫即応状のチ

ューフーを必要な内部の機能と面積に従って切断し組み合わせていく

という椛成である 。 このことはオフィスピノレに特有の均質性を打ち

破ることでもあり、結果として 10人の所員には固有の「それぞれの

場所J が出来上がっているい、う 。

左・侮林克氏、右・松本正氏

建築家 3人のノ f ートナー シップによる事務所として F . O.  B.  

アリミテは96年に設立された。松本正氏は京都造形芸符'I大手4 平任論

師を務める建築史家でもあり、 一方の栴l材L氏は Iｾ ｾ ，羽 ｩｾｬ ｬ｝ 建築設計事

務所出身でテマザイン面の責任者てある 。 また、 もう 一人の遠藤ug彦

氏は同じく高松事務所の出身て主に C GなE のコンピュータ 一宮1I門

をf旦っている 。

I F. O. B. アリミテとは

l震災復興への提案

阪神大震災のあと 2人は「関西建築家ボランティア」でも活動し

ているが、その中ていユニークな 「コ ンテナによるプロセスハウジン

グ」が提案されている 。 これは実現には至 らなかったものの、コン

テナを仮 ｲ Ｆ ＧＱ Ｑ 句に住居として利用しながら、 ｼ 百 ｬ じ場所て下 ｉｾｩ と財 ｅ 設に移

行していくという合型的なシステムの提案であ った。

また、被災地の住E毛宅七ど. 復興プロジ. エク 卜も進行"1" てあるι 。「ハワス

イン ウオザ、キ」 と幸剥雑 ｻ佐 ｌ白 ｾ ｾ蕊民卒て

の共有空|H間i古削[日l陀を設定し fたJ 残りのf文知1也を「庭」 として扱い、従前の 「お

j義政の峰J {f月1) のかたちて百ま らせようとしている 。

lイタリアの不思議建築

講演の前半は、ミラノ工科大学への留学経験のある松本氏から、

主に18 - 19-l1f: if.己の 「イタリアの不思議建築J が紹介された。氏がと

りあけ‘ た建築の一つ は、後期バロ ックの建築家ヴィ ッ 卜ーオ、

( Vi  ttone， Bernardo:  1702- 1770) によるブラの教会 ( 1742年)

である 。当時のヨ ーロ ツパ には、ロ ージ、ェの 「プリミティヴハッ トJ

のような機能主義的な建築制力f現れ、すて1こ反バロック運動も起き

ていた。 こうした前近代と近代のはざまにあ って、この建築はイタ

ト

庄

O

止

凶

庄

l建築の拡張と新たな建築家像

建築を主ｼ主体ではなく風景や地 ｊｾ とい っ た広い領 ｊ 成の 中 で促えたい

ということも指向されており、ある自治体のまち づ くり案では、都

市のインフラとしての情幸院割問を整備しなが ら、地勢をそのまま生

かした主主築をえ、ッ 卜ワーク化する提案カ苛子われている 。

また、事務所としてビデオl I ，l) 作から 家具のデザ、イン、選射の輸入

までも手がけながら、従来と l式典なるフィ ーノレドに踏み込んた苛Vr た

な建築家のあり方がIl: j い絞けられている 。

リアの「最後のノ f ロック建築」であると氏 li 位置づ げる 。 そしてこ

のあとのイ タ リアは、様式佐築から抜け出せないまま 新たな機能論

を受け入れるという「ヘビーな状況j に入ったという 。

このヘビーなl時代を象徴する建築家としてあけられたのがアン ト

オ、ッリ ( Ant onelli ，A lessandr o;  1798- 1888) であ った。彼は 19

11! 把末の トリノに 165 mという出! 寺世界ーの高さを誇る「アン トオ、

ヅリの俗] と呼ばれる尖熔建築を完成させる 。 これは、松謀式とい

う近代的な構造をも ってはいたが外部刷業王t建築の断片をまと った、

当時のイタリアのアンヒ

*  

会場からは、 「少しずつずれながらやっているパートナーシップが

理想的すぎる J t' づ立見も 聞かれたが、建築の歴史とテーザインと

いう 当初の却制IJ ;';，¥の異なる 2人の( 決して l自l撃をしないわけではな

いそうだが) すゃれた役割分担が、建築デザ、インに明解な意味を与

えさt: 1:rJ の質を高めていることが、参加者には十分理解された t 思わ

れる 。今後両氏が建築と建築家の領域をどこまで拡張し、 「近代末期」

をどのように釆り越えて いく のかを注視したい。 ( よねいゆたか)

ｬ 時 Ｏ ＱＹＹＶ 戸 Ｑ 三 日月 ＲＲ Ｑｾ (金) 18: 30- 21  :  30 

場/ 日本雄策協会サロ ン 参加者/ 25.人

H

A

L

 

すぐ仁先進工業国フランスのエッフエノレ塔に高さ世界ーの座を奪わ

れてしまう 。 これ以降イタリアの建築家は「古典言語J と訣月1) し、

「未来派J などを経て、急速に近代建築へと移行してい ったと いう。

これらの「不思議建築」の紹介とともに松本氏は、機能主義とし

てのモ夕、、ニズムはコノレピュジ‘ ェ、 ミースよりさらに j遡って捉えねば

ならず、またポストモダニズムも、様式を相声サ化するという君、l床で

は19 - 世紀の新古典主義に同じであると述べる 。 そして、この20- 世紀

末の煮詰ま った状況は 19-世紀末に似ていなくもないが、 20世紀のモ

ダニズムやポスト モダ ニズ、ムの領域にとどまって新たな解答を見い

だそう t しでも、 ここ に見た 「イ タリアの不思、i肱住築J のようなし

んどい結果を招くだけだというのである。つまりは、様式的な言語

建築と社会 ・1997. 554 



建築家に何ができるか一阪神大震災 ・被災地の現場から考える但)

野崎隆一「白地地域復興の現状J

仏.

d 砂

令
R E P OR T 日棒 鋼 窃 会 諜委員会 増田昌彦

泉南市事業部都市計画課参

でやるかという問題もあった。行政の卒業区域から外れた区域では、

神戸市が「まちづくり人材センター」肝位するまでは、まちづく

りの立ち上がり段階での建築家やプランナーの参画を封呈する悩且

みはなく、ボ、ランティアに車兵るほかはなかった。ボランティアで1ま

限界があり、このような仕組みを充実させることが必要である 。

もう一つは建築家やプランナーが提案を行う場合の受け手の{ J ! i Jの

問題。ある地区を調査し、まちの状況を説明したうえで、次の段階

である計画の提案を行っていくとしても 、コミュニティを代表する

出裁ができていなりれば、提案自体が封長りに終わってしまう 。地

元の「組if& J との対応のなかで‘ 提案していくことが重要で、その組

織が不明瞭な状態で1ま提案していくことはできない。区画整理に代

表される行政の復興事業には、プランがあってもそれを具体化させ

ていくためのプロクーラムがなかった。すなわち、 「まち づくり協号投会」

等の1雌識をしっかり立ち上げていく こと( また普段か らつくってお

くこと) が不可欠である t 改めて実感しているい、う 。

震災から 2年五λ上が経過し、被災地に建つ建築やまちづくりの内

容がより一応問われる H刻切になってきた。若い会員の集い小委員会

では、この11郁切に、その担い手である 「建築家J の果たすべき f鈍 IJに

焦点をあてて、復興のまちづくり、ひいてはこれからの建築や都市

のあり方を展望していく目的で「建築家に何ができるかJ シリ ーズ

を企画している 。 その 2 回目は建築家の野崎隆一氏を講師に迎えた。

野噛奇氏は自宅、アトリエともやJI 戸であり、震災直後から関西建築

家ボランティア( 以下、 |剥ボ、ラ ) の中心的メンバーの一人として、

建物診断に始まる様々な復興支援活動を行ーってきた。 また、魚崎地

区をはじめとした、行政の卒業区域から外れた、いわゆる白地地域

において、被災や復興状況調査および市場や商底街の再建、住宅の

共同化、被災マンションの再建等数多くのプロジ、エク卜に取り組ん

て。おり、これらの復興まちづくりにおける取り組みで白木建築士会

連合会まちづくり特月IJ'，此を受賞している。

講演は、白却β也域の復興状況やその過程そのものについてという

よりも、印也地域での活動を通しての「まちづくりと建築家の役割J

に論点をおいた形で進められた。

視察のためネ' " 戸を訪れた AIA ( アメリカ姥築家協会) の役員から

聞いた話として、アメリカの建築家は建築の仕事のほかに、教育や

コミュニティ等の地域活動を行っているい、うことカf紹介された。

野崎氏の講演・て、の話と合わせて、建築家が日常的に地峨社会に目を

向け、まちづく りについても っと積極的にな識し、関与していくべ

きではないか、また同時に建築家をとりまくｾ並々な澱境 ｬ こおいて、

建築家の持つ能力を十分生かしうる仕組みを地域社会や行政が意IJ り

出していくことが大事ではないか、 と改めて認識した。

l建築家をとりまく社会

3

m
刀

0

3

↓

I  i愛への奉仕J

後半のディスカッションのなかではほかにも被数コンサノレ1 I l lJ の提

案や、まちづくりを通してみる民主主義そのもののあり方の問題等、

多岐にわたって意見交換がされた。

そして、最後に吉阪降正の論文 『三つのムJ r 築家像j からヲ阿した

話て淵めくくられた。建築家の姿として「用への傘仕H 筋への奉仕j

「愛への奉仕J の三つがあり、そのうち一つしか選べない。吉阪が

最も望ましいとする「愛への奉仕」、つまりこの場合は近隣の人々へ

の愛という こt だが、この途を選ばなければ被災地では活l J t IJできな

かったという 。多くの示唆に' t ! ;tr話を聞かせていたfごいたが、結び

の話はとりわけ印象 に 残 っ た 。 ( ま す だ まさひこ)
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日時/ 1997年 1 月24 日 ( 金) 18 ・30- 20 ・45

会場/ 日本雄築協会サロ ン 参加諸 / 33人

lまちづ‘くりのクライアントはコミュニティ

復興にあたり、個々の生活再建と同時に、以前にも増して住みや

すく魅力あるまちをつくっていくためには、建築家の果たすべき役

割lが重要であることはいうまでもない。 しかしながら、まちづくり

についてもこれまで建築家のサイドから数多くの提案が行われてき

たにもかかわらず、なかなか実現に結びつかない一方で、、被災した

住宅地でハウスメ ーカーによる住宅が溢れていることに象徴される

ように、魅力あるまちなみカ明生されているとは言い難い。震災復

興に限らず、まちづくりの仕事は、限定された如也に建築計十匝l、

テ可、インしていく場合とは明らかに呉なる。特定のクライアン卜で

はなく、コミュニティを相手にしなければならない。 そのなかで建

築家の持つ、空間を桃31! する能力をまちづくりに十分国映していく

ためには E うすればよいのか。

野晴氏は自身のこれまでの経験から、いくつかの間題を提起した。

一つはまちづくりにおける建築家の職能の問題。建築家の職能を、

具体的な提案を行うことによって代{iHI を得ることと規定した場合、

特に被災地のまちづくりにおいては提案に至る前段階の訴]査や相談、

調整な どのコーテ"1 ; i 、ー卜的な仕事にどこまで関わるのかという こ

とが問題になる 。| 刻ボラ内部でも 早い段階で、建築家であるからに

はまちづくりについてまず自分のイメージを提示、提案すべきであ

るいづ意見仁一方で、まず調査を行い、それをもとに地元の人々

がどんなまちに再建したいか、そのコンセンサスを固めてから具体

的な提案をすべきい、う意見に分かれて議論がされたい、う。

野噛奇氏 lま後者の考え方で、被災地におりるまちづくりで建築家が

役割を果たしてし、くためには、自らの職ri 段固定的に捉えるのでは

ない陪を広げて、例 えばプランナーや他の専門家とチームを組みな

がら、その場その場に応じたスタンスを取っていくことが求められ

ると いう。

今回は、 これ t 重な って 「ボランティアJ としての活動をど こま

l復興まちづくりの経験から
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平 成 9 年度の事業計画

財団法人 日本建築総合言鵡食所

干 565 吹田市腹自台 5- 8- 1

TEL. 06- 872- 0391 F AX. 06- 872- 0784 

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15  

lはじめに

戦後の発展を支えてきた我が国の社会システムは現在、国際化、

高度情報化 の急速な進展、本格的な高齢イ凶土会の到来等により大 き

な転換を迫られつつあ ります。

このような情勢に対応するために、当財団は試時航除機能の拡充 ・

3さ倫と技付可* 準の向上、国際的な試験品質保証システムの導入等 に

努めているところであります。

平成 9年度においても、関係各界の指導と協力を得て、引き続き

積極的に従来の方針を高僧寺します。

以下に平成 9年度の主な事業計画を紹介します。

l受託試験等事業

平成 9年度における受託試験等事業は、次の とおり 実施します。

(1) 強度、耐風 耐火 ・防火、遮音、陸rr熱等の受託試験業務

(2) 建築物の安全性等の受託調査研究事業

(3) 建築物の構造等の安全性を審査する建築技術安全審査事業

(4) 1S O  900個 合 に|刻する審査盟主事業

(5)  ]1S 工場に対する工業様相憾に基づく公示検査事業

(6) 大阪府下持定行政庁連絡協議会の「コンクリー卜工法に|掬する

指導要綱J に基づく研修事業

(7) 情報機関誌 (i GBRCJ ) 発行事業

(8) 建築関係学 ・協会への協力

l自主調査研究事業

当財団が独 自に、または、 他の機関と共同して行う調査研究で、

平成 9年度に行う主要なものは、次のとお りです。

(1) 新 J IS 対応のための直張り防音木質床の接着工法による軽量

床衝撃音レベノレの差異の調査

(2) 火害を受けたコンクリ ー ト系構造物の診断手法の研究( 継続)

(3) 瓦に作用する風荷重に関する研究( 共同研究) 継続)

(4)  コンクリ ー 卜構造物の補修性能許イ而に関する研究( 継続)

l施設整備

1  ) 神戸主む際室の移転

阪和| 吠震災からの復興のための建設工事の増加に合わせて、平成

8年 4 月に急遮仮設の試験室を開設 した力士その{ 部似羽限が平成10

年 3 月末 日で終了するため、 神戸市内の新用地に移転 します。

2) 既設分施設整備

平成 9年度は、従来から推進している試持鮪与度の維持 ・向上及び

試験業務の省力イt . 迅速イ時に係る施設の整備 ・拡充を 57件 健 築

関係、 7 件、機械装置関係40件、什総備品他関係、10件) 行います。

[ 組織の一部変更]

当財団てやは、 1S0900ω 直合に関する審査登録事業を開始するため

及び業務の効率化・ 能率化を図るため、平成 9年 4 月 1 日付で右図

の とおり組織を一部変更 仁二コ駐日分) しましたので、お知 らせ致 し

ます。
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t i 06- 834- 7916 

t i 06- 872- 0391 ( 大代表)

ti 06-834-4877 (企画)

ti 06-834-4  775 ( 庶務)

Ｈ Ｇ ｊｾ 業計画・広報 ・ 委員会等Ｉ

t i 06- 834- 0561 (代表)

( 土質基礎)

t i 06-834- 0919  ( 風洞)

合 06-834- 7905 ( 動風圧)

( 耐風・動風圧)

t i 06-834- 0271 ， 

t i 06- 834- 0316 

( 構造材料・ 一般姥材)

t i 06- 834- 0561 ( 代表)

( 検査 ・監査 ・公示検査)

t i 078-841-2976 

( 工事用材料)

ti 06- 834- 0852 

( 登録)

制 日本建築総合試験所 組織図
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平成 8年度建築科優秀卒業生表彰

円本建築協会ては、 IIg'l' U27年より全国の工業高等専門学校、高等学校、専修学校な E の建築科の優秀卒業生に対し、学校の推 せんにより 、本会会長の表

彰状を授与しているが、平成 8 i l'- 度卒業生のうち、 232校の265名を表彰 した 。

工業高等専門学校( 9 校 9 名)

釧路工業高等専1"1下校

石川工業高等明ＢｉＢｾ校

"11イ7工業高等専1" 1"; 全般

米子工業尚等専門学校

呉工業一高等専1" 1"(:校

徳山工業高等専1"1' 下校

有"11工業高等専1"1' 下校

八代工業高等専I"J' 位校

郎械工業尚 ｾ ［Ｚ ｖｩ ｩＮｪ ・ ＧＱ 下校

高等学校 ( 195校 207名)

地川工業尚士事中校

地川: A1' <u; 等学校

小僧工業高等学校

同 { 定11年ro' l)

ｾ ｉ ｲＭ広工業 ｉＺＢｾｾ ［ 下 校

釧路工業高等主校

札 幌 E 阜市'Vl.: 校

|百1 ( 定時制)

，'l' j 小牧工業尚等学校

"'1 (:;;:11年制)

名寄工業而等学校

fti 町{ 工業高等学校

同 ( 定時制)

J! 1!l 工業高等乍校

室蘭工業高等学校

側，Ui 工業高等・下校

， ｉｬ 森工業 ｾ Ｇ Ｚｪ Ｚ［ｲ［［ Ｂ Ｇｩ ＮＺｴ 究

l司

弘前工 ｾｉＧＺＺｪｾ ［ 下校

lnl 

光Jit 学校野辺地 C1'<i切符戸校

卜布l削工業向等学校

大船技工業高等学校

久鉱工業，:51平日J戸枝

盛岡l工業高等学校

秋山工業高等学校

能代工業高等宇校

鶴!めl工業高等学校

米沢工業高等・主校

合Ht ｛ｾ， ｾＧＺｪｾ ［ ＢＨＮＺ 校

松 ｦｴｕＧ ￥・ ｬ 姐傾向 ｉｾＧ［ｾｾ ［ 下校

H 本大学J l ( 北同等 下校

X' ; i 工業高等学校

宇都常工業高等学校

民間工業高等学校

II 尚大学足利高等学校

足利L 業大学付同 '''1て伊下校

鋼生工業高等学校

館林商工高等ρ戸枝

i:' r ，崎工業向等・戸枝

l司

府1 ( 定払』品，1)

長野原市ｾ ［ 下校

i.i l両I [ 荒川浄学校

. k . " 工1 < 高等乍校

1詩情工1' <・お等学校

1百1 ( 定時制}

川起工業高等学校

武雄組生r:' r，符"，;1主

rli 川L 1'<I;百:;r;;.下院

歳 11・i [ 業高等学校

ｾ Ｑ Ａ Ｑｬｬ工業高 等Ｇ下校

ru無工業高等下校

l瑚点第一高等学校

II{{ 有l第一学問高等学校
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新 井 11'1文 lt

柄沢世 ｬＡ Ｍ ｾｴ

伊 藤 彩 子 ;n

l坂口1 世 ｬｬ Ｍ ｾｴ

萩 ｈｾＱ や ｉ Ｇ Ｍ ｊｴ

t公j ド :li IS}下.n
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ｾｴ 爪美和お

金 F 悦 久 .n
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鈴 木 将lザt lt 

石 ｾ ｉ ｜ 幹 也 Jt
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宮 本 隆! fEl t

ｕ ｊ ロ イ ［Ｑｾｦ ￬ -l t  

印刻ｾ ;M:?f- i  4t 

日本工業大，: f.t凶刻、工業高等学校 船 橋 桁 馬 お

小川陥ｌｬＮ ｺ 世 ｾｴ ｟ｌ Ｇｕｓ 等学校 若 松 i'JI 時1.お

同 鈴 木 克 宗 ぉ

神茶川工業高等学校( 定時制) 中 山 間平: t : t

船見工業高 ｾ ［ ＢｦＺ 校 佐 々 木 苧 臣 お

同 ( 定時制) 松 田 太 志 :e

t置須賀市立工業高等学校 菊 田 文彦1 %

同 小 菅 正 弘 お

繊浜工業高等学校 事l'岡 信 太 郎 右

北町土工業尚等学校 小 林 覚 史 君

Ｇ｝ＢＱ 舟 ｌ 業 ｾＧＺｪ ｴ 可 ｩＢｦＺ 校 井 上 み ゆ き お

1，;1 ( 定時制) 石 川| 哲 久 ぉ

同 "  望 月 美 和 ぉ

飯ｉｬｬ ｊｾｩｪｾ 高等学校 小 主家みすずお

池 III 工業高等学校 浅 野 佳f; t 右

上 111千1111高等学校 滝 深 充 お

長野工業高等' 下校 宮 下 太 一 お

祈 Ｑｾ Ｑｬｬ Ｑ 軒高等Ｇ下校 須勝. i l l . 呑. 11"

静岡工業，出等学校 ( 定時制) 中 野 j};j ｾｲ＠

.%111工業高等学校 機 弁 栄 治 1 %

修持# 工業高等学校 小:l'，j; - .r.:，右

天竜林業 ｉＺＧ ＡｪｾＢＨＧＺ校 鈴 木 正 光 .?J"

il1i l!工業向等学校 佐 藤 直 也 君

問 { 定時制) 1'J1'111 宏 』処 .n

浜松 C来高等学校 ｾＢＧ￯ｪＱ 頼光太郎お

同 { 定時制) 高 林 郁 夫 芯

愛知工業ＮＺＧＺ，等 Ｎ， ｾ校 田 中 将 実 お

_ ' &; 工業. : - : ) 等学校 各 務 局t -U

佐織工業高等学校 山本 宜 失 1 %

ｾｾｾｾ精工業向等学校 波港 予 ｉ ｉ ｾＢ ｊ .7J' 

半削工業市町平常校 波 法 俗 文 n

名 ， Ｇ￭ 島市立工ぷ尚ｾ Ｎ下 校 梶 庇l 立 n

名， Ｇ￯ ｢Ｒ工業 ｉＺＢｾ 等学校 凹 中 圭車i I i お

大垣工業高等学校 安 l王l 礼 子 お

可児工l l ! 1，，;::t;;'.下校 石 丸 降 服 お

岐市一C業向± 平常校 西 川 脇 市 お

岐仏前ｌｬ是正 ｾ［ｪｾ ［ 学枚 岩 'I.:- J t t範 .n

高山工業高等学校 牛 丸 泰 宏 右

中 ｈｾ 川工業高等下枝 市 岡 孝 明 1 %

l珂商工高宇佐枝 加 藤 IYI 子1 %

伊勢 ｅ 業向 ｾＢｬＮＺ 技 大 岡 山 夏 n

l: f f T.: 業白羽『学校 千 歳 信- .n

i l U:業同等学校 別ji fr 理 池、 :{'

l叫H di ｃＺ主 ｩｦＺｪｾ 、 学校 藤 111 兵 司 君

l百1 ( 定時制} 小才* 1量l子 n

敦賀工業i白ZF Y 校 総本安弘，1 -1

福井工業大下付属筒井高等学校浅野 天 仁 お

小松工業，: ' : ，等学校 北 敏 光 .n

珠洲夫来高句学校 表 良 事l

'

lt

羽咋工業高等、仲立 吉 野 美 砂 お

金沢市立 ｛ｾｩｦ ，Ｇｪｾ字下校 ｩ 貨 問 有希子 Ｎ ｬｾ

同 (第二部) 1i: 江 II [{ 一 右

前阿仁三芸 ｩ｜Ｇ ｲＮｾ 下校 i償凹 lリ1子 右

前山工業品等学校 金 原 成 賢 .n

八柑工業，:':j 叩学校 小 山 裕 子 芯

彦総工業向等学校 藤 日 ｬ 旦沙ｾ

今品工業高等学校 荒 山 啓 司 お

同 { 定時制) 穐 西 智 栄 子 ; s

西野剖工業高等・7; 枝 問由奇哲郎) 1 %

. k . 阪市立工ぷ高等学校 筒 井 洋 - . R

仰向工業 ｉＺＢｾｾ 早字校 下 l迎 啓 ｾＱ

仰向第二工業高符下校 大 西 依 也 .?J
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第 4 回

日本建築協会賞

H本建築協会の創立70周年( 昭和62年) を契機として、建築界に

おける総合同体 としての性格にもとづき、建設に |対わるあらゆる分

野において社会に貢献 した団体または個人 に対して、その業績を讃

えるとともに 、 わが国文化の向上、公共の福祉に寄与する こ とを 日

的として創設いたしました 日本建築協会社の第 4 阿を このたび実胞

いたしま した。( 作品は表彰対象から外す)

各界に広〈応募を 11乎びかけま したと ころ、締切 n ( 平成 8 年 l l J J

29 11 ) までに、 12件の応募がありま した。

これが選考については、第 4 [[ 1日本建築協会賞選考委此会( 委員

長・楽袋公明、同委員10名) て¥慎重に審議し、たしました。結果、

H本建築協会' l ! 4件、日 本建築協会賞特別 1't 1件を選定し、それぞ

れに抗状並びに 1H車、副貨を贈呈いたしました。

尚、表彰式は、平成 9 年 3 月28 円、 日本建築協会創立80周年記念

式典 ( 於太|制重1) にて挙行いたしま した。

日本建築協会賞

織物文化への貢献

株 式 会 社 川 島 織 物 代 点 取 締 役 社 長 l有 ｾＮｅｊｬ ＱＱ＠

• 
免震建物と免震効果の実証

株 式 会 社 松 村 組 代表取締役会長 4公判Mt{"

• 
工高教育 における CADの有効利用とその拝及に関する研究

秩川 m立大IUI r.業尚等学校生J ¥築科教諭 ｾｮ￬ 尺 ー冗

• 
)瑛構造建築物の技術開発とその実用化ならびに帯及

太防c ; 長株式会社 代表取締役副会長 能 村Ili lE

日本建築協会賞特別賞

実験集合住宅 NE X T 21

大阪ガス株式会社取締役社長 li.i i木新一郎

建築と社会 ・1997. 5 59 



日 本 建 築 協 会 賞

織物文化への貢献

株 式 会 社 川 島 織 物 代 表取 締 役 社 長 南 荘 郎

力ワンママイスタースクーJ レ

伝統技術を駆使した芸術性の高い手jf鮒 脚l を基礎に、つねに最新

の先端技術を取り入れ、高レベ、ノレの品質 ・機能 ・時性を兼ね備えた

独自のオリジナリティを持った絢激lを創造して、生活 ・文化の向上

に貢献することを基本理念としている 。

その理念に基づき、生活環境を構成する重要な因子である絹抑止

通じて、文化の昂揚を目的として「川烏テキスタイノレスクーノレ」を

昭和48年( 1973年) に開校。開校以来インテリアフアプリックスや

ファイパー・ アート 分野で活躍する技係諸々数多く輩出し ている 。

60 

川島テキスタイルスクー J レ

また、建物内の内装や壁装を中心にインテリアの高度な施工技術

を身につけた有能な技符瑞の養成を目 的 t した「カワシママイス タ

ースクーノりを昭和63年 (1988年) に開校し、インテリアの確かな

技術を習得した投手r- j者を世に送り出し続けている 。一方、 昭和58年

(1983年) には 2千年前のエジ、フ。ト裂か ら現代に至 る賞重な コレク

ション約 8万点を展示する施設である 「 側j 文イ凶 J を開設 し、 多

くの人に公開している 。



日 本 建 築 協 会 賞

免震建物と免震効果の実証

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 会 長 松 村 雄 吾

松村組技術研究所研究棟

同社 ・技術研究所研先僚は、首都圏を中心に年間数制訴盟支建設さ

れるようになっていた免震建物を関西地方にも普及させるべく計画

し、完成した関西地方初の免震建物である。 同建物においては、そ

の免震効果制鰐正するために当初から地震観iHl Iシステムが導入され

ており、先の兵庫県南部地震11寺に貴重な観測結果カ哨ーられた。建物

基礎上での加速度に対して、免震建物内てゆ加速度は大きく減少し

ており、さらに、非先安遅引勿である隣棟の最大加速度の数分のーに

留まったことカ ｾ 儲立された 。 免震効果がデ ー タとして靴認されたこ

とから、震災後、免震建|京Jへの関心が急速に高まり、関西地方はも

t より広〈全国的に建設されるようになるとともに、建設数におい

ても急激な増加を示している 。同社は、 得られた地震観il!l l結果とそ

の解折 か ら免震建物の有m' lt を具体的に立証し、その公共性を第一

義 として直ちにそれを広〈社会に公開した。

このことにより「免震情造」が建築構造の分野において、構造シ

ステムの一つの選択肢として広〈認知されるようになったのであり、

その功績は高〈寺刊附されるべきものがある 。

免震装置
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日 本 建 築 協 会 賞

工高教育 における

CADの有効利用とその普及に関する研究

秋 田 県 立 大 曲 工 業 高 等 学 校 建 築 科 教 諭 黒 沢 一 元

新 CAD システムを活用した課題研究の授業風景

建設業界にお 11 るパ ソコン C AD の普及が急速に進んで、おり、秋

田県内でも同様の傾向が見られる 。 このような社会情勢を踏まえ、

木研究者は、昭和63年度から 7 年間にわたり、工高教育においてパ

ソコン C A Dの普及に|期する 実践的研究を行い、次の成果をあげた。

1. 全国てや極めて普及率の高い福井 コンピュータ株式会社 Ar chi-

T RE ND- l l を搭載した建築専用 C A D システムを、秋田県内てや初

めて442入した。

2. 2学年では、 C AD の基礎や各種構造の建築物の CA D基礎作図

法を修得させた。3 学年の課題研究 C AD 研究コー スでは、 C A Dの

応用技術制度得させた。特別活動では、 コンク ールに C AD 設計図を

応募させ、 学内外から高い詞怖を受けるとともに、 実演発表を行う

などの成果をあげた。えL 仁のように、在学中に C A D技術を修得さ

せ、その活用能力を高めさせることにより、社会に貢献」どきる エン

ジ‘ニアを育成してきた。加えて、市民開放講座でも、多くの市民に

休l験してもらい研修を深め、普及に努めてきた。

3. 本研究の成果が高〈罰輔され、社団法人全国工業高等学校長協会

賞、財団法人山下大J ! li地域文化奨励賞、秋田大学教 育学部旭水会教

育研究助成論文優秀賞他を受賞した。
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日 本 建 築 協 会 賞

膜構造建築物の技術開発と

その実用化ならびに普及

太 陽 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 副 会 長 能 村 博 正

同社は大型テントの技術開発を行い、膜材料に適した曲師 ｦｾ 態の

研究など近代建築工学 に裏付けられた大型膜構造建築物への基礎を

築くと ともに、各種の研究開発を行い、独自のノワハウを蓄積 した。

また側目 立j s : 脱構造協会の設立に尽力し、各種基準の法整備を押し進

め、実現これらの技術開発と設計基準整備により、大j尉 知 恒 久

膜構造建築物の建設を可能にした。

昭和]63年「東京ドームJ の完成により、同社がこれまで築き上げ

てきた一世界最高7以経の設計 ・製作 ・施工の技術カ苦笑苛Eされ、 日本に

新しい大空間時代が誕生したのである 。

東京ドーム完成以降、 )J 英構造は恒久建築物として数多くの施設に

採用され、今や膜構造技術と施工実績はわが国が世界ー となってお

り、同社のわが国における大空間IJ 耕地建築物の実現と胸骨憐の

向上および普及に寄与した功績は大き い。なおすほも、 IJ 莫構造技術

の研究開発活動や国際交流への助成活到噂を広〈行い、人材 の育成

に貢献している 。

デンバー国際空港 Archi tect j C. W.  Fent ress J. H.  Bradburn Associ ates， P. C  

Engi neer j Severud Associ ates Consul t 略
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日 本 建 築 協 会 賞 特 別 賞

実験集合住宅 NEXT21

大 阪 ガ ス 株式会社 取締 役 社 長 領 木 新 一 郎

国圃

実験集合住宅 NEXT21

NE X T 2 1は、211蹴己の都市型集合住宅のあり方を考えるための

ひとつの手段 t して計画 ・建設された実験集合住宅である。ソ フ ト

ハー ド両面か らの様々な開発技術や提案を実施 ・公開し、それを広い

分野の方に議論していただくのを期待するものである 。

NE X T 21は、大阪市天王寺区に 93年 10月に建設された。翌年 4 月

から 16家族による居住実験を開始し、現在継続中である 。テーマ

は、環境保全 ・省エオ、ノレギー とゆ t りある生活のバランスである。

二段階供給方式により建設され、 居住者のライフスタイノレ ・ライフ

ステ ージの変化への対応を可能にしている 。 また、都市におりる生

態系の復元を目指し、建物全体で1000m'の繰化 制 T う/ : 1: もに、生

ゴミや生活廃水を倒東内てや処理し、 中7]'<と して再利用するアクアノレ

ープシステムにより 、環境負荷の低減の検証も行っ てい る。台当束エ

オJ ギー システムには、環境性に優れ、高効率の側斗電池コ ・ジ、エ

ネシステムを導入、約 3割の消費エオ、ノレギー削減を図った。

今後も様々なデータを取得 ・情報発信して いきた い t 考え てい る。
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[ お知らせ]

村井修「パリ・都市の詩学J展
西; 軍文隆「実測図」展- 建築と庭ーと実測図集刊行

写真家・村井修氏はパリに取材して、パリの大通りか

ら路地へ、ノTッサージュを抜けて広場へ、あるいは庭

園を散策し、セーヌの橋、サン ・マルタンの水辺に休

み、昌也をめぐり、静かなパリの魅力を探し求めた。

昨年デザイン ・美術評論家 ・漉予弘氏の文章と組み合

わせて出版された「パリ ・都市の詳学J ( 河出書房幸淋土

干1]) の写真をベースとして、今年新たに取材した冬の

パリの衰情を見つめたカラー写真約 100点を展示する

村井修写真展が開催される。

会期 ＱＹＹＷ 年 Ｕ 月 ＱＶ 日 働 ｾ Ｕ 月 ＳＰ 日幽

10:  00-、- 19: 00 日曜日併調

グランパークホール TEL03- 544卜2154

東京都港区芝浦3- 4- 1

グランパークプラザピル4 F

建築系 3校の卒業設計作品展

中央実務専門学校( 大阪府豊中市) 、修成建設専門学校

( 大阪市西淀川区) 、大阪工業技術専門学校( 大阪市 北

区) は、昨年に引き続き、第 2回建築専門学校卒業設

計作品展を開催する。 これは、平成 8 年度卒業生の作

品→莫型、計算舎を含めてーが、 3校合同で展示され

るというユニークなもの。

会期 1997年 5 月1 2日(月ト 5 月18 日(日)

初日/ 13: 00-叶 8: 00 

最終日/ 10: ＰｾＱＵＺ＠ 00 

Ｕ 月 ＱＳ 日 ｾＱＷ 日 ＯＱＰＺ ＰＰｾＱＸＺ＠ 00 

会場梅田東生涯学習ルーム( 大阪市北区茶屋町)

問い合わせは、中央実務専門学校内展示実行委員会

( TEL06- 866- 0800) へ。

会場

西濃文隆氏の

圏域寺光浄税

実測断面図
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r SPACE MODULATORJ  ｾこち

1960年に日本板硝子側が創刊した建築誌 i SPACE

MODUL ATORJ は、建築及びガラスの分野に関して、

新鮮な視点で追求、詩見する特集形式をとっており、

最近では日本の1導物館 ・荷車闘を取り 上げている。

このホームページが開設された。ノてックナンノ fーや閲

覧の案内 、 削指館 ・美術f館の情報で構成されている。

アドレスは ht t p: / / www.nsg. co. j p/spm/ index. html

徳島県立21世紀館多目的活動室( 月曜僧官)

徳島市八万町向寺山 TEL0886- 68- 1  1  1  1  

・金沢展/ 9月 8 日開ト 9月2 0 1ヨ出 9 ＺＰＰｾＱＷＺＰＰ＠

金沢工業大学ライフ.ラリーセンター( 9 月14、15 日休館)

石川県石川郡野々市町扇が丘7-1 TEL0762- 48- 1  100 

・仙台 展 Ｏ ＱＰ 月 Ｗ 臼伺ト ＱＰ 月 ＲＴ 日働 ＱＰ Ｚ ＰＰｾＱＶＺＳＰ

東北工業大学ｔＮ ｉＮ ｔ キ Ｇ ャラリー ＨＱＰ 月 ＱＰ ｾ Ｑ Ｒ 日休館Ｉ

仙台市太白区八木山香住町35-1 TEL022- 229- 1 151 

・東京展/ 1998年 1 月1 2日(月ト 1 月2 4日出

11  :  ＰＰｾＱＹＺ＠ 0。

ギャラリー問( 日 ・祝日休館) TEL03- 3402- 1010 

東京都港区南青山卜24- 3TOT O乃相反ビル3 F

・素材と展示方法

・西漂文隆氏Eイ彦 ・作成の実測図( 宝樺函) 約80枚

一厳島桝士、大宮 . 1山，同御所 ・京都御所、経費世宮、鹿

苑寺、西芳寺、二条成彦根紘六義圏、竜安寺ほか

・西J峯文隆氏撮影の写真と文章

・各弁橡の説明文と全貌のわかる写真

・単行本/ 建築と庭ー西津文隆「実測図」集の発行

本展覧会の図録を兼ねて実jJl IJ 図集が伊丹展に間に合う

ようこの 5 月 10日に刊行される予定。定価3990円。

・体裁 A  4判横綴じ ・箱入り ・並 製 木 128頁

・編集西，撃文隆「実測図j 集刊行編集委員会

建築

. 発行 建築資料研究招芹土

詳細問い合わせは、西津文隆「実測図」展実行委員会

事 務 局 ( 〒664 伊丹市行基町3- 21 - 2- 101 アトリエサ

ワ内、 TEL0727- 72- 8993) へ。

日本全域にわたって建築と庭の実測調査を行っていた

建築家 ・西津文隆氏は、鉛筆で建築と庭の細かなテク

スチャーを若手見した膨大な図面を残し、定、なかばにし

て 1986年 4 月 16日に亡くなった。

氏の没後 10年の昨年、実測関係の間十すべては氏の母

校 ・東京大学建築学科に寄贈させる話がまとまったが、

寄贈後は公開されることも難しくなるこれらの実jJl IJ 図

を、寄贈を前に 5 月から公開することとなった。

・巡回展スケジュール

・伊丹展/ 1 997年 5 月1 0日仕ト 6 月 1 日(日)

10:  ＰｾＱＸＺ＠ 00 

( 1) 1 手丹市立工芸センター( 月曜休館)

兵庫県伊丹市宮の前2- 5- 28 TEL0727- 72- 5557 

J  R伊丹駅から徒歩西 6 分 or 阪急伊用肋、ら北東 9 分

(2)白雪プルワリーピレツジ長寿蔵ミュージアム

(  5 月 14日と月曜休館)

兵庫県伊丹市中央3- 4- 15 T EL0727- 73- 1  1  1  1  

J  R伊丹駅から徒歩西 5 介 or 阪急伊丹釈から北東 8介

・北九州展/ 1997年 6 月22日まで 9  :  ＳＰｾ＠ 17:  30 

( 1河ヒ九州、| 市立美術溜建築コ ーナー( 月曜休館)

5 月1 3日伏ト 6 月2 2日(日)

(2比九州市立美祢f館 ANEX ( 月曜休館)

6 月17日伏ト 6 月2 2日(日)

北九州市戸畑区西鞘ヶ谷21 ー 1 TEL093- 882- 7777 

・京都展/ 7月 7 日(月ト 7 月1 8 日幽 1ＰＺＰＰｾＱＶＺＰＰ＠

京都工芸繊維大学美術工芸開明( 土、目、祝日休館)

京都市左京区松ケ崎 TEL075- 724- 7924 

・ 徳島展 Ｏ Ｘ 月 Ｑ 日幽 ｾ Ｘ 月 ＲＴ 日 Ｈ 日 Ｉ ＹＺＳＰｾＱＷＺＰＰ＠

γ 襲警 J i  

' q' ι  

開発許可事務等が守口市ヘ

4 月| 日から、大阪府は守口市の市街化区域の開発許

可事務等の一部を守口市に委任することとなった。

委 任 事 務 都 市 計 画 法 第29条による開発許可および

これに関連する手続き

守口市( すでに大阪府で事前協議を行った

もの、開発許可を受けたものの完了検査等

の一切の手続きの窓口も守口市)

申請窓口
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個展「上京の町家一吉原邸J

京都生まれのテキスタイルデザイナー ・高見晴恵兵力〈、

築後 120年比人上たつ上京の町家を舞台に、手てる1. 5cm'こ

切った赤 ・黄 ・自 ・紫 ・緑の五色の綿布を床にまいて、

日頃見過ごしている光を浮かび上がらせ、想像力を生

み出す場をつくりだす。

日時 1997年 5 月18日(日ト 6 月 1 日(日)

Ｑ Ｓ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｘ ・ ＰＰ 火曜日休み

場所吉原和恵邸 TEL &  FAX075- 45ト1461

京都市上京区霞屋町通上長者町上る

最寄り駅 : 京都市パス堀川中立売下車西へ一

筋目南へ 100m'まど、東側

問い合わせは、アートスペース虹( TEL &  FAX075- 761 

9238) へ。

高見目青恵氏の京都・安養寺における個展 1994年

欧州住宅事情視察研修

駒大阪 ｦｾ 宅センターは創立 ＲＰ 周年を機会に、 ＱＰ 日間の

櫛呈て倣州住宅事情視蔚ffl 腕企画し、広〈朝日者を

募っている。

日 程 ＱＹＹＷ 年 Ｗ 月 Ｓ 日 嗣 ｾ Ｗ 月 ＱＲ 日出

行 先 ウ ィ ー ン→ザルツブルグ→ ミュンへン→パリ

7/ 4 ウィーン市森林局訪問後、市内建築見学

7/ 6 ミュンへン市内見学後、{ さ宅局で研修

7/ 8 パリ市内ラ ・デファンス主席昏心ほかの見

μ a、

ーテ

7/ 9 パリ郊外のモンティニー ・ル ・フ.ルトン

ヌー市見学後、住宅展示場 OMEXPO

NORD訪問

7/ 10フランスのリフォーム工事業者訪問

旅 費 一 人 ￥ 498，000

包効日者同名札との場合)

募集人員 20名( 満員になり次第締め切り)

申 込 5 月末固までに、朝日申込書を日本通溜附大

阪方筒守支庖 ( FAX06- 458- 77 1  6) へ。申込金 5

万円はさくら童尉子梅田支l吉< 口座名: 日本通

運樹扶阪旅行支庖、当座NoA224478> へ。

建築 Ne x t P h a s e 研究会 '97大阪ガス環境シンポジウム

ポストモダンの時代が終わり、現在は「プログラム 持続可能な世界を実現していくためには、人間活動と

アクティピティ、サステナブル、デジタルJ といった 環境の関係をよく理解し、環境への負荷の少ない社会

テーマが関心を集めている。このような「持続する方 の構築を急がなければならない。異質なものとの「共

法論j の構築一一建築家として社会の状況をどう読み、 生j のチエが求められている。「希望の未来」のために

どんなテーマを持ち、それを実作にいかに反映させて 何をなすべきか、パネリストと参加者が共に考えるシ

いくのか、しかも変化に柔軟に対応していけるような ンポジウムが開催される。主催は大阪ガス。

ものであることーイ¥の取り組み方を、建築家の林昌 テーマ 「槻売的発展と豊かな生活について考える」

二氏が解説する。 一環境問題とライフスタイ ルー

テーマ 「持続する方法論」の構築ー建築家にとって 日 時 1997年 6 月10日ω 13:  3ト 17: 00 

の究極のテーマ を考える一 会 場 ガ ス ピ ル3F ホール

日 時 1997年 5 月 9 日幽 18 :  3ト 20: 30 大阪市中央区平野町4ート2

会 場 東 京 デ ザ イ ン セ ン タ ー TEL03- 3445- 1 121 講 演 Amory B， Lovi ns 氏

東京都品川区東五反田 5-25-19 (ロッキーマウ ンテン研究F斤代表)

講 演 者 林 昌二氏 ( 建築家、日建設計) 討論会 ・パネ リスト

参加費 2000円( 学生 1500円)

申 込 ! 立与持1頁を記入し、 FAX で東京デザイ ンセン

ター ( FAX03-3445-1125) へ。

「キヤノン I XYJ 開発物語

大阪デザイン振興プラザ ( ODP) デザインセミナーの

今年のテーマは「ヒ ットデザインはいかにして創られ

るかj 。話題を集めたヒットデザインの仕掛け人を講

師に迎え、商品の企函から誕生までの開発ス トーリー

を聞いている。

第 4回は、 1996年度グッドデザイン金賞を受賞したキ

ヤノン IXY の開発を手がけた塩谷康氏に、その IXY の

発売までのストーリ ーを聞く 。

テーマキヤノン IXY

< 精密機能を雲寺見するデザイン>

講 師 塩 谷 康 氏 ( キヤノ ン・総合デザインセンター)

日 時 1997年 5 月16日幽 15 :  ｏｏｾ＠ 16 :  30 

会場アジア太平洋トレードセンター IT M棟 10F

大阪デザイン振興プラサ'内セミナールーム

定員| 叩名( 先着順)

参加費 1500円( 当日支払い)

申込先 5 月13固までに ATCの ODP (TEL06-615-

5510、FAX06- 615- 5173) へ。

マルチメディアの展示会

(初日本能率協会主催でマルチメディア展示会を関心

会期 ＱＹＹＷ 年 Ｖ 月 ＱＸ 日 ωｾ ＲＰ 日 幽 1  ｏＺｏｏｾ＠ 17:00 

会場 マイドームおおさか ( 大阪市中央区本町橋)

• Computer Graphi cs Osaka97 

コンヒ.ユータ ・グラ フィ ックス、画像技B 里、デジタル

R側象技術に関する催しても、 13回目の今回は、デジタル

R則象の特集を組む。

柴谷篤弘氏( 京者日精華大学元学長・生物学者7

加藤慰見氏( 大阪大学助教授 ・建築家)

倉阪智子氏( 環境監罰升究会 ・公認会計士)

・コーディネーター

山藤泰氏( 大阪ヵ・スエネルギー ・文化研究

所所長)

参 加 賀 無 料

定 員 300名( 予約制 ・先着順)

申 込 先 大 阪 ガ ス イ ンテ リ ア デ ザ イ ン ス ク ー ル

(TEL06-262-3214  FAX06-262-7202)  

スペースデザインゼミ開講

現代の都市と{ 主空間を、 5 人の特色ある建築家がそれ

ぞれの立場から見つめ直し、これからの都市住定を考

える。

講義内容と講師

( 1)6 月25日「住居論J / 東孝光氏

(2)7月2 日 「コーポラテ ィフいウスJ /安 原 秀 氏

(3)7 月16日「住まいと環境J/ 石 井 修 氏

(4)7 月23日「未来型住帯汗究J/ 森山イ鋼氏

(5)7 月30日「集合也事升究J/ 遠藤剛生氏

時間金 Ｕ 回毎週水曜日 ＱＸ 目 ＳＰｾＲＰＺ 50 

定 員 20名( 先着順)

会場大阪ガスインテリアデザインスクール教室

大阪市中央区備後町3ーか 14

備後町オークピル6F

受講料 35，000円併記込み)

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール事務局

(TEL06-262-4089)  

詳しくは、働大阪fさ宅センター ( TEL06- 253-∞71) ・Network Kansai 97 

へ。なお、利用航空会社はエールフランス、ルフトハ モバイルコンビュータとイン卜ラネットを統合した意

ンザ、日本航空の予定。 味の「モパイル ・イントラネット J をテーマに展開。
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日 本 建 築 協 会

月 間 の 動 き
【平成9年 2月分】

議 事 ( 1) 3 月号「東海支部一風土 ・文化とまちなみ・

総 会 |  鶴 一 金 沢 ・鰻 」 特 鉱 告 途中結晶報告 |  出 版 委 員 会

第 2 回通常総 会
(2) 4 月号 創 立80周 年記念 180人の眼ー建築と 第 3 回出版委員会編集会議

ＲＶ 日・ Ｕ 時 Ｕ 分 ｾＵ 時 ＴＰ 介・於本会 会紋室 私とヰ士会」特集広告途中経過報告 Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か2 5名 (3) 5 月号「木造建築物の伝統技術とその将来」 出席者 山田委員長ほか 3 人

機 事 ( 1)第 l 号議案監事選挙の件 特集広告途中結晶報告 機 事 最 終 校正原稿の確認 ・その他

(2)第 2 号議案本部所属評議員選挙の件 (4) 6 月号「住む空間の復興J 特 集 ・「住宅・都 第 10回出版委員会

(3)第 3 号議案監事およひ評議員重任の件 市整備公団J 特集広告途中値畠報告 ＲＰ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＶ 時問分・於本会 会議室

(4)第 4 号議案名誉正会員推挙の件 (5) 1 収支状況報告 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

(5)第 5 号議案平成 9 年度事業計画( 案) 承認 第 11回編集委員会 税 事 ( 1) ( プ口のノ ウノ¥ウ〉 と特装本の経過報告

の件
ＱＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室 (2)今後のテーマと執筆者選定

(6)第 6 号議案平成 9 年度収支予算( 案) 承認 出 席 者 河 原 副委員長ほか 3 名 (3冶l立 8 0周年記念出版の組邑報告

のf牛 議 事 ( 1) 3 月号「東海一風土・文化とまちなみ ・建

理 事 会

第 6 固定修r ] ! 里事会

ＲＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｔ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 27名

E殺 事 ( 1  /'IL成 9 年度事業計画( 案) 承認の件

(2)平成 9 年度収支予算( 案) 承認の件

(3)第 2 回通常総会提出E綻案の件

(4)第 4 回日本建築協会貨の承認の件

(5).入退会者承認の件

(6)f，圭援 ・協 賛名 義使用承認の件

(7廟 告事項その他

第 4 回会努壬里; 事会

ＲＶ 日・ Ｓ 時 ｾＴ 時

出席者岡本銭高( 代文割弱) 副会長ほか 3 名

機 事 ( 1)' 会勢の現状について

(2冶 勢増強目標について

編 集 委 員 会

第 11回会員企画小委員会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 5 名

機 事 ( 1) 1建築と社会J (シ リーズもの) の報告と掲

載予定

(2濠庁しい企画案について

第 10回構造介科会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会湧主主

出 席 者 長 瀬 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) r械室の頁」の企画

(2漸年度介科会委員交代のイ牛

第 10回施工材料介科会

Ｖ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 植 田 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1) 5 月号「木造建築物の伝統技術と その将来J

特集

(2)  r施工材事初〉頁」

第 8 回法令分科会

ＱＲ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 2 名

域 事 ( 1) r法令コーナー」の企画

(2) 6 月号 ri . 主む空間の復興」特集の企画

第 10回広告企画'J、委員会

ＱＳ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出席者 ，可原副委員長ほか 6 名

築ー金沢 ・能登」特集結晶報告

(2) 4 月号創立80周年記念 r 80人の眼ー建築と

私と社会」特集案検討

(3) 5 月号「木造建築物の伝統技術とその将来J

特集経過報告

(4) 6 月号「住む空間の復興」特集 ・「住宅 ・都

市聖釘精公団関西支ヰ士」特集企画検討

(5) 7 月号インテ リア・住宅系介科会特集内容

検 討

(6)平成 9 年の会誌体哉の改訂lこっし、て

(7)1収支状況報告

第 8 回計画一インテ リア・住宅系一分未捨

ＱＷ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｏ 日寺 ・ 於本会会議室

出席者 ・角方幹事ほか 3 名

議 事 7 月号イ ンテリア ・住宅特集企画

第 10回設備介科会

ＱＸ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 西 岡 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1匡委員の交代

(2)  r設備の頁」の企画

(3) 8 月号設備特集の企画

第 5 回計画一建築系一介科会

ＲＴ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 江 副 幹務ほか 9 名

議 事 9 月号特集内容築の検討

第 11回作品作風小委員会

ＲＷ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者 富 田副委員長ほか 6 名

議 事 ( 1揃回編集委員会の報告

(2)1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)1' 乍品の選定

(4)  r  g all eryJ 掲載報告 ・予 定

(5)  r S KE T CH B OOK欄J の掲載予定

事 業 委 員 会

第| 回近代建築見学分科会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者 ・福島副委員長ほか 3 名

議 事 本年春の企画について

第 10回若L 、会員の集い小委員会

ＱＸ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 待 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

出席者 芦 田委員ほか 4 名

殺 事 ( 1)実施報告

(2)今後の予定について

第 4 回 日本 建 築 協 会 賞

日本建築協会賞第 2 回選考委員会

ＱＰ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時半 ・ 於本会会議室

出席者 薬袋委員長ほか 8 名

織 率 第 4 回日本建築協会貨の選考

建 築 家 に 何が で き る か

第 3 回「阪神大震災後のランドスケープタからの提 言J

林まゆみ/ 造園家 ・神戸芸術工科大学講師

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＰ 介・参加者 ＳＳ 名

建 築 ク ラ ブ

第 298回朝食会

ＱＲ 日 ・ Ｘ 時半 ｾ ｉｏ 時 ・ 於大阪グランドホテル

演 題 「デンマークと椅子J

講師 島 崎 信 氏 慣 蔵 野 美 体T大学当事対受)

参加 者 55名

第 5 回建築クラブ役員会

ＱＲ 日 ・ Ｙ 時 ＴＰ 介 ｾｉ 日時 ＴＰ 介 ・ 於大阪グランドホテル

出 席 者 佐 野 代 表 ほ か 6 名

議 事 ( 1)平成 9 年度役員出塁

(2)第3∞回記念事業計画( 案)

(3)平成 8 年度決算見込み、平成 9 年度予算( 案)

〔団体会員 l 社〕

吉村建設側

M困人会員 4 名〕

入 会 者 ( 敬称略)

岩 住 欣 ー ホ 柑 理

( 縫住アルミサ y ン) (神 戸 市 世 所 }

横 田 隆 司

( 大阪 大学)

. お詫びと訂正

向井王! 5 エ

{ ヨシモク)

本誌斗Z成 gl J o4月号自11立80. 周年記念 I処築と私と相会- 80人

の11} ト」特集中、 46頁の狩野忠正氏陣+ 卵J の文 ' 1' 8E 日

に文字の欠泌がありました。欠落した部分を訂正 し、ご迷惑

をおかりした幸広任者、説者のみなさまにお花びいたします。

*  
「近{ 七主主築の理解は、卯いづ笠| 制舵:- 1.末 . )笠. RJ I亡をな

くしてしま ったものーを見ているようなものである。 しかも、

銭に映された卯を兄ている t いった方カ'A 当である。 また、

人ｊｬ刊のＱ］ Ｑ という ν ン ズそ通してみている の で、さらに彼 ｍｾｾ

なる。本当の姿は定かではない。」

. お詫び

本総司ZJ主g1j o4月号作，' ，j !..{tJ!民側「アーバンエース! 肥後紙ビノレ1

86r l の'.EJ.f{ が印日'U:の1I 日題で、関係各位にご迷惑をおかけい

たしましたこ t を諌んでお詫びいたします。
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「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月にF誕生 した日本建築協会 形判 に変え、特集 と作oi 'M乍JKl¥頁を二木 0635.  F A X  06- 348- 0634)  ま で。

(当時 ・関西正l! 築協会) の、機関誌は 柱 に、 シリーズものの頁を織 り込み、 販売価格は 1200円 ( 送料 . i肖 間見合) 。

特集一覧 ・ J 977- J 997 大正 6 年 9 月に 「関西主l ! 築，tZ1苦痛低J そのl時々の社会を反JI央したテー? を選 なお、 「建築と紅会j 創刊号 - 11召和30

とi題して創刊 された。 大正 8 年に 「日 んで利減し てき た。 年 12月目Eままで全87巻の復刻版が、 1991

科 主築協会雑誌」、 さら に u隙 に は 取 り上げてきた開長テーマ は下記のと 年 10月から j順次発行( 不二出版 ) .  ｾ｣＠

「述築t社会J ! : . 改組 し、今 日に歪っ お りで、パック ナンバー賂入希望は、 本されて いるので、詳細は 日本建築協

ている。昭和4剖ーから l.:t f判長をA 4変 日本建築協会事務局 (T EL 06- 348- 会事務局へおl官lt 、合わせ願いた い。

サ 1 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1977 ・デザインの ・兵 庫 県 ー ・日本連築協合 ・コンクリ ートの ・哩宜地仁お 110 ・EI 本 住 宅 ・ミニ乱開発 時

VoI . 58 窃 ト 部 分 その嵐山 . 日TT777 品質菅理 t.13F 制 ・身附施設・ ・!!! l 峨附 ・ 臨 時 長 公 団 t から計画的 -TflNfi ・弘 AJ
t 引い 建築 ・脱 芥 ゐ 管 理 行政指導的向 肘 例 i し て 建 築 作 品 ミ ニ IlII i1へe

1978 

ザインの ・医療施設- ・組合方式ド 、 冊 ・C A  0 ー

VoI . 59 動向一新旧の ・水・ 病 問 築 t ・外 壁 塗 装 ・電波隊1 H よ る 集 占 ・住 宅 設 備 ・新 Lt 画I町 設 芳! と ・ 一 般 宇 . ・第25匝! .. . ピル環境
一 ー 材料・ 建築・ 設計 '1 1  t.. . .  }' IJ( - J 青年技術者・

コントラスト 偽報バ 7 ム 住 宅 計 画
一 コンピュ ータ

1979 

VoI . 60 ・転 換 期 の ・大 阪 市 体 ・コンクリート ・ホテル建築 t ・p 村 胞 設 ・建物の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26fii :l ・姥 設 業 の
プ ・商業空l I i I ・日影鋭市11・ B  e  《

再 開 発 e ポートタウノ のひびわれ 情報 '，1 ""7 ム の変貌・ 強度の検討. i ちづ( り・ イン 7 9 7 ・ 青年技術者・ 労務事情・

1980 ・80 年 代 の ・今 後 の ・最近の畢行控聾
・車町田青年枝柑者 ・これからの建

'01.61 都市t建築ー 省 エ ｾＮｉＧ ギ ー ・ 安 Ｑ Ｑ 建築 ・ 住宅の ・ 建築行政 ｴ ・ 最近の ・ 者 Ｑ Ｑ 市 景観 ｴ ・ 屋内体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外装 ・ 転機仁 ＱＺ "') 築設計t新耐

まちづ( りの の 趨 勢 設計 事務所 耐久性・ 法規 ・ 防水工r.t; ・ 7 メニティ・ 施設の設備・ まちづ〈 り 欧付仕上材・

歴史 t 展望 e ・主主築金物・ 作 品 集 e
集合住宅・ 1建設計法・

1981 ... ..h r-;:' ' ' ' *b....... _  ..t..，::r'". ｾ｟＠ L  h  ... U (  ....1... I  ，:+ ... : k1，7I-:，， 14--.:!.- ・撞聾柑 t 且ー ・住宅・畠市盟歯丑

VoI . 62 ・中国の弘文 ・ヂ トピア ・台所まむり ・シーリング ・災 害 t 法 ・者11市住毛- 7 ザイナーの 回一間西に釘川 ・間仕切鐙の ・第 28 回 ・障 害 者 の

・ 職能論・ 一 北 京 の ー の計画I t  一安全な環境 住 t ぃ干 t め1: 畠市監帽を '1'<・t 暮らしやすい

都市計画・ 恥 設備・ 材の知識・ をめぎして・ からの jeト -l t 九? ;tJ V  性能評価・ 青年技術者・ 環境 t 設備

ロ セ . 新たな商業 ・省 山 ギー-E52;; ・近畿の地盤 ・? ? よ お ・大阪市庁舎 ・ホ- } V建築 ・大 ス パ ン ・昭 川 計 ・!!?;131i ・3年記d ・風 土 空 気

空間の展開. 1: 関口部・ 設備計画: 1 : 地質・ への誘ｾＺＭ ( 第一却J ) .  t. 音・ 構造・ 作品集・ ・1-tマ?t ・22? 庁舎 t 人tnJ '

m・2J J -J J Z ・錯 綜 ・1d弘 主 ・! 日 夕 -rz; ・開 山 ・?51?? ・刀 打 十 ・2tu; :;111ff; ・?212
考える 手'1 用 ション ヒノν 考 え る の 変 革 ート構造 ホー

ば セ -TT;?? ・関 西 の ・17J シヱ ・建設産業 t ・住 環 境 t ・科 学1il ・i附 削uの -i J J J ・川 化社会 ・床の桃工法 :P!??空 ! ・? スpム?

g づ(りをfわ 超17J 府ヒノレ 322?EP ロポット l開発 法措11 皮 ・ttJ」f ポイント 人々 t 生活空Hi l の思想 建 築

1985 _ ，_ ，_  _  _. _ ， . 自由出式への直 ・情報 lt を ・ホ ー ル ー ・建物の. &f i 1 ・建築t水の . 接合一人体t ・村野藤吾の

柏 村 側 物 語.-TET2.議官協? め(' 1.，建聾 そ れ 円 み 最 近 の ・1A時 .語学研究 -Ff f f 建築にみる; ・M弘3・3年bz
え る 都 市 111 怖 だ す 文 化 ー 外 壁 材 料 学凶初日 市 ・FI 建設計作間「る東海

円三Ei;i 弓王; 門事三可守77石平反弓F 支 . 21  i!t R. 0) 弔認語ζ 万二二二i 瓦71可完77
これからの 建 築 1: 公共建築 ・大阪市庁合 住居 t 設備 もt めτ ー その応IIH展開 の構成 背年技術者

集合住宅にみる ま?材 防 車 工 法 置 備 計 画 (第 2 J(J I) ・ツイン 21 リニュ ー7/ν

1987 ・2i 蔵 ・
・建物 t 軒並1j.0)

VoI . 68 ・入 浴 物 話 ・腐 食 ・flII 立701m ilと・2前回j する 保 管 施 殻 ・室 内 の ・駅 ・行政処築家 ・シティホテル ・宝 主 主 の 接点 ・第 34 匝l

記念号 東 海 へ ・大 阪 府 立 仕 上 床 の 可 能 性 の 設 備 街 づ 〈 り ・昭 和 設 計 背 年 技 術 者

体 育 会 館
作 品 集

ゴ セ . ホテノレ物評 -T官 官 ・??t?!; .建物の外装 ・都 心 居 住 ・:11?fft ・川 紀 へ の . IMJ6l ・超高腕住宅 ・校 吹 ? ・31FZJ .制 テ レ ビ

・文化 t 伝統ー ・東畑建聾事暗所 Fフν フシユ ・ Ｎｾ｛ｬＧ 明 1  a > 考える東海叫の報告ｾー皇 i ちなみ ・・ ・大阪府営繕 ・800号記念・

ば 勺 . 夢をのせる :;s; 示前 :ふ32iE2 ・!JJ 凶 ・まちづ〈り ・間 会 t ・都市環境創造 ・建 築 t :ttgti ・? ? 官41 ・第 36 回 ・最近の博覧会

輸 送 設 備 t 法 まちづ〈り t 設備 l ア ー ト ・ユーザー事加背年技術者パピリオン
90 問年記 Z t伝統技術 ・ ・ 工法 皇軍I9:lt部作品阜のハウジング

ばr守.匂!f対JAれrr:竹rr!り??勺.叩

1附99州9引1 二可有: 石可ヲ?τ て石玄石E7石i 一 一 一 百 烹「一 可 石 τ耳 王 一 一 一 石 石 z示7石 而而万子石z丙 E百 E 可 京 Z耳芸 F 打 有 万

h州 1， 7刀2 空到捌i附討づ引〈 り川 .1引iti但可町fF目間l 復活3却0朋年 .勺3f1?f努; .1i;控?ヂとT許?:口:1説路;品3拡拡官広4れ. 一 般 号 .ιi4鉱鎚A訴4ぷ以2野?作? .バ:ι;らμAAL真品i .f賂3yti 北ザ空 -it 少子i
・盛 聾 の 嵐 長 記 念 ト λ41F4- 局 営 繕 部 ージ7フプi械 ・大建制40周年 lω 年記念 ・抑制年技附シンポジ Oム

m・ml 出-ffJA開ri p-!描門誌ji -MI- -j3W:!5724ml ・? ? ち

1993 ・革担回青年控耐古 ・環 境 一 ・映画の '1' の ・建築の再生一 ・国際的パート ・車刊回青年lt 南青

Vo/. 7. ・車畑瞳軍事務所 ・大阪府廿締 ・東海の英術館 ・市民劇場の 限りある自然 ・者11 市 の インテ Y 7  構造技術の ナーシツプの ・柄 祉 の ・者11 rJi 型 ・環壇一人仁

倒立国間年 同 ・博 物 館 舞 古 設 備 i 挫聾 t の スカイライン ・11 いはんなプラ 役割ー まちづ{ り 住 宅 Iヰ考 やさい、空間制

記章作品車 かか b り ザ住在ホール ・大阪 ili 営繕可能性 E をめざして

1994 . コピー文化の ・九州のイン ・伊勢 ・神宮 ・建築のエヰ ・明日に向か ・住空間にお ・まもなかの ・水I : kl ! 築 ・控聾E幡町CG ・情 誼 英 一 ・第41因子f年
VoI ，75 軒時 ft ..h. .  ，' ，_ "  ｾｾｾｾｾｾ＠ ＮＮ Ｎ ｾ｟ ｾ＠ .. . .. _. . . . .  A H ・いま、医療 看板 シミュν ーシヨン 建築の中の芙

・広島の街草川 村トション 式年遷宮 t ノバーシス つ: 一会 n 施訟は りる居 E 二h • 竹 中 工務 Ｑ ［Ｕ ・ 日本建築 ・ 村野、臨時 ・ 集合住宅団地 技 術 者

7ジ7蹟技大企 t 現 神 宮 界 隈 テ ム 作間 への担点 のm合 住 宅 総 合 試 験J町 事 務 所 Vニューアル ・関西国際空港

1995 ・光がつ〈る ・ 飛騨 ・ ｾｩ｡ ・ トイレから ・私のさu 日・新しい「者11 ・建築締造 t _ :::.. J ..... :::.. J  • ・ 第 ＴＲ 巨 ｬ ￬Ｇｦ年
Vo/. 76 風合の世芥 ・音騒音から まちの活性化 見た初1ili ・ トイレ笠 Il iJ ・接合 ・ユニパーサル 作 法 一 市・建築 j の 祉会の桜F ・ライ 7 ライノ 技術者

操 昔 凡 小 t 地方文化 文 化 ・コスモタワー デザイン ｴＮ Ｑｾ 全員作品 似 ・日 総 設 計 t 建築設備 ・滋賀県建築3

1996 

・大阪府住宅供 ・迷江ーその ・立体駐車場 ・災害1)1 常時1: _  • _  _  '-' .. _.マル チ ・最新の大規模 ・私の空間作証明 ・?Al 431illi'.' 年

'o/. 77 ・阪神大 臥 給公社印l 立 地域振興 t 設備 生きる法 145 ・いま、プーノレ・住 ま い の メディアが ・トコンセプト ポ - 1臨11施設 ・九州 の元気 技術者

から学。、 品 が お も し ろ い 未 米 {誕 の 新 時 代
30 周 年 記 念 文化 ・ 大主 ｾ 設計 ・ ｏａ ｐ ［ タワ ー ス つ〈る也弁 の設備 ・ ｾ，， Ｈｪ の Ｓ 作品 ・ 近盤地建宮繕部

1997 

8 ・建築のロン ・ 金沢 ・ 能登 一 ・ 倒立 ＸＰ 周年記 ・ 木造建藁物の ・ 住むさ ｾｬ ｬ ｩｊ の
グライ 7 化 ・鉄ものがたり 風土 ・文化 t. u控聾t弘t社 伝統技術 ｴｾ の

復興( 予定)
をめざして まもなみ ' l!築 会ー朗人の阻ー 将来

- 印は欠号

68  建築と社会 ・1997 .5



トータルメンテナンスに貢献する・・・アロン建材シリーズ

，ｵ ・昨 ｾＳ >J 置! I F: 謹直宣言m

P ロコO D5I -(III .  ，ロコロロベヲコ5i

支 庖/i東置京03( 3597)γ7342. 大阪06(α203ω)3剖178. 名古屋052( 54引1)1184

G勾g」東E 舎 戚 〈 建 材事輔幾部〉本社U 干 叩 東京都港区西新柵矯僻1叩 営鵠柵業輔削所町附酬山/刈川仙幽叩山台叫O但022辺2(21川(α凶山2引剖川1什1

.:u:. C  I I A H 03( 3597) 7341 ( ダイヤルイン) 高松0878( 25) 2671 ・福岡092(721)  1902・札幌出渡所011 ( 612) 4131 

テトカッパー防水
奥山化工業械式さ社

本 社東京舗中央区銀座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 3571) 2703附 FAX03( 3571 ) 0264 

大阪事輯所 TEL06(3引) 1081 - 2FAX 06(395) 21凹 名古屋出彊所 TEL052(81 1)3660 

情浜宮軍所 TELO' 5(320)崎 32 FAXO. 5(320) . 765 庫 本 出 彊 所 TELO叫2(2  1) 1  761 FAXO. 62(23)oI) .1 

| カッパー防水帯 コーパータイトオク心防相E

資料をご鴎耳障下さい。

埼玉宮里所 TELO. 8(J J ' )28' 5 五 械 出 彊 所 TEL0292(28)0878FA叩 292(28)261.

す ｾｾｙＨ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ

東洋シャッター株式会社

本 社 干5 4 0 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1O( T Sピj レ)

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 ( 代; )

・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/水戸/ 併伺/ 岡崎/ 名古屋川山/ 大津/ 京都/神戸/広島/ 高松/ 縄問/ 他全国主要都市

69 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計・施工)

組朝日工業社

本社 ・本1;5 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 06( 302) 2270

支 1;5 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ー 衛生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本庖・大匝本社 〒550 大阪市西区江戸堀 1丁目 9 番25号 電話 (06)44ト8231

東 京 本 社 干 102 東京邸千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)326ト8231

支 社 名古極 ・沼岡

主 庖 札幌 ・仙台・新治 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山・

広島 ・高松 ・熊本

営 蟻 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・神 ・富山 ・

筒井 ・徳山 ・絵山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 組川 ・福島・川崎 ・総江 ・徳島 ・下関長崎 ・大分 ・宮崎

海外宝庫 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58- 1511

空気，￬ｊ，ｾ利設備 / X ' ¥ f{ 業 設 備

給 1) ドノド設備 ( / 冨¥1 ボ処 ｦ 哩 ￱ｾｊｾ

電 気 技 術 マーー守 環 j党胞，i生

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支底長 琴 浦 健

大 阪 支 唐 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本唐 東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 電話 03( 3502) 6111 ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・績浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 案 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 篠 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京 都中央区日本才制勝糊T 2 - 2 2 電 括 ( 3667) 3 4 3 H大代)

支 社 名 古 届 ・仙 古 ・札 帆 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・縦 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-
-
-

晃 調
ｾ式会社

本 社 k 阪111中央区埴且 2丁目 l 番61号ツイン21MID7ワー 電話 06- 949- 1371

東 京 本 府 東 京 都 新 宿 区 丙 新 宿 新 宿 住 友 ピ ノ レ 危 話03- 3344- 7911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号 電 話 06- 363- 1371

支 1苫 仙台 ・械浜・名占鹿 ・京都・神戸・広島 ・福岡

営 業 所 .U 見・茨域. } c 富千葉 ・山梨・静岡 ・福井・滋賀 ・和歌山・訟江 ・長崎 ・i中縄

出張所背森 ・ 秩悶・盛岡 ・川 崎 ・ 富山・岐阜 ・ 三重 ・ ｴｾｊＡ 正 ・ 岡 ＱＱＱ • 
高松 ・下関 ・大分 ・熊本 ・宮 崎 鹿 児 島

'‘ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 臓 へ 繍 で 挑 む一 一 一

- 株 式 会 社 精 細

副11 . ・ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル l ・2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部竃話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石111 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電 話 ( 03) 5 6 8 9 - 2  3  5  1 代 表
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商昂はき気ですo V  ｾ＠
園 田 黙と空気のエンジニア川一一

〉ー〈/ 5 T31
・宮

ガス訟備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設織器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466 - 2268 
大阪営喋所

彼方営難所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

C R i 誌西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電君主大阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・1品安E戸斤 干福岡・京有11 ・天 理 ・川西 ・神 戸

O K U J U  
スベ『スク '1%. 0{'ー

邑 箆rE;[ff!fJiJ!eJ もた島Eク危叡YJA拶窃§

f大規模天井無足場工法j

本 社内外装創作パネル・システム天井・間仕切

問 主11オクジュー

大阪市北区西天局5丁目3番7号〒 530

TEL (06)312-4131 FAX(06)312-7998 

東京九州備，兵名古屋仙台・宮崎・軍部

Di gi tal  Pri  -Press 

代表取締役社畏 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299

品
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成語詰圭-桑警護

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 電気設備
電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 含 員 三 興 討

上 田 正 雄

。
本 it

本 社 干 ＵＳＰ 大阪市北ｼメ ＧＱ Ｇ 之 ｉＮｾ 三 Ｑ ＢＱ Ｑ Ｒ - 4  (朝 日ビル) ;(;; ，i!;06 (385) 136 I( {¥:) 

大阪営業所 干564 pλ111 di 喉 本 町 3 r  11 34 - 6  '，(;; ，i! ;06 (385) 136 I({¥:) 

京都営業所〒615 );0; r.J 1  Ili イi :;0; Ｑ＾＼Ｚ 州 ｊ［ｾ 鰍向 ｮ ｾｦ＠ 21 '，(;;，i M75 (311)  1I 85({¥:) 

神戸営業所干650 神戸市中央 I><:ifll 伊 f59 (I'I'} ; 朝 日ビル) '，(;; ，;ii078 (333) 7756{{¥:) 

寸ごJl j  ( 1; : ぷ取締1交

代表取締役社長

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 5 惰 )

電 話 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  l ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 結 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土

庖

本

支

営 業 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区南舵縞 4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川 ・東 関 東・中部・九州

社
ム一

A

常務取締役支社長

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信段備

情岨通情ネ ットワーク

情縄島 理

温情システム

腫送システム

・電力狐 画段備

畳宜電

架空送配電

地中道配電

- 空鯛 ・給排水・ 衛生1宜備

空置闘和

工場配菅

本陸理

コー ジェネレーショ ン

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラ μ ト針縫

システムエ ンジニアリ y グ

官・・祖目敏肘・施工・ 監理

・電気位備

畳宜電 ・肺圃

勘カ・ 制御畠置

電信、肱送、インタ ーホン

防 犯、防提

。失監横制調

γ ステム肘甚

y 凶 山 辺4 判 久

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z72223E52室生!;12iz;321;T

電気位備 .t十義制御Z宜備・ ?l 閥段備 ・クリー ンルーム段備・プラ ン ト段備

鎗排水衛生段備・エネルギー集中監視 システム ー段骨十施工

三宝電機械式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

't
，
一

、

市

・崎山、

H

d

w

一
''A

制

本 在 〒530 大飯間じ区西天満2-6-8也ピ} [ ，) TEL  06( お4)1471・F AX 随〈おの日33

東 京 支 社 引白 慰 留 置 酷 船 8- おンテ刊潮園ピn， TELω( 5472) 矧 l 'F AX国 側72) 団施5

昌吉lii l !i〒4628芭寝間隠金銀3-12-14 TEL由民鈎1)5131' FAX侃2( 引の7535

再戸支窓 〒笛7得声市置区: m町3-6-11K-TピJレ TEL076(842)6411'FAX076(842)6416 

堺研現照 〒田畑大阪府堺市三宝匂七7 ぉ9 TEL0722(27l 似a' FAX0722(27)1424

大 阪 市 西 区 西 本 町 l 町 13町33

TEL. 06- 532- 0 4  61 ( 代表}

FAX. 06- 535- 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社ヨド

⑪お P榊 業 締

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北 3 - 4 - 5

TEL  06 (792)  5858 FAX 06 (792)  2810 

天 理 営 業 所

あ ア

勺 I 叩

ゆこ_ 15. 

る 一ー 版 7  

l-i 一車 骨て
宣 rr ia n  ， 

恨 ζ 抽選 ク

工.B...， 区 ス

Z株雪京

TU式E77

E山之〉二七七

ｉ ｊＮ ｾ 番四四

社 三一五
号 六 四

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

圃・・・・・・・・・・・・・・・圃- コンクリート用混和剤〆コンクリート用補修材 E  

l E高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 目

綜 式 会 事 土 工 ヌ 工 ム ピ " 一

線 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社: 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3- 2- 23( 信量ピル)

T  E  L 06- 202- 3294 

1111
11 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

ｾｉｾＨ 株Ｉ踊 Ｐ ヨコＡｊ ｄ ＺＺＲ

場

一

一

一

エ

第

第

。.， .TJ_ Ｉ｜Ｏｾ，Ｍ酬の断熱用シｾ人九
1あコ〆プ 司 令

目n/¥' イナ11ーシートP

の貼り せ技術て積層した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 融 制 問 刊 田 区 如 何 丁 目1書2雪(干代田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

- Tニ.I nCS A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｄＢｾ ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニＮｉ ｄ 守ョー子 Ｎｊ Ｂｊｾ (話一??T) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニ.I D E S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニ.I DI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

T E! L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

. ，6. .  

ｾ＠式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T EL  大 阪 ( 06) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

d 台、

ｾ＠式株産物洋光

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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TOTAL  CONSTRUCTI ON MATERI ALS A ND EQUI PMENT FAI R 

' 97総合建築材料・設備展

• 

| 入場無料 l  

199' 持芋5 月28日( 水) q 3 1 日( 土)

1 0 AM- 5PM 臨 自 の み 4PMまで

インテックス大阪 1号館

主催: ( 社) 日本建築材料協会・日本工業新聞祉

| 聴講無料 |  

@⑥建築トレンドセミナー

於 : インテックス大阪= 国際会議ホール 倒滞)

[5月I 日〈木) 13:  30-:--， 15 :  00- 1  ;  

「高齢社会の住環境を考える J

大 阪 大 学 名 誉 教 授 東 孝 光 氏

| 自 ( 金 ) 13:  30......15 :  0 0 1 1  

「建築と景観ーゆとりのある風景をー J

建 築 家 瀧 光 夫 氏

於: インテックス大阪=CD会議室 同席)

ls 月m日 休 ) 13:  00' : ""13 :-30 ι I  

「カナダ輸入建材利用の多様性」

カナダBC州政府特別顧問 リチヤード・ポリクイン氏

I I ! 月1 m休日竺i I J 竺-ー1

1

「日本におけるカナダ輸入住宅を再考する

ーライフスタイルの変化‘ 品質，日本市場のトレ ン ドーj

“ 強入住宅" “ カナダ・ジャパンビジネス・ジャ ーナル" 執筆者

在カナダ福島銀行代表 山本利幸氏

扇

ゆ
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り

」
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|

|
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う
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境

女会期中、

素敵な景晶の当たる

抽選会を実施
l

事務局

社団法人日本建築材料協会 日本工業新聞祉事業部

干550 大阪市西区京町堀1- 8- 3 〒530 大阪市北区梅田2- 4- 9

T EL. 06- 443- 0345- 7 FAX. 06- 443- 0348 ｔｅｌＮＰＶＭＳＴＳ Ｍ ＳＲＲＲｾＴ＠ FAX. 06- 341- 4773 



打放しコンクリート化粧補修

ジャン力、コールジョイント、サビ、型枠材の木アクの心配がなくなりました 。

E軍司

K Y システム工法

(関建築養生技術部が開発した工法で打放しコン

クリ ー卜面の洗装工事及び補修工事をシステム化

したものです。

特殊洗剤による コンクリ ート表面の樹脂の剥離及びシミ抜き

ｅｾ ｩＺＢｊＱ＠ ｾ・・問団 ｅ 悦 ｪＺ 陸軍吉Ｎ

回 コンク 1) ート面のツヤが統一された

コンクリー卜面のウレタン樹脂(型枠材に塗布された

ウレタン樹脂が移行)の剥離により 、本来の コンクリ

ー卜面に統一された。

園 サビ、ベニヤアク除去による コンクリ ー卜函の変

色なし

サビ、ベニヤアクは樹脂の表面に付着していたので、

樹脂の剥雛と同時にコンクリート面を変色なしに洗

える。

園 部分補修が可能になった

コンクリ 卜面のツヤの統ーにより 、ジャン力、コー

ルジョイン卜等の部分補修か可能にな った。

回 フッソ樹脂塗料吹付時lこ起こる補修部分の変色

(黒色) がな し

フッソ樹脂塗料の吹付時に起こる吸い込みの差によ

る変色(黒色)が樹脂の景IJ離により均化され変色な

く仕上げられる。
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